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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ミカミミユキ１









「甥おいを引き取る？　貴方あなたが？」

「ああ」

　皿の上のフィレ肉にナイフを入れながら、リョウがさらりと応じる。

　私は右手に持ったワインを飲むのも忘れ、ただただ啞あ然ぜんと彼の顔を見つめた。が、彼はと言えばまるで私と視線を合わせまいとするかの如ごとく、ネクタイを緩ゆるめて一心不乱に肉の切り分け作業に没ぼつ頭とうするばかり。

「…………はぁ」

　私は小さく溜ため息いきを漏もらすと、ワイングラスに口を付けた。芳ほう醇じゆんな葡ぶ萄どうの香かおりも、久々に喉のどを焼くアルコールも、今は何も感じられない。胸を満たすのは、漠ばく然ぜんとした不安と、そして「またか」という一種の諦てい観かん。

　彼、ミカミリョウは昔からこういう男だった。普ふ段だんは善良で平へい凡ぼんな一市民を絵に描かいたような人間なのに、時折……それも決まって人生の重要な分ぶん岐き点でこそ、少々浮うき世よ離ばなれした馬ば鹿かげた決断を下す。しかしその一方で所謂いわゆる変人と呼ばれる類たぐいの人間のような開き直りもなく……。

「……あっと」

「…………」

　滑すべったナイフに弾はじかれ、付け合わせのキャロットグラッセが皿からテーブルにこぼれ落ちる。彼はバツが悪そうにこちらを一いち瞥べつした後、人にん参じんをフォークで速すみやかに回収して皿の端はしに置いた。

　おどおどと相手の目も見ず、なのに肩かた肘ひじばかり張っているものだから、こういうことになる。結局のところ彼の根はやはりどうしようもなく小市民……いや、臆おく病びよう者なのだ。

　一連の流れを見るとはなしに見た後、私は「まったく……」と切り出す。

「甥って……確か、六歳ぐらいの子だったわよね？　トオル君っていったかしら」

「ああ」

「……それを、男の一人暮らしをしてる貴方が、引き取ると？」

「……ほら、うちは両親早くに亡なくしてるからさ。兄貴の息子むすこを弟の俺が引き取るのって、至し極ごく自然な流れだと思う──」

「貴方が立派な養育者ならばね」

「……収入ならそこそこあるし……」

　肉を口に運びながら仏ぶつ頂ちよう面づらで呟つぶやく彼に、私は厳しい眼まな差ざしを向ける。

「リョウ」

「…………」

「私やヒロキやフウトと近く接していて、子供を育てることの大変さが分からない貴方じゃないでしょう？」

「それは勿もち論ろん。ミユキは本当に凄すごいと思うよ」

「だったらどうして……」

「…………」

「リョウ」

　私が少し厳しめに問い詰つめると、彼は一いつ瞬しゆんいつものように怯おびえの色を見せるも……しかしすぐに、なにやら俯うつむいてわなわなと震ふるえ出した。……いつもとは明らかに違ちがう反応。

　私が少々戸と惑まどっていると、彼はしばしの沈ちん黙もくの後、吐はき捨てるような言葉を漏らす。

「あんなヤツらに──」

「え？」

「あんなヤツらに、トオルを……兄貴の息子を任せられるか！」

　ダンッとテーブルを叩たたくリョウ。その顔は一瞬私が気け圧おされる程ほどの険しさに満ちていたが、しかしすぐに周囲の客から視線が集まっているのに気付くと、ぺこぺこと頭を下げ、にへらっと笑ってみせた。相も変わらず、気が小さい。だけどそれでいて……。

「（まったく……この人は昔っから……）」

　私とリョウ、それに前の夫は学生時代からの付き合いだ。だから、彼のこういう……本当は気弱なクセに、大事な場面で妙みように男気のある性質を、よく理解している。

「（きっとそれも、お兄さんの影えい響きようなんでしょうけど……）」

　ワインをもう一口呷あおりながらそんなことを考える。

　結局最後まで直接の面識は無かったけれど、彼からの話を聞くだに、彼のお兄さんは筋金入りの「お人ひと好よし」だったらしい。人に騙だまされ、貧びん乏ぼうくじを引き、とんでもない馬鹿を見る。しかし、その尻しりぬぐいをよく手伝わされたと語るリョウの口くち振ぶりは、不満の中にどこか誇ほこらしさも含ふくんでいて。

　だからだろうか。リョウ自身の性質はいたって堅けん実じつで臆病で利己的なのだが、それでも妙な兄をずっと傍そばで見て来たせいなのか、本当に大事な部分で彼もまた「善人」であろうとすることを捨てられないらしい。結果、後先考えず甥を引き取ったり……そして、私みたいな重く面めん倒どうな女を、自分が一生守ると言い出したりする。

　…………。

　無言で黙もく々もくと肉を頰ほお張ばるリョウに、私は……一つ溜息をついてから、切り出す。

「そういえば、ヒロキとフウト、あんまり貴方に病院来られると気まずいみたい」

「え？　あー、それは……」

「だから、しばらくはいいわ、お見み舞まい。あと、私も忙いそがしいから、今日みたいなデートを兼かねた食事とかも、しばらくいいかな。うちに来るのも控ひかえて貰もらえると嬉うれしいわ」

「……ミユキ……」

「ああ、そうそう、それと、うち、ヒロキやフウトのお下がりが結構かさばってるのよね。誰だれか持っていってくれると助かるんだけど……」

「……ありがとう、ミユキ」

「なんの話？」

　私はふっと微笑ほほえんで、ワイングラスを傾かたむける。

　リョウは少し目を潤うるませた後、今度は喜々として料理をがっつき出した。そうして今いま更さらながらに、この店は肉が柔やわらかくて美味おいしいだのと言い出す。……まったく。

「（……この人、分かってるのかしら。このまま完全に引き取るようなら、いつか私とその子……トオル君も母子関係になるかもしれないってこと）」

　私はほっぺにソースを付けながら、明らかに見通しの甘い今後の抱ほう負ふを語るリョウを、少し冷めた目で眺ながめつつも。

　いつか家族になるかもしれない子供へと、期待と不安のない交ぜになった複雑な想おもいを馳はせたのだった。








第一章　決別









　ファルディオ・メルクリウスという人間にとって、昔から一番の恐きよう怖ふは「理解できない」ということだった。

　未知のものへの恐怖とはまた違う。むしろ知らないことへの好こう奇き心しんは、元々の魔ま法ほうに対する才覚もあって、人一倍あったと言っていい。そもそも禁きん忌き魔法などという、一いつ般ぱん的には忌き避ひされる魔法にまで躊ちゆう躇ちよ無く手を出す人間である。だから他人より身体からだが弱くとも平気で一人旅に乗り出すし、自分の身を最優先に考える割には、異い端たん審しん問もん官やら魔人やらといった脅きよう威いに晒さらされてなお、のこのこと勇者の旅に付き合う。

　だから、彼にとって「未知」は興味の対象でこそあれど、恐怖の対象ではない。

　最も怖こわいのは、むしろ。

　そこに至る経けい緯いや推移のほぼ全すべてを把は握あくしているにも拘かかわらず、弾き出された結論が、彼の想定から大きく逸いつ脱だつしてしまっているという状じよう況きよう。

　つまりは──理解できない、ということだった。

　完全なる未知ならば、それはそれでいいのだ。目の前で全く意味不明の超ちよう常じよう現象が起きても、それをそれとして受け容いれられる程度の度量はある。

　そうじゃなくて。

　１＋１が、マイナス１になるような事態が、たまらなく恐おそろしいのだ。

　それはまるで、これまで積み上げてきた自分なりの世界が根本から崩ほう壊かいさせられてしまうような、あまりに寄よる辺べのない感覚。信じたものが反転する恐怖。

　そして、そんなファルディオにとって最大と言える恐怖の兆候が。

　現在、自らの視線の先……よりにもよって、最も信しん頼らいしていた仲間の一人から発せられているのを、彼はその肌はだにひしひしと感じていたのだった。




　　　　＊




　魔法都市ルーンヘイムの外れ、今や丘きゆう陵りよう地ち帯たいと化した元平原にて。

　現在、大まかに分けて三つの勢力が、互たがいに睨にらみを利きかせ合っていた。

　一つは、ミカミトオル率いる、勇者のパーティ。ファルディオを始め、手て練だれの女騎き士しセシリア・シヴィル、そして現在は故ゆえあって魔人ミュートが与くみするパーティだ。

　対するのは、魔王ヨル率いる魔王陣じん営えい。現在は魔人ゲインとの二人だけでしかないが、それでもまず間ま違ちがい無く最強と言える、規格外の実力派派は閥ばつ。

　そして、そんな二つの勢力に割り入るが如ごとく、突とつ如じよその姿を現わしたもう一つが……。

　魔人スーリム率いる、洗脳された人魔混合軍勢である。戦力はまるで未知数。

　そんな三派閥が、使い魔のルウ消しよう滅めつをキッカケに著いちじるしい緊きん張ちよう状態へと陥おちいった現在。

　ファルディオは額にびっしりと滲にじんだ汗あせを手の甲こうで拭ぬぐっていた。

「（落ち着け……落ち着け、俺……）」

　とりあえず、状況が膠こう着ちやくしているのを利用して、一いつ旦たんファルディオとセシリアはジリジリと動いてトオルの元へと集まり、再合流を果たしていた。

　しかし、そうして勇者の背後に寄り添そったところで……ファルディオとセシリアは、たった今目の前で自らの兄を失った少年へとかける言葉を持たなかった。

　トオルの背中を見守りながらも、ファルディオは周囲の魔人達の状況を覗うかがう。

「（……一いつ触しよく即そく発はつ……だな）」

　丘おかの上で大量の人魔混合軍勢を率いて滔とう々とうと洒しや落ら臭くさい演説を続ける魔人スーリムを、魔王ヨルとその隣となりに参じたゲインが睨みつける。その一方で、魔人ミュートは現在、どの陣営にも寄り添うこともなく……しかしやはり、スーリムを不快そうに見つめていた。

　この時点で既すでに戦せん況きようはファルディオの理解出来る範はん疇ちゆうを大おお幅はばに超こえていたが、中でも現在ファルディオが誰にもっと恐怖を覚えているかといえば、まず間違い無くこの少年──

「（トオル……）」

　兄を失ったばかりだというのに、怒おこるでも悲しむでも取り乱すでもなく、淡たん々たんと冷静に何かを検討し始めた勇者──ミカミトオルであった。

「（なんなんだよ……これは……）」

　最も早はや、状況は混乱の極きわみと言っていい。

　ファルディオは今一度、この馬ば鹿かげた四し面めん楚そ歌かの状況に至るまでの経緯を検証し直す。

　そもそもことの始まりは、最後の試練から街へと帰き還かんするその最中、この平原にて最悪の敵──魔王ヨルと呼ばれる存在と、あまりに唐とう突とつな邂かい逅こうを果たしたことだ。

　今にして思えば、その出で逢あいは偶ぐう然ぜんではなく必然……敵方の綿密な計画に基づいた罠わなであったのだが、あの時点でのファルディオ達にそんなことは予期できようはずもない。

　当然ながら魔王ヨルの強大な力を前に、勇者トオル陣営は殆ほとんど一方的に蹂じゆう躙りんされた挙あげ句く、その上更さらにヨルの同どう胞ほうたる魔人二人──ゲインとスーリムの合流まで果たされ、戦力差は絶望的。ファルディオ達は窮きゆう地ちに立たされた。

　しかしそんな中、今回たまたま同行していた仲間の村むら娘むすめ・サクヤが、実は魔人ミュートの変身したニセモノであったことが判明。状況は悪くなる一方かと思われたが、何を思ったかこのミュート、気まぐれでファルディオ達側につくと宣言。

　彼女の参戦により、いくばくかでも魔王陣営有利な流れが変えられるかと期待されたのも束つかの間。そこで……。

「（あの毛玉野や郎ろう……）」

　旅の最初からずっと一いつ緒しよだった、勇者トオルの使い魔、ルウの裏切りが、お喋しやべりな魔人スーリムによって露ろ見けんした。彼はこの旅の間中ヨル達と密ひそかに連れん絡らくを取り合い、ずっと勇者を……トオルを殺すことだけを目的に動いてきたという。

　信じられない思いに囚とらわれるファルディオ達を無視して、残ざん酷こくな真実は更に暴あばき立てられた。

　使い魔ルウは、トオルの兄、ミカミヒロキの魂たましいを宿した存在であるというのだ。

　つまりトオルは……心から尊敬していた兄に、信頼していた使い魔に、ずっと裏切られ続けていたということ。

　当然ながらトオルの動どう揺ようは大きく、戦況はますます悪くなる一方。

　そうして……いよいよ訪おとずれた、あの……今もまだファルディオの脳のう裏りにこびり付く、最低の情景。

「（……ちくしょうめが……）」




　魔人スーリムの放った呪じゆ槍そうからトオルをかばい、ルウが死んだ。




　……ファルディオからすれば、まったくもって、わけがわからなかった。トオルを裏切り、殺すことこそが最大の目的だったはずのルウが、そのトオルを身を挺ていしてかばうという矛む盾じゆん。最早目の前で何が起こっているのか、何一つ理解出来なかった。

　だけど、それでも。

　息が詰つまる程の悲しみだけは、とめどなく彼の胸に押し寄せてきて。

　そうして、ルウが事切れる間ま際ぎわ、トオルとの間で僅わずかにかわされたやりとりを聞くに至り、詳くわしい事情こそ分からなくとも、彼の「想い」を理解したファルディオ達は。

　そんなルウを殺害し、あろうことか侮ぶ辱じよくするような言葉まで吐はき捨てた魔人スーリムを、許せるはずなどなく。

　それはルウと長く接してきたヨルや、彼のサポートを受けていたゲイン、ミュートも同様であったらしく、ここで戦局は一変。

　魔王陣営対勇者陣営という状況から、人魔混合軍勢率いる魔人スーリム対その他全勢力──という状況となった。……ここまではいい。裏切りや正体判明等あったものの、流れ自体に「理解不能」な部分はない。

　問題は、ここからだ。

「（……トオル）」

　ごくりと唾つばを飲み込みながら、たった今兄を失い、しかもその死を侮辱された少年──勇者トオル・ミカミの背を見つめる。

　この状況下、普ふ通つうに考えて、スーリムを最も憎ぞう悪おするのが彼であるはずだし、だからこそ、当初ファルディオは彼の狂戦士化──怒いかりに身を任せた暴走を危き惧ぐした。

　それが、実際はどうだ。

「（なんで……なんでお前、そんな、冷静に、スーリムの言葉を聞いてやがるんだよ……）」

　見れば彼は、その瞳ひとみに怒りの炎ほのおを宿らせるでも、ルウを失った悲しみに暮れるでもなく……ただただ、淡々と、スーリムの掲かかげるあまりに馬鹿げた思想……人も魔物も平等に家か畜ちくが如く扱あつかえば安あん泰たいとかいうその屁へ理り屈くつに、誰だれよりも耳を傾かたむけているように見えた。

「（……冗じよう談だんじゃねえぞ……）」

　畏おそれが、徐じよ々じよに怒りへと転化されていく。

　ファルディオはたまらず、トオルの背中に向けて声をかけた。

「おいトオル。お前……どういうつもりだ？」

「？」

　突とつ然ぜんのファルディオの言葉に、スーリムの演説が止まり、場の注目が集まる。

　トオルはゆっくりと彼を振ふり返ると、不思議そうに首を傾かしげた。

「なにが？」

「っ！　なにが……じゃねえだろ、おい！　お前……分かってんのか!?　たった今、そいつは！　その野郎は！」

　向かいの丘の上、自らの能力で支配した人魔混合軍勢の前に立ち、相変わらず胡う散さん臭くさい笑え顔がおを覗のぞかせる貴族じみた青年を指す。

「ルウを……お前の兄を殺しやがったんだぞ！　仇かたきだ！　それをお前……なんで！」

「？　質問の意味がよく分からないよ、ファルディオ。彼が仇だからなんだっていうのさ？　ぼくは今、彼が面おも白しろい主張を始めたから、それを興味深く聞いているだけだよ？」

「な……」

『!?』

　トオルのその反応に驚おどろいたのは、ファルディオだけではなかった。セシリアは勿もち論ろん、ヨルを始めとして、ゲインやミュートまでもが啞あ然ぜんとしている。彼らとしても、この状況でトオルが最も冷静なことは予想外だったらしい。

　丘陵地帯を乾かわいた風が抜ぬけていく。前まえ髪がみをサラリと搔かき上げたスーリムが、小高い丘の上からえらく上じよう機き嫌げんに声を上げた。

「まさか勇者様の同意を得られようとはね。これには流石さすがの僕も驚きですよ！」

　その言葉に、トオルが無表情で彼を振り向いて応じる。

「どうして？　だってスーリムの言っている『人も魔ま物ものも平等に』って、実際この中じゃ一番納なつ得とくできる主張じゃないか。ぼくが賛同しない理由、ないでしょ？」

『…………』

　場の誰もが、啞然としていた。

　……こいつは一体、何を言い出しているんだ？　相手は、たった今、卑ひ劣れつにもすぎる手段でルウを……兄を殺した相手だぞ？　それの、薄うすっぺらく馬鹿げた、人と魔物を等しく家畜化するっていう平等化思想に……賛同、だって？

　最早あの饒じよう舌ぜつで狡こう猾かつなスーリムさえも咄とつ嗟さにトオルの動向を見極められず次の言葉に窮する中、トオルは一人冷静に周囲を見み渡わたし、そして顎あごに手をやりなにやら考える素そ振ぶりを見せたかと思うと──

　──次の瞬しゆん間かん、突然スーリムの立つ丘へと向かって高速で跳ちよう躍やくした。

『!?』

　誰もが虚きよを突つかれたものの、次の瞬間には場の全員が──

『（油断したスーリムに勇者の強力な一いち撃げきが決まる！）』

　そう確信し、スーリムが慌あわてて防ぼう御ぎよ態勢を取ろうと身構える中、しかしトオルは……。

「……よっと」

「……は？」

　腕うでを面前に構えたスーリムの隣へすんなりと着地し。にこりとスーリムに微笑ほほえみかけると、彼を……彼の醜しゆう悪あくすぎる軍勢を守るかの如く、その前に一歩進み出た。

　そうして、丘の先せん端たんからファルディオやヨル達へと向けて、大きく宣言する。




「ぼくは今から、スーリムの側につくことにするよ」




『は？』

　これには最早、常に泰たい然ぜんとしていたヨルや、裏切りや潜せん入にゆうが十八番おはこらしいミュートでさえも、呆ほうけた声を上げるしかなかった。

　状じよう況きようがまるで見えない中、当然の如く、まずセシリアが声を上げる。

「な……なにを言っているんだ、トオル？　冗談はよせ。早くこちらに戻もどって来い！」

　セシリアの必死の訴うつたえにも、しかし、トオルは普ふ段だん通りの笑顔で応じてくる。

「ごめんね師し匠しよう。ぼくは、人類の味方をやめるよ」

「な……。……そ、そうか、作戦だな？　折を見てスーリムを討うつための──」

「あはは、師匠、子供のぼくがそんなにまどろっこしい作戦とったりすると思う？」

「…………」

　その、本当にいつも通りの屈くつ託たくのない笑顔に……ファルディオとセシリアは背筋の震ふるえるような恐きよう怖ふを感じ、最早なにも言えなくなってしまった。

　その状況を見て、今度は瞳に動揺を湛たたえながらも、ヨルができるだけ平静を装よそおって彼に言葉をかける。

「トオル君。つまりキミは……勇者の使命を放ほう棄きして、魔物側についてくれると見ていいのかい？」

「あはは、それ、わざと言っているんだよね、ヨル。やり手だなぁ。流石魔王さん。でも、残念ながら違ちがうよ。ぼくは、スーリムに、つくんだ。魔物に、じゃない。意味、分かるよね？」

　その言葉に、今度はゲインが吠ほえるように叫さけぶ。

「一体なんのつもりだミカミ！　兄を失って正気を欠いたか！」

「うーん？　自分が正気かどうかなんて、確かに自分じゃ分からないけど……。まあ、多分、そういうんじゃないと思うよ、うん。ぼくは、きゃっかんてきに、れーせーに状況を分ぶん析せきして、結果、こういう結論を出しています」

「……貴様、分かっているのか？　そのスーリムは、兄を殺した仇なのだぞ？」

「おかしなことを言うね、ゲイン。これから人類を滅ほろぼそうっていう魔人が、今いま更さら、ぼくの個人的な感情の心配してくれるんだ？」

「……ミカミ。貴様……どうしてしまったのだ？」

「それを訊ききたいのはこっちだよ。どうしたのさゲイン。目的のために問答無用でぼくを殺しにかかってきたキミは、どこにいったのさ？」

　心底不思議そうに首を傾げるトオル。その様子は実際、ここ数ヶ月ずっと一緒に過ごしてきたファルディオから見ても……本当に「普段のトオル」だった。正気を欠いているとか、そういう風ではない。むしろ……。

　ミカミトオルという歪いびつな子供が、一息に成熟し、完成されてしまったかのような。

　ファルディオが奥歯を強く嚙かみ締しめる中、今度はミュートが声をかける。

「人類やら魔物やらはどうでもいいけどさ。トオル君、そんなにあっさりお仲間を裏切って、心は痛まないのぉ？」

　ミュートがまるで彼の罪悪感を煽あおるかのようにニヤニヤと訊たずねる。

　トオルは一瞬不快そうに顔をしかめるも、しかし次の瞬間には、淡たん々たんと、絶望的な回答を口にした。

「あんまり痛まないかな。だってこれは、ぼく自身が最善と判断した行動だから」

「……へぇ。……随ずい分ぶんとつまんない子になったね、トオル君。今のキミなら私、心置きなく殺せそうだよ」

「まるで昔は多少心置きがあったような言い回しだね。そんな甘っちょろい魔人に、今のぼくは殺せないと思うよ？」

「……かっちーん」

　ミュートが苛いら立だった様子で臨戦態勢を取る。そうしてヨルとゲインもまた戦せん闘とうへの意志を見せる中、ファルディオとセシリアは……。

『…………！』

　互たがいに、何も答えを出せずにいた。とにかく、状況の意味が分からない。こんなにやりとりを重ねてもなお、未いまだに、トオルがスーリム側に立っている景色の噓うそくささが拭ぬぐいきれない。数秒後にはきっとこちらに戻って来て、自分達と共に戦い、そしてまた旅を続けてくれるんだ。そうとしか、どうしても思えなかった。

　しかしトオルは、そんなファルディオやセシリアの信しん頼らいなどまるで意に介かいした様子もなく、ミュートやヨルの動向を探さぐるように視線を巡めぐらせると。

　背後のスーリムに……まるで仲間に接するかの如ごとく、気安く声をかけた。

「スーリム、キミ、なんらかの移動能力持ってるよね？　しかもなかなか優ゆう秀しゆうな」

「どうしてそう思うんだい？」

「いくらなんでも、ぼくらに気配を全く気け取どられずこの軍勢を接近させるのは、普通じゃ無理だよ。転送のような移動手段があって然しかるべきだ」

「……なるほど。正解ですよ。でも、それがどうかしたのかい？」

「言わなくても分かるでしょ？　一いつ旦たん退くよ。っていうかスーリムだって元々そのつもりで、無む駄だにべらべらと喋しやべってたんでしょう？　その便利な転送技わざ、流石に無制限ではないと見た。だからぼくも手を貸すって言ってるの。時間稼かせぎ」

「……ホント、ミュートの言うとおり可愛かわいげなくなりましたねぇ、キミ」

　言いながら、スーリムはその背後に何やら縦長な楕だ円えん形の黒い穴を現出させる。

「ま、でも、おかげで確かに時間は稼げました、ありがとうございます」

　次の瞬間、人魔混成軍勢達は次々とその穴に飛び込み、場から消えていく。

「逃にがすか！」

　彼らの逃とう亡ぼうを阻そ止しせんと、ゲインが丘おかに向けて走り出す。が──

「よっと！」

「な──」

　──突然トオルが地面にミョルニルロッドを突き立てたかと思うと、次の瞬間丘の先端部分が轟ごう音おんを立てて激しく崩くずれ落ちた。

「ぬぅ！」

　まず大きな瓦が礫れきが激しく飛散し、ゲインはその対処に追われる。そうこうしている間にも場をもうもうと土つち煙けむりが満たし、完全に視界が奪うばわれた。

「……っぅ！　風よ！」

　ヨルが慌てて自然を操作して突とつ風ぷうを巻き起こし一瞬にして土煙を払はらうも、時既すでに遅おそし。

　既に丘の上からは、トオルやスーリム達の姿が綺き麗れいさっぱり消えていた。

　が、ゲインはその場でなにやら鼻をひくつかせると、大きく叫ぶ。

「まだ近いぞ！　一息に大きく転送は出来ないらしい！　ヨル！」

「分かってる！　ミュートもおいで！」

「……まあ、しゃーないよね」

　ミュートがチラリとファルディオ達を見て溜ため息いきをついた次の瞬間、魔人の軍勢はヨルが操作する風や重力の力で、三者とも高速で飛び去って行ってしまった。

　そうして、ただ二人、場に残されたファルディオとセシリアはと言えば……。

『…………』

　最も早はや、彼らを追うことどころか……言葉を発することさえも出来ずに。




　ただただ、トオルが砕くだき去った丘を見上げて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしか出来なかったのだった。




　　　　＊




「バッカじゃないですか」

　やっとの思いで魔ま法ほう都市ルーンヘイムへ帰き還かんし、憔しよう悴すいしきりながらもどうにか事情を説明し終えた二人に仲間から投げかけられた言葉は、そんな辛しん辣らつなものだった。

　喧けん噪そうに満ちた夜の酒場の片かた隅すみ、楚そ々そとした料理の並べられた木製の丸テーブル越ごしに魔法少女が厳しい眼まな差ざしで二人を睨にらみつけてくる。

　ファルディオとセシリアは落ち込むのも忘れて思わず顔を見合わせた。……というのも、ファルディオとしてはこの「裏切りに次ぐ裏切り。そして仲間の死」というエピソード報告をして、慰なぐさめられることこそあれど、まさか罵ば倒とうされるとは思ってもみなかったのだ。

　それはセシリアも同様の様子で、彼女は怪け訝げんそうに首を傾かしげてから魔法少女──ファルディオの学友にして先代勇者の娘むすめ、レイア・キサラギへと疑問の言葉を返した。

「ええと……すまない、キサラギ。会話の流れがイマイチ良く分からなかったのだが……」

「ですから、貴方あなた達は馬ば鹿かじゃないかと申し上げています」

「おいおい、いつからお前の暴言は俺以外にまで及およぶようになったんだよ」

　普段は優等生たる彼女らしくない態度にファルディオは違い和わ感かんを覚えるも、しかし、レイアは依い然ぜんとして厳しく、二人を咎とがめるような視線で見つめてきた。

「馬鹿な方に貴方は馬鹿だと教えてあげることは、親切でこそあれ、失礼なことだとは全く思いませんね、わたくしは」

「おいおい、お前、今無む闇やみにセシリア挑ちよう発はつするのは流石さすがにやべぇと──」

「ファルディオ、セシリアさん、もう一度言います。貴方達は大馬鹿です」

『っ』

　そのあまりに不ぶ躾しつけな物言いに、流石にこれまでは消しよう沈ちんしていたファルディオ達もカチンと来てレイアを睨み返す。

　しかし、そんな二人の強い視線にも全く動じず。それどころかむしろ更さらに呆あきれたように嘆たん息そくして、レイアは続けてきた。

「中でも最も愚おろかしいのは、自分達の命がトオル君に助けられたことにさえ、未だに全く気付けていないことです」

『な──』

「それどころか、裏切られた等とまで思い込んで、いっちょ前に落ちこみ、挙句こんな場所でぐちぐちとわたくしに愚ぐ痴ちる始末……ホント、呆れて物も言えない」

「ちょ、ちょっと待てよ、レイア！」

　机に肘ひじをついて半眼で溜息を吐つくレイアに、ファルディオは慌あわてて訊ねる。

「お、俺達の命がトオルに助けられたって、一体どういう……」

「はぁ？　ちょっとファルディオ、貴方それ本気で言ってるんですか？」

「……すまない、キサラギ。私にもよく分からないのだが……」

「セシリアさんまで？……重じゆう症しようですね、こりゃ。まあルウ君失って動どう揺ようする気持ちも分からないじゃないですけど……それにしたって貴方達、戦闘後、ルーンヘイムまで数時間徒歩で帰ってきたわけですよね？　どうしてそれで頭が冷えないのか……トオル君とは大おお違ちがい」

「いい加減にしろよレイア。お前さっきからもったいぶってばかり……」

「わたくしがもったいぶってるですって？　は、そう感じるならホント……どうしようもない馬鹿に成り下がってますね、二人とも。いい加減頭冷やしなさい」

「……キサラギよ。流石の私といえども、それ以上の暴言は看過でき──」




「貴方達、自分達が偶ぐう然ぜん、運良く、五体満足で生せい還かん出来たとでも考えているのですか？」




　セシリアの言葉をピシャリと遮さえぎる様にレイアが言い放つ。

『…………』

　瞬しゆん間かん、ファルディオとセシリアは思わず息を吞のんだ。

　神しん妙みような表情を浮うかべた二人を順番に見て、レイアが気け怠だるげに解説する。

「考えてもみて下さい。魔人一体にさえパーティ総出で対応してもなお負けるような実力の貴方達如きが、魔王やら魔人三体やら人魔混合軍勢に囲まれて、どうして殆ほとんど怪け我がらしい怪我もなく帰還出来ているのですか。普ふ通つうに考えて、奇き跡せきもいいとこです」

「それは……スーリムが第三勢力化したことで、場が乱れたから……」

「だからなんですか。それでは、被ひ害がいが最小限に済んだ理由に全くなっていない」

「いやそれはどうだろう、キサラギ。スーリムの能力は確かに厄やつ介かいだったが、ルウを侮ぶ辱じよくし場の全員を敵に回したあの状じよう況きようならば、私達はスーリムを圧あつ倒とうして制圧──」

「出来るでしょうね。……人魔混合軍勢に、壊かい滅めつ的な被害を出して。……つまりは、操あやつられているだけの人や魔物に、大量の死者を出しながら」

「っ！」

　セシリアの顔が青ざめる。ことここに至って、ファルディオもようやく、レイアが自分達の「浅はかさ」に呆れているのだという事実を理解し始めていた。

「魔物側に立つ者達とはいえ、話を聞くだに、基本魔王や魔人に『甘さ』は少ない。そのスーリムとやらと全力でぶつかれば、スーリム側は人や魔物を平気で盾たてにし、魔王や魔人もまた、平然とそれを薙なぎ払ったでしょうね。……まさに地じ獄ごく絵え図ずです」

『…………』

「本来なら、そうなる流れでした。だけど実際はどうでした？」

「トオルがスーリムにつくとか言い出したことで……流れが完全に、変わった？」

　ファルディオの呟つぶやきに、レイアは一人料理を口に運び始めながら「そう」と応じる。

「おかげで、魔王陣じん営えいにとって、スーリムは決して舐なめてかかれる相手ではなくなった。というか、最大の脅きよう威いと化した。……もっと言えば」

　野菜のソテーを咀そ嚼しやくし終えてから、レイアが淡々と呟く。

「この時点で貴方達……セシリア・シヴィルとファルディオ・メルクリウスという、世界を巡る戦いには全く無関係な雑魚ざこ二人組は、完全に彼らの眼中から消えた」

『っ！』

「もう言いたいこと、分かりますよね？」

「……俺達は、勇者が……トオルがパーティから抜ぬけた時点で完全に蚊帳かやの外で……」

「だからこそ……私達は、あの絶望的な環かん境きよう下から、生還出来た……」

「そう」

　口をナプキンで拭ふきながら、レイアが頷うなずく。

　ファルディオは暫しばらく拳こぶしをぶるぶると震ふるわせた後……思わずテーブルを強く叩たたきながら、苛いら立だちを魔法少女にぶつけるかのように叫さけんだ。

「んな馬鹿な話があるかよ！　なんだそりゃ！　それじゃまるで……まるで、トオルがこの流れを最初から最後まで全部想定して狙ねらってたみたいじゃ──」

「狙ってたんでしょうね」

「は!?　おいおいあのお気楽なお子様にそんな高度な芸当ができてたまるか──」

「彼は元々非常に頭のいい子供だったと思いますよ？　少なくとも、ルウさんが亡なくなった瞬間に怒いかりで思考停止したお二人とは、比べるべくもありませんね」

『！』

「実際、話を聞いただけのわたくしでさえここまで察せている時点で、これはわたくしやトオル君の頭脳が明めい晰せきという話ではなく……貴方達二人が如何いかに迂う闊かつかという話です」

　レイアから次々と投げかけられる辛辣な評価に、二人は黙だまり込むしかなかった。現在のファルディオ達の中にふつふつと湧わき上がる感情は、もはや、怒りじゃない。……狂くるおしいばかりの悔かい恨こんだ。

　何から何まで、レイアの言う通りだった。どうして自分達は、こんなにも間抜けなのか。ルウの死に気力を失い、トオルに裏切られたとショックを受け、最後にはスーリムは絶対に許さないと憤いきどおる。……なんて、理性の欠片かけらも無い思考の流れだ。

　一応、そうなって仕方ない下地はあった。試練で残ざん酷こくな世界の真実を知り、唐とう突とつに魔王と遭そう遇ぐうし、偽にせサクヤやルウの意外な正体が暴ばく露ろされ、仲間を失い……とてもじゃないが、策略を練られるような精神状態じゃなかったのだ。しかし……。

「トオル君は、ある意味において正しくルウさんの……お兄さんの意志を継ついだのでしょう。如何に苛か酷こくな環境下であろうと、感情を抑おさえ、心を強く持ち、大切なもののために策さく謀ぼうを巡めぐらせ、涼すずしい顔でそれを実行に移す。……元々素養は見られましたが、いよいよ本格的に手に負えない子になりましたね、彼は」

『…………』

「そしてそんな彼に比べ、戦せん闘とう状況が終わってなお、彼の策略の片へん鱗りんにも気付けない貴方達を馬鹿と言わずして、誰だれを馬鹿と言うのです」

『…………』

　もう、ファルディオには返す言葉も無かった。セシリアもまた、自分を責めるように膝ひざの上で拳を強く握にぎりしめ俯うつむいている。

　そんな二人の様子を確かく認にんしたレイアは、そこで、ようやく厳しい表情を崩くずした。

「では、ここで、そんな愚かなお二人に質問です」

『…………』

「ルウさんの亡くなったくだりの情報から推理するだに、恐おそらくトオル君が貴方達を仲間として『切った』理由は、お二人の安全以外にもう一つ。分かりますよね？　そう、彼の目的を達成する上で──自らの命を代だい償しように兄を救おうという目的を達成する上で、貴方達が邪じや魔まだったのです。彼の身を案じてくれる、親しく強く温かい人間こそが」

『…………』

「それを理解した上で、今一度確認させて下さい。……これから、どうされます？」

　その、問い掛かけに。

　今度こそまるで迷うことなく即そく座ざに顔を上げた二人は、覚かく悟ごの決まった表情で、全く同時に、きっぱりと、レイアに返した。




『絶対にトオルを助ける。たとえ彼を殺し、人類を裏切ることになろうとも』




「……本当に、バッカじゃないですか、貴方達」

　呆れた風に言いながらも、直後、レイアはぺろっと舌を出して笑えみを浮かべる。

「ま、そんな滑こつ稽けいで最弱なお二人の派は閥ばつにつこうというわたくしも、大たい概がいですけどね」




　トオル・ミカミ




　心をりんごあめみたいにする。
















　本当は脆もろくて傷つきやすい中身を、硬かたく、強くするために。

　初めて聞いた当時には全く理り屈くつが分からず、自分の命を犠ぎ牲せいにする覚悟をした際にようやく入り口が見えた、その難しい言葉の意味が。

　今のぼくには、手に取るように理解出来た。

　恐らくは今や……元々ぼくにその言葉を教えてくれた、兄さん以上に。

「スーリム」

　生命の希き薄はくな岩石地帯の片かた隅すみで、ぼくは焚たき火を挟はさんで前に座る兄の仇かたきへと、抑よく揚ようのない声をかける。

　相変わらず無む駄だに胡う散さん臭くさい笑みを張り付かせた貴族風の青年が、「なにかな？」と応じて来た。

「人魔混合の大軍勢は、キミの管理する異空間に格納しているんだよね？」

「ええ。実に快適で過ごしやすい場所ですよ、呪じゆ船せんスキーズブラズニルは」

　平気で噓うそをつく彼を、ぼくはジロリと睨にらみつける。……移動のため、そこを一時的にといえど通過してきたぼくには、分かる。あれは、心持つ者が長居していい空間じゃない。

　生なま温ぬるいどろりとした闇やみが満たす異空間、呪船スキーズブラズニル。そこに足を踏ふみ入れた時、ぼくは雑貨屋で売られている観賞用の瓶びん詰づめメダカを連想した。あの空間には生命を維い持じする「何か」が満ちている。だけど、それだけだ。

　普通の人間なら、おおよそ心が耐たえられない程ほどの無。だけど皮肉なことに、元々意識を呪じゆ針しんミストルティンで支配されている彼の配下達ならば、全く問題なくあの場に淡たん々たんと滞たい在ざい出来るみたいだった。……ホント、最悪な話だけど。

　だけど、ぼくら「心持つ者」はそういうわけにもいかない。だからこうして、ヨルに気取られるリスクを冒おかしてでも通常空間の、人ひと里ざと離はなれた荒あれ地に腰こしを落ち着けているわけだけど……。

　ぼくはおおよそ野営には向かないであろう周辺の無機質な風景をぐるりと見み渡わたしつつ、彼に尋たずねる。

「自然の力を操る魔王ヨルの探知を出来るだけ逃のがれるためにこそ、こういう場所に腰を落ち着けたっていうことまでは、ぼくにも理解できるけどさ」

「おおっ、なんと素す晴ばらしい洞どう察さつ力でしょうか！　このスーリム、感服致いたします！」

　大おお仰ぎようで馬ば鹿か馬ば鹿かしい彼の賛辞は無視して、ぼくは淡々と質問を続ける。

「そうはいっても、完全な無生物ではないでしょ？　意味ないんじゃない？」

　自らの座る岩いわ肌はだを這はう小さな蟻ありをジッと見つめながら問うと、スーリムは「そんなことはないですよ」と炎ほのおに枯かれ枝をくべながら応じた。

「トオル君も実際体感しましたでしょう？　今のヨルの能力は、まあ規格外で絶大でこそありますが、繊せん細さいさには欠ける。つまり……」

「ああ、望遠鏡で蟻を探すようなものなのか」

「その喩たとえは僕にはよく理解出来ませんが、きっと素晴らしく的を射ていると思います」

　分からないなら、なぜ褒ほめるのか。ぼくはこの世にまさか、ファルディオ以上に全すべての言葉が軽けい薄はくな存在がいるとは思ってもみなかった。本当に、どうしたって好きになれない人物。……まあ、だからこそ、あえて同行者に選んだのだけど。

「（まあ彼なら、ぼくの目的の邪魔にはならないだろうし）」

　と、スーリムが僕の目を、その綺き麗れいに淀よどみきった瞳ひとみで見つめ返してくる。

「ここまで『自制』が極限に達している子供というのを、僕は初めて見ましたよ」

「…………」

　ぼくは何も答えず、ただただ瞳に焚き火の揺ゆらめきを映す。スーリムは盛せい大だいな嘆たん息そくとともに、ぼくを忌いま々いましそうに見つけてきた。

「人の『脆ぜい弱じやくさ』を好む僕にとって、一番嫌きらいなタイプの人間ですよ、今のキミは」

「…………」

「しかしだからこそ、これ以上に頼たのもしい仲間もまたいない」

「仲間？」

　ぼくはハッと鼻で笑う。スーリムは特に気分を害した様子もなく続けてきた。

「仲間でいいじゃないですか。志を同じくして、道を共にするものを、それ以外にどう表現しろと？」

「共犯者かな」

「また自じ虐ぎやく的ですね」

　くつくつと笑うスーリム。ぼくは特に笑う気にもなれず、夜空を仰あおぎ見た。……ノルンガルドでは珍めずらしく、星の一つも見えやしない重苦しい空。先せん端たん医い療りよう開発特区ナルスに滞在した間の曇くもり空を思い出す。……ノルンガルドで天気に恵めぐまれない時は、大たい抵ていロクでもない状じよう況きよう下かにある気がする。

　何もない空を……闇を一心不乱に見つめるぼくに、スーリムが声をかけてくる。

「おや、魔ま人じんから視線を逸そらすだなんて、随ずい分ぶんと油断なさっているじゃありませんか。僕、子供の首を刎はねる時とか、たまらなく興奮するタイプなんですけどねぇ」

「黙れよクズ」

　言いながら師し匠しようの動きをイメージした神速の所作で、ミョルニルロッドの先端を彼へと向ける。視線は空から動かさない。……心もまた、微び動どうだにしない。

　ぼくのそんな様子に、スーリムは「ひぇー」とわざとらしく両手を上げて怯おびえながら、ニコニコと応じてきた。

「冗じよう談だんですよぉ。むしろ、脆弱さを愛す僕だからこそ、ちゃんと弁わきまえてるってもんですよ」

「何を」

「今の貴方あなたは、たとえ魔人が隙すきを突つこうとも、容易たやすくどうこう出来る存在じゃないと」

「ぼく、別に修しゆ行ぎようしてパワーアップした覚えもないけどね」

「はっ、歴代でも屈くつ指しの膂りよ力りよくを誇ほこり、元々武芸の素養もあった勇者様が、今さら何を仰おつしやるやら。最初からキミには、修行による伸のびしろなんて殆ほとんどありませんよ」

　興味深いことを言う。ぼくは空を眺ながめるのをやめ、ちらりとスーリムを見た。

「じゃあぼくが強くなる最大の要因って？」

「もう自分でもお分かりでしょう？　心の有あり様ようですよ」

「…………」

　焚き火に視線を移し、硬く、強く、月夜の湖のように凪ないだ自分の心を検あらため、苦笑いする。……これまでの自分とは明らかに一線を画かくしているのが、しっかりと理解できた。

「審しん判ぱん者とはつまり、魂たましいを実体化された存在ですからね。似たようなエネルギー体である魔物よりも更さらに直接的に、心の有り様がそのまま力に転化するんですよ。極きよく端たんな話、容量が許す限りは何者にでもなれる。暴走した初代審判者がいい例です」

「なら、怒いかり狂っている時が一番強そうなもんだけどね」

「膂力だけ見るなら、あるいはそうかもしれません。しかし本当の強者とは……」

「そうだね……」

　ふと、師匠の戦いぶりを想起する。それから……たまーにある、ファルディオの活かつ躍やくも。二人の強さは、荒あらぶる暴力とは対極の静かな力だ。そしてそれが如何いかに強力か……ぼくは、誰よりも理解している。

　きっとそれは、大人が持つ強さなんだろう。子供が少しずつ……小さな挫ざ折せつを繰くり返す中で、長い時間をかけてようやく学び取っていくはずのものだ。

　だけど、ぼくはもう。

　抱かかえきれない程の大きな挫折を、続けざまに幾いく度ども経験してしまったぼくにはもう…小さな成長を重ねている余よ裕ゆうなんて、とてもじゃないけど、ないから。

　だから。

　たとえそれが、どんなに、無理があることでも。

　たとえそれが、どんなに、歪ゆがみを生むあり方だとしても。

　それでもぼくは……。

「……ホント、かわいげのない子になりましたねぇ。お兄さんも悲しみますよ？」

　やれやれと肩かたを竦すくめながら呟つぶやかれる、相変わらず趣しゆ味みの悪いスーリムの皮肉。

　しかしそれさえも。

「…………」

　ただジッと火を見つめるぼくの心には、今や僅わずかなさざ波も起こさないのだった。




　ヨル




「駄だ目めだ、完全に見失ったよ」

　ヨルが肩を竦めて告げると、傍そばで見守っていたゲインとミュートもまた、やれやれと溜ため息いきをついた。

　人里離れた森の中、手て頃ごろな岩場に腰こし掛かけた魔人達を月の光が皓こう々こうと照らす。

　虫の声だけがあたりに響ひびく中、ミュートが「それで」と切り出した。

「これからヨルはどうしたいわけ？　その動向によってはミュートちゃん、そろそろおいとまさせて頂きたいんだけど」

「ミュート、貴様……！」

　ゲインが牙きばを剝むき出しにして不快感を顕あらわにする。が……。

「やめなよ、ゲイン」

　ヨルはそれを笑顔で窘たしなめ、それからミュートの瞳をしっかり見み据すえて続けた。

「スーリムやトオル君との交戦が今すぐにではなくなった以上、確かに無理にキミを引き止めておく理由はないよね」

「さっすがヨル、話分かるぅ！」

「ヨル！」

　きゃっきゃとはしゃいで岩から腰を上げるミュート。その様子を見たゲインが、露ろ骨こつに苛いら立だつ。

　ヨルは二人の対照的な魔人を笑え顔がおで眺めた後、更に続けた。

「でも、やっぱりしばらくはボクらと一いつ緒しよに行動するのをオススメするかな」

「ありゃ？　そりゃまたどうして？」

「キミ、その能力でまた誰だれかを謀たばかれると？」

「あー……」

　ミュートは自分の能力及および変装行こう為いのほぼ全てが勇者陣じん営えいにも露ろ見けんしたことを思い出し、苦笑いする。

「確かに、スーリムとトオル君は勿もち論ろん、今更ファルディオ・メルクリウスやセシリア・シヴィルも素直に騙だまされてはくれなさそうだなぁ」

「貴様は戯たわむれに手の内を晒さらしすぎだ」

「なにそれ、ひっどーい。手の内晒すことになったのは、ほぼスーリムのせいじゃん」

「そもそも遊びで村むら娘むすめ等に化けていなければ、そんな事態にもならなかったろう」

「むー！」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらますミュートに、ヨルは微び笑しようを浮うかべて告げる。

「だからミュート、キミが彼らとの再会なり再戦なりを目指すなら、気配の察知能力に長たけたボクやゲインと行動することは、損じゃないと思うよ」

「あー……まあ、そういうことなら、しばらく一緒にいてあげてもいいかなぁ」

　渋しぶ々しぶ納なつ得とくした様子で再び岩に腰を下ろすミュート。ゲインもまた、どこか納得いかない様子ながらも、必要以上にミュートに嚙かみつくのをやめる。

　そうしてしばらく三人行動を取ることが決まったところで、ゲインが場を仕切り直すように咳せき払ばらいした。

「話を戻もどそう。ヨル、具体的にはこれからどうするつもりだ」

「あ、そうそう、ミュートちゃんもそれが聞きたいんだった」

「そうだねぇ……」

　ヨルは岩に腰掛け、真っ白な素足をパタパタと振ふりながら、月を眺めつつ応じる。

「スーリムとトオル君の気配を常時探さぐりつつも、とりあえず一路《聖域》を目指す、っていうのが妥だ当とうな策かなとは思っているよ」

『聖域？』

　首を傾かしげるミュートとゲインに、ヨルは「うん」と応じる。

「キミ達も大まかな概がい要ようぐらいは知っているだろう？　全ての試練を終えた《審判者》が向かうべき、旅の終着点。今も加護装置が稼か働どうし続ける星の中心。それが《聖域》」

「ふむ、では勇者が……と、いや、《審判者》か」

「ああ、いいよ勇者で。そっちの方が言いやすいものね。ボクも基本はそれでいくよ」

「すまないヨル。それで、勇者が《聖域》を目指す以上、ワタシ達がそこに先回りすれば自おのずと彼らと鉢はち合あわせることが出来る、ということか？」

「そういうことだね」

　そう微笑ほほえむヨルに、しかしミュートが「あれぇ？」と声を上げる。

「でもトオル君ったら、さっき人類裏切る宣言してたよねぇ？　だったら、今更勇者の使命とか関係あるの？」

「あるさ。そもそも人類を裏切るという発言自体も甚はなはだ疑わしいけれど、それ以上に、彼の目的は終しゆう始し一いつ貫かんして使命の副賞狙ねらい……つまり、願いを叶かなえる力だ」

「うーん。でもそれって、実際どうなの？」

「どうなのとは？」

「だって、なんか噓うそっぱちだらけだったわけでしょ、女め神がみ教会の伝える情報ってさ。だったら、願い叶うっていうのも、ミュートちゃん的には超ちよう胡う散さん臭くさい気がするんだけど」

「いや……それが、実はそうでもなくてね」

『？』

　そこで心底困ったように苦笑いを浮かべるヨル。そんな彼の様子をミュートとゲインが少し珍しがっていると、ヨルは何かを懐なつかしむように宙を眺めながら告げる。

「加護装置を作った張本人……アウルという人間は、『関係ない第三者を引っ張ってきておいて、加護装置の運用権限以外に個人的な副賞の一つもなしだなんて、そんなこたぁ許されないでしょう』なんて思想の持ち主だったわけで……」

「……ということは、じゃあ、『願いが叶う』なんていう一番ファンタスティックで都合が良くて信じがたい部分こそが、むしろ……」

「うん、完全に真実。勇者の願いは、全力で叶えるようになっているね」

『なんて厄やつ介かいな天才科学者！』

「申し訳ない……」

　まるで家族の不始末を代わりに陳ちん謝しやするかの如ごとく、ヨルが頭を下げる。ミュートとゲインは一度顔を見合わせた後、二人、やれやれと息を吐ついて続けた。

「じゃあ結局トオル君的には、現状、旅を最後まで続けてお兄さんを救うという目的になんのブレもないわけだ」

「そう見ていいだろうね。実際このあたりの情報はスーリムが押さえているだろうし……そうじゃなくても、今のトオル君なら充じゆう分ぶん察しているはずさ」

「？　今の彼、とは、どういう意味だ？」

　ゲインの質問に、ヨルは少し表情を険しくしつつ応じた。

「なにせ、あのヒロキ君を誰よりも近くで、狂きよう信しんにも近い憧どう憬けいと共に観察してきた少年だからね」

「……ヒロキの卓たく越えつした戦略眼を引き継ついでいると？」

「ああ。勿もち論ろん完かん璧ぺきにとは言わないけれどね。元々聡そう明めいな子だ。確固たる信念の下もと覚かく悟ごを決めている現在、決して侮あなどっていい相手ではないね。そういった意味では──」

「──現状、総合戦せん闘とう力において最強存在と言っていいかもねー、トオル君」

　ミュートが自分の爪つめを眺めながら、あっけらかんと告げる。厳しい表情を浮かべるゲインに、ヨルは「まあそういうことだからさ」と続ける。

「目下ボクらの最重要目標は、《聖域》到とう達たつ前……もしくは《聖域》内にて、トオル君とスーリムを討うつこと、としたいわけだけど……」

『…………』

「……どうもお二人さんは、少し違ちがった見解をお持ちのようだ」

　にこりと微笑むヨルに、ゲインとミュートはそれぞれ、同時に、言葉を紡つむぐ。

「セシリア・シヴィルを──」「ファルディオ・メルクリウスを──」

『──甘く見ない方がいい』

「……へえ」

　にこにこと心底面おも白しろそうに二人を見つめるヨル。ゲインとミュートは少し照れた様子でバツが悪そうにしながらも、軽い咳払いの後それぞれに釈しやく明めいする。

「セシリア・シヴィルの刃やいばは我々の命に届きうる」

「だけど、無関係だ」

「ファルディオ・メルクリウスの能力は、世界の全すべてを覆くつがえしかねないよ」

「だけど、無関係だ」

『…………』

　ヨルの淡たん々たんとした応対に、ゲインとミュートは閉口する。

　ヨルは岩の上で立ち上がると、空に浮かぶ月を眺ながめながら続けた。

「今や魔ま王おうの派は閥ばつでも、勇者の一味でもない彼らは、星を巡めぐる物語には完全に無関係と言っていい。戦闘力という意味だけでなら……彼らの他ほかにも世の中に強者は沢たく山さんいる」

『…………』

「実際彼らにとってこの戦いに参戦する意味は非常に薄うすい。そもそも打算で勇者に近付いたファルディオ・メルクリウスは勿論。勇者が人類の味方をやめると宣言している以上、教会に所属するセシリア・シヴィルは、トオル君の敵に回って然しかるべき立場だ」

『…………』

「さて、そんな彼らが、果たしてこの絶望的な戦いに個人的な理由で──」

『来る』

　確信を持って告げる二人に、ヨルは「どうしてそう思うの？」と優やさしく訊たずねる。

　ゲインとミュートは一いつ瞬しゆん視線を見合わせた後、二人、当然のことのように応じた。




『そういう奴やつらだから（だ）』




「……ふっ。あははっ！　そうか！　まいったね、想像以上の説得力だ」

　ヨルはひとしきりどこか嬉うれしそうに笑った後「それじゃあ」と仕切り直した。

「向かう先は聖域。想定される敵は、勇者とスーリム、そして──」

　ゲインとミュートの瞳ひとみをそれぞれに見つめ、ヨルは告げる。

「──誇ほこり高き弱者二名だ」








間章　ミカミミユキ２









「（あ、だめだ）」

　秋刀魚さんま定食を頼たのみ、メインの魚よりも付け合わせの浅あさ漬づけをちびちびと、愛いとおしそうに食べる妙みような子供を見つめながら、私は突とつ然ぜん、自分がこの子を受け容いれられないのを悟さとった。

　休日のファミリーレストラン。周囲の幸福そうな家族連れに混じって、私、ヒロキ、リョウ、そしてトオル君の四人でテーブルを囲む。これまでにもトオル君とは多少の面識があったものの、こうして正式に面と向かうのは初めてだった。

　唇くちびるの端はしに米こめ粒つぶをつけたトオル君が、笑顔で真っ直すぐに私の瞳を覗のぞき込んでくる。

「ミユキおばさんは、お漬け物嫌きらい？」

「え？……ああ、そうね」

　言われて初めて自分の盆ぼんの端にあった浅漬けに気付いた。実際、どちらかと言えば私は漬け物が好きだ。けれどボヤっとしていたせいか、気付けばなんとなくトオル君の質問に肯こう定ていで返してしまっていた。

「（なにこの、くだらない噓。馬ば鹿かみたい……）」

　彼の母親が漬け物を得意料理としていた件や、彼がそれを好物としていることは事前にリョウから聞いていた。まさかとは思うけど、私は、無意識にそれらに幼よう稚ちな反発感情でも抱いだいてしまっていたのだろうか。

　自分の浅ましさに辟へき易えきしつつも、私は感情の伴ともなわない薄っぺらい微笑みで返し、すっと小皿を彼に差し出す。

「もしよければ、食べてくれるかしら？」

「いいの？　わーい！　ありがとう！」

「どういたしまして」

　私達のやりとりを、リョウとヒロキが微笑ましそうに見守る。私もまた笑みを浮うかべてはいたものの……実際のところ、心の内側にはざらざらしたものが混じり始めていた。

「（実の母親の得意料理を私にねだるだなんて……本当にあてつけかも）」

　そんな賢さかしい子供ではないと頭では分かっていつつも、つい、悪い方の解かい釈しやくばかりを見つけようとしてしまう。

　そう、率直に言って、私はこの子が苦手だった。ある意味で、好き嫌いよりももっと根深い、生理的な嫌けん悪お感かん。苦手。

　トオル君は実際、これ以上無いぐらいに「良い子」だ。元気で、活発で、無む邪じや気きで、優しい。理想の息子むすこ像を体現したかのような少年。百点をつけたっていい。

　でも、だからこそ、フウトを失った今の私は、この子に対して猛もう烈れつな拒きよ絶ぜつ反応を起こしていた。

「（ヒロキやフウトに私が与あたえてあげられなかったものを……どうして、貴方あなたはそんなに一いつ杯ぱい……両手に抱かかえきれないぐらいに、持っているの？）」

　私から貰もらった漬け物を、まるで宝物でも見つけたが如く目を輝かがやかせてつまむ大おお袈げ裟さな小学生を、私は酷ひどく冷めた気持ちで見下ろす。

　……他人の幸せを妬ねたむことが如何いかに不毛かだなんて、私だって分かっている。だけど分かっているから心を御ぎよせるというわけでもない。ましてやそれがこれから形式的には自分の息子を名乗るのだと考えると……どうしたって、不快感は収められなかった。

　ふと見ると、トオル君が唇の横に米粒をつけている。これはまさか私が取ってやらなきゃいけない流れなのかしらと動どう揺ようし、戸と惑まどっていると、それを察してか否いなか、彼の隣となりに着席していたヒロキが先に動いた。

「まったく……しょうがないなぁ、トオルは」

　苦笑いしながら、トオル君の米粒を取ってやるヒロキ。

　それはまるで──本当の弟を見るような眼まな差ざしで。

　瞬間、私は叫さけび出したい程ほどの激情に駆かられたものの、すんでのところで自制をきかせ、代わりに「ちょっとお手洗いに」と言って席を立った。

　リョウの返事も聞かずに足早にトイレへと向かうと、勢い良く洗面台の端に両手をついて鏡を見つめる。

　……瞳に殺意を滾たぎらせた醜みにくい女が、そこには居た。

「っ」

　自分で自分に驚おどろき、悲鳴を上げそうになる。私は咄とつ嗟さに冷水で乱暴に手を洗うことで心を静めにかかる。

　一体、どれほどの時間そうしていたろうか。私は水流から手をどけると、備え付けのハンドペーパーを二枚ほど取って、強く強く水すい滴てきを拭ぬぐう。

「（どうして……どうして、本当はフウトが受け取るべきだった幸せまで、貴方が、もっていこうとするの？　ねぇ、どうしてよ……）」

　自分の論理がトオル君にとって理り不ふ尽じんであろうことは充分理解している。理解しているからこそ、あの場で叫ぶことも、彼を正面から拒きよ否ひすることもしなかった。耐たえた。

　だけど……やっぱり、理解することと、感情を御すことは全くの別問題。

　鏡の中の自分の瞳に、涙なみだが溢あふれてくる。

「（……だめだ）」

　トオル君の……ヒロキの、フウトの顔を思い浮かべて、私は結論する。

「（私に……私にあの子を愛することは、きっと、生しよう涯がい出来ない）」

　がさり、がさりと強くペーパーで擦こすり続けた手は、俄にわかに赤みを帯び始めていた。








第二章　決起









　ミカミトオル




　魔ま王おう達との交戦、そして仲間達との別れから既すでに十日。

　ぼくとスーリムは現在、山やま間あいの田舎いなか町フニットの中を歩いていた。

　スーリムの場にそぐわない華か美びな衣い装しように、人々から好こう奇きの視線が集まる。しかも彼自身、まるで本当にどこかの貴族が如ごとく町民達相手に上品な愛あい想そを振ふりまくものだから、一部の勘かん違ちがいしたおばあさんなんかは、地面に膝ひざをついて平へい伏ふくまでする始末だった。

　ぼくはそれらの誤解を適てき宜ぎ解いた後、スーリムの横に並んで嘆たん息そくする。

「……そういうの、やめてくれない？」

「そういうのとは、なんでしょう？」

　相変わらず胡う散さん臭くさい笑え顔がおでとぼける彼に、ぼくはもうつっかかる気にもなれない。

　彼はぼくの様子を覗うかがい、服の装そう飾しよくをジャラジャラといわせながら続けてきた。

「気になるようでしたら、一時解散し、各おの々おの自由行動ということに致いたしましょうか？」

「はっ、冗じよう談だん」

　ぼくは乾かわいた笑いを浮かべたのちに、横目でギロリと彼を睨にらむ。

「ぼくが一時間でも目を離はなそうものなら、キミ、鼻はな唄うた混じりにこの町滅ほろぼすでしょ？」

「ええー、そんなことしませんよぉ。心外だなぁ。傷つくなぁ」

「ぼくの対応が不満なら、まず、その老人や子供に向ける欲よく望ぼうの眼差しを隠かくしなよ」

「おっと、こりゃ失礼」

　彼は顔をキリッと引き締しめると、すぐに「じゃあ解散でいいですか？」と訊たずねて来る。が、ぼくはただ無言で彼の袖そでを摑つかんだ。周囲から見れば兄に弟が寄り添そっているような構図だが、実際は、駄だ犬けんのリードをひく主人の構図に近い。

　スーリムはやれやれといった様子で肩かたを竦すくめる。ぼくはさっさと次の話題に移ることにした。

「それにしても、ぼくらが《聖域》に辿たどり着くのはいつになることやら」

　ぼくの質問に、スーリムもまた少し辟へき易えきした様子で「ええ」と応じる。

「なにせ徒歩移動かつ、主要都市をあと二つ見聞しないとですからねぇ、我々。勇者たる貴方が同行しているおかげで」

「文句はアウルあたりに言ってよ。勇者が《聖域》の扉とびらを開く条件として、『基本徒歩移動による旅』『その時代における全主要都市見聞』というルールを強しいた側の人にさ」

　そう、十日前の時点で試練こそ全すべて終えたものの、《聖域》の扉を開く上でぼくにはまだ回らなければいけない都市が三つあった。この十日の間にスーリムとそのうちの一つをこなしたから、あとは二つ。ただ、一つの都市には大体一週間程度滞たい在ざいしないとだから、それをあと二つ、更さらに徒歩で回るとなると……。

「……なんだかんだ、あと一ヶ月少々は見ないとだよね、これ……」

　いくら勇者と魔人でも、交通機関を使えない旅の速度には限界がある。先日滞在をこなした都市はまだ近かったから良かったけれど、残り二つはそうもいかない。

「ああっ！　勇者を仲間にするデメリットが、こんなに大きなものになろうとは！」

　スーリムが大袈裟に嘆なげく。……まあしかし、それに関しては、実は多少ぼくの狙ねらい通りでもある。

「（スーリムの蛮ばん行こうを約二ヶ月止められる時点で、ぼくが彼についた恩おん恵けいは充じゆう分ぶんにあったよな……）」

　ファルディオや師し匠しようという大事な仲間を裏切ってまで選せん択たくした道だ。それぐらいのメリットはあって貰わなくちゃ困る。

　ぼくは更に話を続けた。

「とりあえず、そろそろヨル達に対する警けい戒かいは多少緩かん和わして良さそうだね」

　ぼくの言葉に、スーリムはさっきまでの嘆きが噓うそのようにけろりと表情を変えて応じて来た。

「ですね。彼らとしても無む闇やみに僕達の所在を探さぐって疲ひ弊へいするよりは、最終的に絶対訪おとずれることになる《聖域》の扉で張る方がよっぽど確実かつ楽ですからね」

「でもそこって、教会の人達が管理してたりするんじゃないの？」

「まあ人類もそうしたいのは山々でしょう。しかし、《聖域》への扉が存在する霊れい峰ほうヴァルハラは、昔から世界最強クラスの魔物が常にゴロゴロうろついてる土地でしてね。人の手による完全管理なんて、とてもとても」

　なるほど、本当に場がラストダンジョン然ぜんとしているわけだ。そして、魔王や魔人であるヨル陣じん営えいなら、強い魔物がうろついていたって滞在に支障はない。だったら扉付近で堂々と張るのが一番だろう。

「教会が感知出来ることがあるとすれば……まあせいぜい、審しん判ぱん者がヴァルハラ周辺に現われたか否か、ぐらいでしょうかね。流石さすがにそれぐらいの結界は用意しているでしょう」

「なるほど、そうなってくると……ファルディオや師匠陣営は、その教会の情報を利用して、ぼくらと同タイミングで《聖域》に突とつ入にゆうしてくる可能性が高いね」

「ふーむ、それはどうでしょうねぇ？　教会も馬ば鹿かじゃないですから、状じよう況きようがこうなった時点で既にセシリア・シヴィルに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいは置いていないでしょう。少なくとも彼らがこれまで通り普ふ通つうに教会のバックアップを受けることは出来ないはず。ですから、教会からの邪じや魔まが入ることこそあれど……」

　そこまで言ったところで、スーリムは「というか」と話を仕切り直す。

「そもそも僕は、セシリアさんやファルディオ君なんていう無関係な弱者達が、自らこの戦いに参加してくるだろうというキミの意見に、賛同しかねてますけどね」

「どうだろうね」

　ぼくは曖あい昧まいに微笑ほほえむのみに留とどめたものの、内心では、ファルディオと師匠が絶対に来ると確信していた。そして……下手をすると、問題は魔王ヨルなんかよりもこっちだとさえ考えている。

　ぼくは今一度、これまでに得た情報をまとめなおす。

「《聖域》に入るには大まかに二つ条件があるんだよね。まず、扉を開くこと」

「勇者、つまりキミにしか出来ない一番重要な仕事ですね。彼かの地に続く門、通つう称しよう《聖域の扉ビフレスト》。これがキミによって開かれなくては、全ては始まらない」

「そういう意味じゃ魔王陣営としては、《聖域の扉ビフレスト》が開く前にカタをつけたがるかな？」

「どうでしょう？　扉が開いたら開いたで、彼らにもメリットはありますからね。内部からの聖域破は壊かいが可能になりますし、なにより……っと、この話はまた今度にして、とりあえず話を元に戻もどしましょうか」

「うん。それで、《聖域の扉ビフレスト》が開かれたからって、誰だれでも入れるようになるわけじゃない。《入場許可》を手にした者達だけが、《聖域の扉ビフレスト》の通過を許される。そしてその《入場許可》は本来、三つの試練全てで勇者に随ずい伴はんしていた者にのみ与あたえられる」

「つまり現時点で条件を満たしているのは、ファルディオ君とセシリアさんのみ。ルウ君は……おっと、既に『不幸な事故』でお亡なくなりでしたね！　こりゃ失礼！」

　スーリムの不快な言葉は無視して、ぼくはこくりと頷うなずく。彼は酷ひどくつまらなさそうにぼくを見下ろすと、やれやれといった様子で先を続けてきた。

「ゲインから聞いた話だと、彼は以前《決断の洞どう窟くつ》で誰かと誤ご認にんされ、例外的に《入場許可》を得たらしい。これは察するに……」

「科学者さんのアウルが、ヨルのために急ぎで仕し込こんだ例外プログラムなんだろうね」

「そう、突とつ貫かん作業だったのか、どうもヨルに対する判定が甘いらしい。恐おそらくは《知性を持つ魔物》程度で判定を下しているのでしょう。となれば……」

「魔人達は全員《入場許可》を手にしていると見ていいはず。……まったく」

　ぼくは思わず嘆息し、スーリムがニヤニヤと笑う。……ヨルと仲良しだったらしいから仕方ないけど、どうにもアウルさんは魔物陣営に甘い。そもそも彼に情報公開権限まで与えていたし……。

　ぼくが考え込んでいると、スーリムが熱心に見つめてきた。「なに？」と訊ねると、彼は「いえ」とどこか残念そうに続ける。

「キミは本当に劇的に賢かしこく、強くなりすぎだなと。どういうからくりです？」

「からくり？　そんなのないよ。ただ、目的に必要なものを淡たん々たんと吸収しているだけだ」

「……自らの弱さを潰つぶしまくって人間性を欠いていくその姿勢、僕、嫌きらいだなぁ」

「ありがとう、最高に嬉うれしい評価だよ」

「……嫌いだなぁ」

　スーリムが露ろ骨こつにげんなりと肩を落とす。ぼくは依い然ぜんとして彼の袖を引っ張りながら、「ところで」と話を変えた。

「ぼく達今これ、どこに向かってるわけ？　最低限の補給はもう済ませたし、主要都市でもない以上、もうここに用はないんじゃ……」

「宿に向かっています」

「宿？」

　ぼくは思わず呆あきれ顔を彼に向ける。というのも、勇者と魔人という普通の人間とは違ちがう……基本的には睡すい眠みんや食事はほぼカット出来る身体からだを持つぼくらの旅において、主要都市滞在期間以外にわざわざ宿を取る理由など皆かい無むだからだ。

　流石に昼夜走り通しとまでは無理なものの、少なくとも簡素かつ短い野宿で充分回復出来るぼくらは、田舎町を通過することこそあれど、長く留まる理由など一いつ切さいない。

　それなのに、この魔人ときたら、真っ昼間から宿を目指すときた。

　ぼくが不信感を顕あらわにしていると、スーリムは「別に無理に泊とまろうって話じゃないですよ」などと続けて来る。さっぱり意味が分からない。

　しかしそうは言ってもスーリムの足は止まらず、また、目的の宿ももう見えて来ていたため、ぼくはそれ以上ごねることなく彼に続く。

　数十秒後、ぼくらは宿の前へと辿り着いた。大きなログハウスを思わせる立派な木組みの建物で、田舎町にしては意外な程ほどに洗練された外観だ。

　スーリムがサラリと説明してくる。

「この村の近くに天然温泉があるため、リゾート目的での宿しゆく泊はく客がそこそこ多いらしいですよ。結果、こんな辺へん鄙ぴな村の割には、なかなか立派な宿が建ったと。実際評判も上々らしいです」

「……だから？」

　ぼくは半眼でスーリムを睨みつける。昔のぼくらなら……ルウ達と楽しく旅が出来ていた時ならいざ知らず、今は、観光情報なんかには微み塵じんも興味が無い。

　彼はニヤリといやらしく笑う。

「おや、聡そう明めいに進化した貴方あなたが、まだ察せないですかね？」

「……今日一日ぐらいここに泊まっても大勢に影えい響きよう無いとかそういう話なら……」

「いえ違いますよ。というか、充分大勢に影響すると思いますよ、この宿は。貴方にとっては、特にね」

「？　それはどういう……」

　ぼくがそこまで言いかけた時、宿の入り口、両開きの木製扉がキィと開かれた。

　そうして、ぼくとスーリムが正面から見守る中、宿から出て来た人物は──

「あ、いらっしゃいませぇ──って、あれ？　と……トオルさん!?」

「な──サクヤ!?」

　──知り合いも知り合い、この世界に来てすぐしばらく世話になった、ここからは遥はるか遠いヴェリール村の宿屋の娘むすめ……サクヤ・ルーンその人だった。
















「わぁ、なんて偶ぐう然ぜんでしょう！　まさかここで会えるなんて！」

　サクヤが嬉しそうにぼくに駆かけ寄って来て、ぎゅっと手を握にぎってくれる。ぼくはそんな様子をただただ呆ほうけて観察しながら……頭をめまぐるしく回転させた。

「（そうか、彼女は宿屋の研修旅行をしていたんだっけ。だったら彼女がここに居ること自体におかしなことはない。……だけどなんだ？　こんな偶然って、あるのか？……偶然？　いや、待て、違う。なんでぼくは今この宿に来た？　そもそも、この村の通過を提案してきたのだって……）」

　瞬しゆん間かん、背筋がぞくりと冷える。

　ゆっくりと背後を振ふり返ると……そこではスーリムが、心底胡う散さん臭くさく、そして愉ゆ悦えつに満ちた微び笑しようを浮うかべ、ぼくとサクヤを見つめていた。




「僕、《弱み》を持たない人間って、ホント嫌いなんですよぉ。ねぇ、トオル君？」




「（こいつ……！）」

　無む邪じや気きに再会を喜ぶサクヤを、目の前にしながら。

　ぼくは、上手うまく利用出来ているとばかり思い込んでいた魔ま人じんとのパワーバランスが、たった今、完全にひっくり返されてしまったことを悟さとったのだった。




　セシリア・シヴィル




　山の中腹に聖域への入り口を抱かかえる霊峰、ヴァルハラ。

　そんな聖なる山を正面に望む高台に、その都市国家は存在する。

　聖都ノルン。

　惑わく星せいノルンガルドにとって唯ゆい一いつの宗教と言って差し支つかえない女め神がみ教会の総本山。極きわめて小さな国土面積に反し、その軍事力や文化的影響力は他国の追つい随ずいを許さない。まさに世界の中心。

　そんな聖都ノルンは女神教会本部第八聖堂において。

　セシリア・シヴィルと、その上官ドレイク・マルチネスは、中央通路を挟はさんで対称の位置にある長なが椅い子すへと座り、二人、前方の女神像を眺ながめていた。

　ステンドグラス越ごしの光を浴び、慈じ愛あいに満ちた微笑を浮かべる女神像。今や女神の正体及および歴史の真実をまざまざと知ったセシリアだが、しかし、それでも長年の信しん奉ぽうが故ゆえか、女神像を前にすると不思議と身が引き締しまった。

　そんなセシリアの様子を横目に見て、禿とく頭とうの男、ドレイクがニタリと笑う。

「相変わらずかってぇヤツだなぁ、お前は」

「私が堅かたいのではありません。ドレイク隊長が緩ゆるすぎるのです」

　今も足と腕うでを大開きにしている上官を睨にらみつける。彼は「ちげぇねぇ」と呟つぶやき、ひとしきり愉ゆ快かいそうにゲラゲラと笑うと。

　女神像を見つめたまま、ふっと表情を消して呟いた。

「そんなお前さんが神しん剣けん騎き士し団を辞やめたいとか言い出すからにゃあ、そりゃ当然、つまらないジョークというわけじゃねぇんだろ？」

「はい、そういった類たぐいのユーモアは生あい憎にく持ち合わせておりませんので」

　にこりともせず淡々と返すセシリアの態度に、ドレイクは困ったように頭を搔かく。

「……勇者が離り叛はんしたことへの責任か？」

「勿もち論ろんそれはあります」

「おいおい、それは既すでに不問ということで決着したろう？　報告を聞くだに、約二週間前に起こったとされるその一件、お前の過失たる部分は殆ほとんど無い。むしろ、魔人達が跋ばつ扈こする中未いまだに教会からの派は遣けん戦力をお前だけに絞しぼっていた俺や、上層部の方の怠たい慢まん責任が大きいぐらいだ。確かにこっちも色々あったにはあったんだが……」

「いえ、それに関してはむしろ無む闇やみに雑ぞう兵ひようを寄よ越こされた方がよっぽど迷めい惑わくでしたから、お気になさらず」

　表情も変えずに淡々とそんなことを告げるセシリアに、ドレイクは思わず嘆たん息そくする。

「相変わらずずけずけ物を言うなぁ。ま、確かに今の神剣騎士団に魔人へまともに対たい抗こう出来る戦力なんざ、それこそお前ぐらいしかいないんだが」

「……そこは少し違いますね」

「ん？」

　訊たずね返すドレイクに、セシリアは膝ひざの上で拳こぶしをギュッと握り込んで応じた。

「結局は私もまた、魔人に手も足も出ない雑兵の、一人なのです」

「…………」

　その言葉にドレイクは何も返さず、ただ、陽光に輝かがやく女神像を見つめる。

　そうして、十五秒ほどの間を置いた後、ドレイクはぽつりと切り出した。

「神剣騎士団でやっていく自信を、失ったか？」

「…………」

「いや、何も実力的にどうこうだけの話じゃねえさ。なんというかな、その……」

　少し言いよどんだ後、しかしドレイクはハッキリと訊ねる。

「信しん仰こうを、失ったか？」

「……分かりません」

　セシリアは大きく溜ため息いきをつくと、像から目を逸そらすように俯うつむいた。

「今でも教会には感謝しています。敬けい虔けんで慎つつましやかな信者の方々に対する尊敬の念も変わりありません。女神教会がこれまで広く人々に説いてきた基本的な思想、倫りん理り感も心から支持しています。ただ……」

　ドレイクがどこまで裏の事情を知っているのかが図はかりきれず、先を言い淀よどむセシリア。

　しかし意外にも、ドレイクは彼女の言葉を引き取った。

「歴史の改かい竄ざんは、看過出来ないか？」

「…………」

　少し意外だった彼の言葉に、ぴくりと反応するセシリア。

　ドレイクは苦笑いを浮かべて応じる。

「いや、勘かん違ちがいするな。いくら俺でも、階級特権で教会の裏事情を全すべて知っているなんつうこたぁない。そういう意味じゃ今や《女神の試練》で何かに触ふれたのであろうお前の十分の一だって、俺は世界の真実なんざまるで知らねぇのさ」

「では、なぜ……」

「まあ、誰だれかに懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えられなくてもな。そこそこ上に来ると、流石さすがにいやでもわかるってなもんさ。自分の所属する組織が、真に健全か否いなか、なんてな」

　そう言ってドレイクはセシリアに複雑な笑えみを見せる。そうして、彼はまるで胸に溜たまったものでも吐はき出すように大きく嘆息してから続けてきた。

「それでも、俺はお前と違って根が不ふ真ま面じ目めだからな。目の前の大切な人さえ守れりゃ、それでいいと思ってやってきた。世界や歴史なんてものは、俺一人の手にゃ余りまくるんでな。だったら俺は、たとえそれが欺ぎ瞞まんと虚きよ構こうの上に成り立ったものだとしても……今ある身近なこの世界を、平和を、幸福を、全身全ぜん霊れいをかけて守りたいと考えている」

「…………」

「……こんな視野の狭せまい上官、軽けい蔑べつするか？」

「……いえ」

　セシリアはそこでふっと、以前は見せなかった柔やわらかい微笑ほほえみをドレイクに返した。

「私にとって貴方は、今でもやはり、最も尊敬に値あたいする上官です」

「…………そうか」

　照れ臭くさそうに笑うドレイク。セシリアは旅に出る前、彼と数々の任務にあたった時のことを懐なつかしく思いながら続ける。

「その、女神様に負けず劣おとらず頭部から放たれる後光も含ふくめて」

「お前やっぱり俺を馬ば鹿かにしてるよなぁ!?　なぁ!?」

　激げき昂こうし立ち上がるドレイク。しれっと無表情で応じるセシリア。そんな昔から変わらないやりとりに、二人はどちらからともなくクスクスと笑い合い。

　そして……。




　ドレイクがパチンを指を鳴らすと同時に、異い端たん審しん問もん官の軍勢が、セシリアを取り囲んだ。




　外界との唯一の出入り口たる大おお扉とびら、一階壁かべ際ぎわ、聖堂二階部分をぐるりと巡めぐる廊ろう下か。

　ありとあらゆる場所から、異端審問官の特とく徴ちようである灰色のローブを目ま深ぶかにすっぽりと被かぶった不気味な人間達が、音もなく姿を現わす。

　しかしそれにも一いつ切さい動じず座り続けるセシリアに、ドレイクは相変わらず困った様子で頭を搔いて続ける。

「もう一度訊きくぞ、セシリア。……お前、騎士団を……女神教会を抜ぬけるつもりか？」

「はい」

「世界の裏事情を知った部外者に、教会がどう対応するかも分かった上での発言か？」

「はい」

「……上官たるこの俺に、こんな胸むな糞くそ悪わるい仕事を強しいてまで、貫つらぬくべき道なのか？」

「はい」

　全てに即そく答とうするセシリアに、ドレイクはその瞳ひとみに悲しみを湛たたえて縋すがるように訊ね返す。

「一体何がお前をそこまでさせる？　生来の潔けつ癖ぺきな正義感が故か？　だとしたら……」

「いえ、違います。むしろ、私とドレイク隊長の考え方は、完全に一いつ致ちしています」

「？　ならば……」

　そう胸を撫なで下ろしかけたドレイクに、セシリアは笑顔で応じる。

「私は、私の大事なものを……大切な人達を守るためにこそ、戦う。だからこそ……そうですね。ドレイク隊長の言い方を借りるなら──」

　そこで一いつ拍ぱく置いてから、セシリアは、凜りんとした──しかしどこかに余よ裕ゆうも感じさせる、以前の彼女には無かった人間味溢あふれる表情で告げた。




「──人類の未来や教会の事情なんざ、今の私の知ったことじゃあ、ない」




「────そうか。だったら仕方ねぇわな」

「ええ、仕方ないですね」

　ドレイクは思わず笑ってしまう。セシリアもそれにつられてしばし一いつ緒しよに笑い、そして……。

「残念だ、セシリア」

「私もです、隊長」

　ドレイクが合図の手を振ふり下ろすと同時に、異端審問官の軍勢はセシリアへと向かって雪崩なだれ込んできたのだった。




　ファルディオ・メルクリウス




「セシリアのやつ、穏おん便びんにやれてんのかね？」

　薄うす暗ぐらく空気の湿しめった陰いん鬱うつな空間に、ファルディオの声が響ひびく。

「やれてないと思いますよ。あれで彼女、完全に感情優先で生きてるタイプですから」

　淡たん々たんと作業をこなしながら、振り向きもせずにしれっと返すのはレイア・キサラギ。

　ファルディオは思わず苦く笑しようしながら、手持ち無ぶ沙さ汰たに彼女との会話を再開させる。

「出来ることなら、元上官や元所属部隊……聖騎士隊あたりとは上手うまいこと折り合いをつけて貰もらえると助かるんだがなぁ」

「そういう賢さかしい交こう渉しよう術を彼女に期待する方がむしろ酷こくでしょう。貴方あなたやうちの母じゃないんですから」

「え、お前の母親って、そういうのも得意なタイプだったわけ？」

「ええ。歴代で最も膂りよ力りよくに恵めぐまれなかった勇者たる母の主力武器は『噓うそ』『脅きよう迫はく』『誘ゆう導どう』『裏切り』の四つでしたからね」

「おおよそ勇者を名乗る人間のステータスじゃねえよな、それ」

「いえいえ、ハッタリと胡う散さん臭くさい奇き術じゆつだけを手に堂々と大魔ま導どう師しを名乗る人間も、なかなかに大したものですよ。魔法学校の一優等生でしかなく、衣い装しよう部分以外で全くキャラの立ってないわたくしなどにはとても──」

　と、そこまで言ったところで、レイアの手の先から、ガチャリという大きな解かい錠じよう音が場に鳴り響いた。

「ん……うぅ……？」

　刹せつ那な、音に反応してこれまで寝ね入いっていた扉脇わきの衛兵が目を覚ましかける。が──

「っと、『燐りん光こうが誘さそうは、胡こ蝶ちようのまどろみ』」

「……？　すぅ……」

　素す早ばやく再度の入にゆう眠みん魔ま法ほうで手早く昏こん倒とうさせるレイア。彼女は解錠した扉をそっと押し開いて中の様子を覗うかがうと、後ろ手にちょいちょいとファルディオを招く。

　そんなレイアの流れるような一連の動作を観察しつつ、ファルディオは呆あきれ半分、畏い敬けいの念半分で呟つぶやいた。

「ピッキング及および不法侵しん入にゆう、ならびに衛兵の無力化を雑談混じりに淡々とこなしながら、未いまだに自分をただの優等生だと思い込んでいるヤツの方が俺はよっぽど怖こわいと思うがね」




　ファルディオとレイアは現在、とある目的のため、女め神がみ教会総本山の中でも取り分け厳重な警備とセキュリティが施ほどこされた秘密の地下区画への侵入を試みていた。

　ここに至るまで既すでに三人の衛兵を眠ねむらせ、正規ではない手段で二つの扉を突とつ破ぱしたが、幸いにして未だ他ほかの人間に気け取どられた様子はない。正直ファルディオの想定以上にトントン拍びよう子しでことが運んでいたが、彼が思うにこれは恐おそらく……。

「セシリアさん、早さつ速そく交戦状態にでも入りましたかね」

　レイアの推測に、ファルディオは首しゆ肯こうする。

「だろうな。それならそれで、出来るだけ派手にやってほしいもんだが……」

「どうでしょう。教会側としては、出来るだけ密ひそやかにことを済ませたいでしょうからね。それこそ、暗殺専門の異端審問官大量投入とかしてくるんじゃないですか？」

　レイアの推測に、ファルディオは「ありうるな……」とげんなりして肩かたを落とす。因いん縁ねんの相手を軽くあしらった今でもなお、彼の中で異端審問官への苦手意識というか、嫌けん悪お感かんは強い。

　実際彼らのやり口ときたら「嫌いやらしい」としか言いようがなく、教会の裏を知ったセシリアが抜けると言い出せば、まず間ま違ちがいなくその対処に……しかも彼女から余計な情報が漏もれぬよう、隔かく離りされた空間で、なおかつ反はん撃げきの隙すきも与あたえず一いつ気き呵か成せいに消そうとしてくることだろう。

「ま、だとしてもアイツは──」

「ええ、彼女なら──」

　目的地へと続く、長く薄暗い廊下を並んで走りながら、二人、呟く。

『──敵の思おも惑わくなど軽く飛び越えて、派手に雑魚ざこを蹴け散ちらすだろうけど（でしょうけど）』

　刹那、地上の方からまるで巨きよ大だいな瓦が礫れきでも落下したかのような破は砕さい音と震しん動どうが響いてくる。

　二人は顔を見合わせて微笑み合うと、自分達の務めを果たすべく地下区画の深しん奥おうを目指した。

「まるで巨大迷めい路ろですね」

　三度目の丁てい字じ路ろを事前情報に従って折れたところで、レイアがやれやれと嘆たん息そくする。

　ファルディオはセシリアに描いて貰った地図──いや正確にはファルディオが一いつ生しよう懸けん命めい清書することでようやく地図の体ていを成した紙に視線を落としながら「そりゃそうだろうさ」と鼻をならす。

「だって、あの女神教会サマだぜ？　人目につかない地下に隠かくしたいもの、閉じ込めたいもの、人に見られて困るものなんざ、どれだけあったって不思議じゃねえさ」

「セシリアさんの地図は正確なんでしょうか？」

「わかんねぇ。あいつがかろうじて知っていたのは、あくまで《最奥》に続いてそうなルートってだけだからな。俺達の《目標》がそこにある保証はねえさ。ただまあ……」

　ファルディオの言葉を、レイアが引き取る。

「ええ、もしわたくしが教会の人間でも、《それ》はとにかく一番深い場所に置こうとするでしょうね」

　その言葉を最後に、しばらく二人は黙だまって教会地下区画を進む。入り口に見張りの兵がいた以降、薄暗い廊下に人の気配はない。たまに脇の室内などから生命の気配を僅わずかに感じられることがあったものの、明らかに人ではないそれに不ふ吉きつな予感がして、ファルディオもレイアも確かく認にんする気にはなれなかった。

　脇目もふらず、足早に、黙もく々もくと歩く。行けば行く程ほどに空気は淀よどみ、湿っていく。

　このまま先に行っても、あまり良い収しゆう穫かくは得られないかもしれない。

　二人の間にいやな緊きん張ちようが漂ただよい始めたところで、ファルディオは気を紛まぎらわせようと明るく切り出した。

「ま、まあ、公算通りにいきゃあ儲もうけもん、ぐらいの気持ちでいこうやレイア。元々セシリアが教会にけじめをつけに来たのの、ついでみたいなもんだしよ。俺達が《目標》を見つけられなかったからって、アイツも責めたりは──」

「しないでしょうね」

　突とつ然ぜん意味もなく言葉を引き継つがれて、ファルディオは眼をしばたかせるも、すぐにへらへらと続けた。

「だ、だろう？　そ、そうとなれば、じゃあある程度で俺達も見切りをつけて──」

「だって、見つけましたからね」

「──へ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるファルディオ。彼が動どう揺ようする中、レイアはすっと前方を指差す。

　ファルディオがゆっくりと闇やみの奥へと目をこらすと、そこには……。

「あ……」

　廊下の突つき当たりに、牢ろうが見えた。黒く禍まが々まがしささえ感じさせる金属で編まれた格こう子し。その奥、更さらなる闇の中に一いつ対ついのうっすらとした光が見える。──眼だ。

　ごくりと唾つばを飲み込み足を止めるファルディオに、レイアが確認をとる。

「あれが《目標》で間違いないですか……ファルディオ」

「え、あ、ああ、そうか、お前は面識無いから……」

　言われてそのことに気付き、慌あわてて確認のためにもう少し近付こうと踏ふみ出す。

　が……彼がその《目標》の人相を確認するまでもなく、《それ》はニィッと口を開くと、自ら、まさにファルディオ達が探していたものであることを証明してきたのだった。




「おーやおやおや、ここでまさかの大魔導師ファルディオ・メルクリウス（偽ぎ名めい）君の登場だぁ！　もしや彼は、この稀き代だいの司会者にして策さく謀ぼうの魔人たるウィル・イグニールを、このクソみたいな牢から助け出してくれようとでも言うのだろうかぁ!?」




　ヨル
















　え？　聖域前で張る作業にも飽あきたって？　うーん、そう言われてもねぇ。

　トオル君達の正確な位置を把は握あく出来ない以上、こちらから下手にうって出て、その隙に再起動を達成されましたでは、間ま抜ぬけにも程があるからね。ボクら陣じん営えいとしてはやはり、これが最善の手さ。ボクじゃ扉とびらは開けないしね。まあ、勇者が各都市にある程度滞たい在ざいしないといけないことを考えると、最速で動いてもまだここには来れない時期だろうけど……まあ、念のためにね。他にすることもないし。

　って、ちょっと、ミュート何処どこ行くのさ？　え？　教会総本山の方から何か面おも白しろそうな気配がするから、遊んで来るって？　うーん、やめた方がいいと思うよ？　あそこの感知はボクにも出来ないから、どういう対策がしかれているかわかったものじゃないし。魔法封ふう印いん装置とまではいかなくとも、それに準ずる程度の道具……魔物や魔人に特別有効な何かを所持している可能性は高いからね。まあ、同じ人間なら、楽に攻せめ入れるのかもしれないけれど……。

　え？　前回は割と簡単に襲しゆう撃げき出来た？　ああ、フギンの時の話だろ。確かにあれはボクも素直に見事だったと思うよ。上手うまいことやったもんだよ。でもだからこそ、アレが平和ボケした教会に不意打ちを喰くらわせる、最初で最後の好機だったろうね。あんな派手なことをキミがやらかした今、教会はゴリゴリに魔人対策していると思うよ。……いや別に責めてないよ。ホントにホントに。

　…………イグニールぐらい、ついでに助けてきてくれても良かったと思うけどさ。

　こほん。

　って、こーらこらこら、ミュート、話聞いてた!?　なんで今笑え顔がおで両足に力溜ためてたの!?　明らかに、教会総本山に向けて高速移動しようとしてたよねぇ!?　ねぇ!?

　頰ほおを膨ふくらませない！　唇くちびる尖とがらせない！　駄だ目めなものは駄目なの！　え？　イグニール？　だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、彼なら、うん。……せ、責めてない責めてない。うんうん、ミュートはなぁんにも悪くない。全然薄はく情じようとか思ってない。ホントホント。…………ふぅ。

　──はい？　面白い話しろって？　え、なにそれ、ボクに振ふってるの？　ま、まあそうだよね、ゲインには期待出来ないものね、そうだよね。

　えーと、じゃあそうだな、審しん判ぱん者の魂たましいが存在するという惑わく星せい・地球に関してボクがこれまでしてきた空想を元にした爆ばく笑しよう小話「こんな異世界はいやだ」でも──え？　いいの？　ホントに？　なんだよゲインまで、必死になって。格が落ちる？　いやいやそんなことないって。だって面白いもの、この話。

　まずどんな異世界が一番イヤって、羽う毛もう布ふ団とんやスープチャーハンをこよなく愛する少年が……って、え？　いいの？　これ面白いよ？　ホントに。二人してなんでそんな必死なの？　ラスボスっぽい格？　なんの話？　そうそう異世界小話と言えば、一人の勘かん違ちがい学生が一夫多妻制文化もない国で複数の女性を愛めでてハーレムの王様を気取るなんて世界も相当いや──え、いいの？　もういいの？　そう……。……あ、でも、続きを聞きたかったら──ない？　それはない？　絶対ない？　あそう……。……そっか……。

　ふぇ？　ボクの過去話が聞きたい？　別に笑い所ないよ？　え、面白い話って、笑える話ってことじゃないの？　だったらまあいいけど……面白いかどうか分からないよ？　いいの？　うーん……まあ、二人がそんなに言うんだったら、してみようかな、過去話。

　それこそ、時間だけはたっぷりとあるんだしね。




　この世の、ありとあらゆるものがそうであるように。

　ボクもまた、自らが生まれた時のことをよく覚えていないんだ。

　無む垢くに生まれ、徐じよ々じよに自我を獲かく得とくしつつ、他者との関かかわりの中でコミュニケーション能力を獲得していく。

　なんてことはない、極きわめて生物としてまっとうな生おい立ちと成長をボクも辿たどったというわけさ。

　だからなのかな。絶大なる力を獲得して、自らに課せられた使命を悟さとった今でもなお、他者にさも大層な存在として扱あつかわれるのには違い和わ感かんがつきまとうんだよ。最初から「ボクは神様でござい」と生まれてきたわけじゃないからねぇ。むしろ、どちらかというと、多少力があるとはいえ、このボクもまた世界を構成する一つの歯車でしかないよなという、少しドライな考え方をしているぐらいでさ。

　それは、まあ先天的に生まれ持った性質というのもあるのだとは思うけれど。

　やっぱり育ての親であり友人でもあった人間──アウルの影えい響きようが最も強いんだろうね。

　彼女は……そうだね。一言で言えば、駄目人間だったよ。

　自分の興味あること以外には無関心という、典型的な研究者気き質しつに、傲ごう慢まんさと倫りん理り感の欠けつ如じよを併あわせ持った……よく言えば天才科学者。悪く言えば……というか実際問題、彼女はまごうかたなきマッドサイエンティストだったね。

　ああ、そういう意味では、先せん端たん医い療りよう開発特区で忌いま々いましい実験を行っていた女医、アヤ・ヘルモーズなどは、アウルと極めて精神性が近かったかもしれない。だからボクもつい、長いこと彼女の蛮ばん行こうを見み逃のがしてしまっていたところがあるのだけれど……。

　こほん。話を戻もどそうか。

　アウルという科学者は、彼ら──遥はるか彼方かなたの滅ほろびに瀕ひんした惑星・ミズガルズから播は種しゆ船に乗ってやってきた十万人からなる人間達の中でも、とりわけ強い影響力を持つ人間だった。

　勿もち論ろん政治的な権力者は他ほかにいたし、彼女の公的な立場としてはあくまで一研究員でしかなかったけれど、それでも、次から次へと革新的技術を生み出しては人々の生活を豊かにしていく彼女は最も早はや、彼らにとって一種の神様と言っても過言ではない存在だったよ。

　人々の些さ細さいな日々の営みを彩いろどる便利用品を始め。播種船の根幹を成す生態系循じゆん環かんシステムを構築したのも彼女なら、何百もあった船のうちこの一隻せきだけが入植可能な惑星へと無事辿り着けたのも彼女のおかげ。そうだね、キミ達にも分かりやすくとなると……うん、今この世界の人間が「神工物」なんて呼んでありがたがっている道具の九割方も、彼女の発明したものだよね。

　こうなれば、彼女自身がいくら生しよう涯がい一研究者を気取ろうとも、その発言力や権力は絶大にならざるをえない。

　だからこそ、この星にボクが生まれた時──人類達の前で通常ではありえない発生方法で謎なぞの生物が現出した際も、大勢の「危険は速すみやかに排はい除じよすべき」という意見を、彼女の「この子すげー面白そうじゃん！」という一声で一いつ蹴しゆう。研究の名の下もとに自ら引き取って育て出しても、誰だれも文句を言うことは出来なかった。

　そうしてまんまとボクを手中に収めたアウルは意外にも、ボクに対して非道な研究アプローチを取ることはなかったよ。それどころか、ボクに知能があると見るや否いなや、ヨルと名付け、自ら積極的に教育を施ほどこし始める始末。言葉に、知識に、かなり捻ひねくれた倫理感。

　ボクにハッキリと物心がつき、記き憶おくしているのは、このあたりからだね。

　実際ボクの知性の成長速度は他生物に比べて劇的だったよ。それもそのはずさ。後に彼女の研究で分かることだけど、播種船の来訪に際し、ボクはこの星から人間達の下に遣つかわされた使者だ。まず相手の出方を調査し、その後然しかるべき対応策を取る。星の代弁者。

　そんな役割上、当然その基き礎そ能力値は極めて高く設定されていたようだ。身体能力は勿論、知能の方もね。

　ボクはスポンジが水を吸うように成長したよ。またその教育係が稀代の天才だったわけだから、その成長速度たるや推おして知るべしといったところだね。……い、言いたくないけど、ボクがキミ達魔人に「たまに凄すごく怖こわい」「でもたまに凄く手ぬるい」とかって言われるような性格に育った謂いわれも、まあ、養育者の人ひと柄がらから察してくれると助かるよ。……なにニヤニヤしてるのさ、ミュート。まったく。

　とにかく、どうやらアウルとしてもそんなボクの教育は非常に楽しかったらしい。……ここだけの話、彼女には友人がいなかったからね。対等な話し相手を育成するという行こう為いに、アウルはのめりこんだ。だから、多少動機こそ歪ゆがんでいたかもしれないけれど、彼女は彼女なりに、ボクに充じゆう分ぶんな愛を注いでくれたと思う。ボクもまた、いくら知識を吸収してもそれでもなお想定外のことばかり行う彼女との生活に充実感を抱いだいていたし、結果として、この惑星もミズガルズの──他惑星から来た人間達を受け容いれ始めていた。

　……そんなボクら二人の目を盗ぬすむかのように、播種船の政治家達が手て荒あらい入植作業を始めたその時までは、ね。

　彼らは、この星の無計画な開かい墾こんに反対していた彼女や、星の代弁者たるボクに気取られないように、勝手に木々を伐ばつ採さいし動植物を乱らん獲かく、果ては都市建設まで始めていた。

　今でこそ各地域の魔物と繫つながることで世界の趨すう勢せいを逐ちく一いち感じ取れるボクだけど、当時のボクにそこまで器用な能力は無かったからね。基本的には一研究者であり、ボクとの馬ば鹿かげた日常生活に入れ込んでいたアウル共々、ボクらは大分遅おくれをとってしまった。

　……気付いた時には、なにもかもが手て遅おくれだったよ。

　アウルの監かん督とくも無しに、彼女の発明物を用いて強きよう硬こうな開墾作業を行い続けた結果……ある時彼らは、大規模な事故を起こした。

　生命豊かな森林地帯を焼き尽つくした挙句死の灰が降る土地にする、最低の事故だ。今はニヴル荒こう野やとか呼ばれているあの辺りのことだね。

　実際本当に馬鹿馬鹿しい事故だった。そもそもマシンが暴走したのも、明らかにスペック以上の働きをさせようと無理をさせたからという、当然の結果だったし。その暴走自体、予兆が出た時点でアウルに報告していれば、彼女になら充分対処可能なものだった。それを彼らは最後まで隠いん蔽ぺいしようとばかり動いた結果……あの惨さん事じが起こり、この星の動植物を多数犠ぎ牲せいにした。またそんな状じよう況きようだから人間達だけは充分退たい避ひの時間があって、幸か不幸か犠牲者はゼロときたもんだ。

　当時既すでにアウルの協力もあって自らの使命を自覚していたボクは、当然怒おこったよ。ただ怒ったと言っても、最初はあくまで言葉で責め立てた程度だ。アウルに授さずかった知性を根こん拠きよに、彼らの罪を、愚ぐ行こうを、厳しく、しかし冷静に責め立てた。

　そうしたら彼ら……どうしたと思う？

　ボクを悪あく魔まだなんだと罵ののしって武力で抑おさえかかると同時に、更さらには、あろうことか事故の全責任を、アウルに押し付けようとさえしたんだ。彼女の発明それ自体にそもそも不備があったんだとかなんとか、ね。

　その時のボクらのやるせなさが、想像出来るかい？　怒いかりを通り越こして、ただただ、情けなかったね。人類というものに最初に心底失望させられたのは、この時かな。

　それでもボクは、彼らの様な蛮ばん人じんと同レベルには落ちまいと出来るだけ暴力は用いず解決しようと努力は続けていたんだけど……。

　彼らが勢い余ってアウルにまで手を出そうとした瞬しゆん間かん、遂ついにボクの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

　まずいと思った時にはもう遅おそかったよ。ボクの激情に反応した星は、知性を排はいして凶きよう暴ぼう性だけを極限まで高めた対人類用攻こう性せい生物──魔物を、創つくり出していた。

　こうなってしまっては星の代弁者たるボクも、共存の道がどうこうと甘っちょろいことばかりも言ってられない。育ての親で友人たるアウルとまで敵対するのは心苦しかったけれど、元々は人類のまいた種だ。手荒い手段を執とる事への覚かく悟ごを決めた。

　今の女め神がみ教会なんかは「争いは何も生まない」なんて理想論を掲かかげているみたいだけれど、ボクからすればそれは少し違ちがう。

　世界には、争わないことで失われるものもある。少なくともあの時点でボクらが人間に怒りと力を表明したことは……攻こう撃げきを仕し掛かけたこと自体は、ボクは今も悔くいていない。

　ただまあ……本音を言えば、もう少しスマートにはやりたかったけどね。民間人を無差別に傷付けるような最低のやり口じゃなくてさ……ボクとしては、まず、腐ふ敗はいした人間や兵器にこそ、狙ねらいを定めたかったんだよ。……まぁ、単純な魔ま物もの達にそんなボクの意向を理解しろってのが、そもそも無理な話だったんだけどさ。

　ああ、そんなことがあったせいなのかな。それ以降、ボクの中にはずっと「魔物達に、もう少し知性があってくれれば」なんていう想おもいが燻くすぶっていてね。だから後に、人が星に根付くことで生まれてきた、人の知性が少し混じった特とく殊しゆな魔物……キミ達のようなものに興味を抱き、そこにボクの力を少し分けることで、新たな存在・魔人として成立させることに繫がるわけだけど……。

　話を戻そうか。

　……と言っても、まあ、ここから先の話はキミ達も既に大まかには知っているような、つまらない血ち塗ぬられた歴史話さ。

　人類側の起死回生の一手《魔法》が生まれ、戦いが泥どろ沼ぬま化かし、一時的に和解に向けて話が進むも、結局は数度の裏切りを経へて、アウルは死亡、ボクは封ふう印いんという、まあこちら側の完敗と言っていい事態に陥おちいるわけさ。……色んな意味で面白くない話だね、まったく。ごめんね、なんかしんみりさせちゃって。

　……え？　アウルと過ごした日々の話？　そうだな、ボクの過去に唯ゆい一いつ「面おも白しろかった」と言える部分があるとすればそこだけかもだけど……。……うーん。まあいいか。

　基本的に、彼女の身の回りのことは全すべてボクがしていたよ。当時のボクは子犬みたいな容姿をしていたんだけどね。その姿のままで、料理・洗せん濯たく・掃そう除じ、なんでも器用にこなしたもんさ。だって彼女と来たら、自分じゃ何も出来ないクセに、少しでも気に入らないことがあると笑え顔がおで責めて来るからね。足あし下もとに埃ほこりが落ちていたら、ボクをギュムッと踏ふみつけてモップ代わりにしてきたりとか……。

　……え？　やっぱりいいの？　こんなネタなら、無限に話せるけど？　え？　魔王としての格が落ちる？　さっきからそれ、どういう意味なの？　ボクはボクだけど。

　あ……ふふっ、そうそう、アウルに関しての面白い話、一つ思い出したよ。

　彼女ときたら、終生恋れん愛あいごとにはとんと無む縁えんでね。そりゃそうだよ。一日の殆ほとんどを、一人で薄うすら笑い浮うかべながら他の誰にも分からない個人研究に費ついやして過ごすんだもの。ただどういうわけか無む駄だに器量良しに生まれて、なおかつボクが身だしなみの世話をしだして以降は特に、一見した分だけなら、卓たく越えつした美人ってやつでね。

　次々と夢の道具を人類に提供する神秘的で清せい廉れんな乙女おとめ。……くくっ、そ、そりゃ、後の世の人類に女神様呼ばわりされても仕方ないよね。いやぁ、この点においては、《女神教会》をボクは高く評価するよ。なんて上手うまい偶ぐう像ぞうの作り上げ方なんだよ、ホント。

　でも実際、後年の彼女の精神性は、女神様とまではいかなくても……少なくともマッドサイエンティストとは呼べなくなっていたかな。

　ボクと出で逢あったばかりの頃ころの彼女は、本当にただの研究馬鹿だった。自分の知的好こう奇き心しんを満たすのが第一で、その発明や発見によって何が起こってしまうのかなんていうのは、自分の知った事じゃない。研究者の領分じゃあない。ホントにドライというか無責任というか……そういう人だった。

　だけど、ボクを育てるようになってから、彼女は変化した。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところは最後までブレなかったけど、ちゃんと「未来」にまで目を向けるようになった。ボクを順調に育てるにはどうしたらいいか、ボクと楽しく過ごせるための道具は作れないか、幼い星の代弁者たるボクの力の制せい御ぎよを肩かた代がわりしてあげられるような道具は作れないか……。そんな風にものを考える様になった結果かもしれない。……まあ、最後のは、結果的に皮肉にも《魔法》の発明に繫がってしまうわけだけれどさ。

　それでも彼女は、人としての温かみを、優やさしさを獲かく得とくしてくれた。今の試練にインストールされているアウルの人格は晩年のものをベースにしているから、まあ、女神としては及きゆう第だい点てんの人格なんだろうね。ボクとしては、ちょっと小こ綺ぎ麗れいすぎるかなと思うけど。

　そんな彼女と過ごせた三十数年は、まあそりゃ嫌いやなことも凄く多かったけど……うん、ボクにとって、最も幸せな期間だったんだと思う。

　心許せる人と、一いつ緒しよに悩なやみ、一緒に抗あらがい、一緒に戦って、一緒に……笑った。

　だからね……だから。だからこそ、余計に、未いまだに、鮮せん明めいにこびりついているんだ。




　初代審しん判ぱん者がアウルを惨ざん殺さつした時の、あの光景がさ。ボクの頭に。




　……彼もまた、周囲から洗脳を受けた被ひ害がい者しやの一人だってことはボクも重々分かっているし、だからこそ人類という浅ましい種への激しい憎ぞう悪おもある。

　でも、どうしても……頭では分かっていても、駄だ目めなんだ。

　アウルを殺し、快感に酔よいしれるようにして笑っていた審判者の顔が、忘れられない。

　だから、彼本人ではないにしろ……審判者というものにもう一度直接対たい峙じした時、ボクは、自分がどうなるのか酷ひどく不安だった。というか、きっと力の加減を忘れて暴走するんだろうと思っていたよ。

　だけど……実際彼に……トオル君に会っても、そうはならなかった。

　事前にルウ君から……ヒロキ君から話を聞いていたのがとても大きいだろうね。審判者としてというより、ヒロキ君の弟として、彼を見ていたからさ。

　だけどね……それでもやっぱり、ボクは、審判者が憎にくくて仕方ない。

　元はと言えばアウルやこの星から授かったとも言える力で……なのに真っ先にアウルを裏切り傷付けたその力、システム、役割自体が、憎くて憎くてたまらないんだ。

　ごめんね、ミュート、ゲイン。本音を言うと、だからボクの芯しんの芯の部分にある、勇者に敵対する動機っていうのは、魔物のためというよりは……やっぱり、アウルの敵かたき討うちなんだと思う。そこに、もっともらしい理由付けとして魔物代表を気取っているけれどさ。

　それにもう一度言うけど、トオル君に罪はない。……二人とも彼を気に入っているようだから、この際ハッキリ言っておくけど。




　ボクは最終的にきっとトオル君を──怒りに任せて殺すよ。




　勿もち論ろん、言うまでもなく状況的に見て、ボクはトオル君と敵対し、討つべき立場だ。魔物代表であるのは勿論だけど、異世界の現在状況が分からないとはいえやはりヒロキ君との約束もあるしね。

　だけどきっと、最後の最後、死力を尽くす戦いの中でボクの胸の中に残る動機は……。

　きっと、アウルを審判者の手から救えなかったことへの、腹いせだ。

　実際、前回トオル君と戦った時。ボクはやはり彼を……初代審判者を想起して仕方なかった。……スーリムやヒロキ君のことがなければ、ボクは、じきに我を失っていただろう。

　…………。

　すまないね、ミュート、ゲイン。こんな話をして。やっぱりつまらなかったよね？

　はは……結局、格が、落ちちゃったかな？　いいんだよ、二人とも。無理にボクと行動を共にする必要はないさ。それこそ聖域での戦いが始まったら、結局それぞれの目的のために、ばらけることになると思うし。

　だからそれまでずっと一緒にいる必要なんて、本当はどこにも……。

　…………。

　…………。

　……ははっ、なんだよ、二人とも。




　いつからそんな、魔人らしくもない、温かい目付きが出来るようになったのさ。




　まったく、ホントに……。

　ありがとう、二人とも。ボクはホント、いい仲間を持っ──

　──へ？　あ、ミュートは、ボクのアウルに対する《罪悪感》に、たまらなく興奮しているだけ？　あ、ああ、そう。仲間意識とかでは……な、ないんだ。あそう。……いや、うん、一緒に居てくれるのは、非常に有り難がたいんだけどね。……そ、そうか。

　で、でもゲインはほら、ボクへの仲間意識が……え、ないの？　どちらかといえば忠誠心？　あー、まあ、それでもありがたいことに変わりは……ん？　どうしたの、らしくもなく頰ほおをぽりぽり搔かいて。え？　本音を言うと……セシリア・シヴィルとの再戦がしたくてしたくてたまらないから、素す直なおに彼女と敵対出来そうなボク陣じん営えいについているとこも、ある？　あ、ああ、そう……。う、ううん、そんなことないよ、ゲイン。キミがそういう本音を言ってくれるのは珍めずらしいから、ボクは嬉うれしかったよ、ホントに。……ホントに。……いや、全然、落ち込んでたりしないよ。……うん。
















　…………。

　……じゃ、じゃあ、また地味な張り込み作業に戻もどろうか。ね？…………はぁ。








間章　ミカミミユキ３









　子供の頃、田舎いなかの祖母は盆ぼんや正月に私達が訪おとずれる度たび、ちょくちょくイナゴの佃つくだ煮にを振ふる舞まってくれた。祖母が語るにはそれは地元で昔から食べられているもので、栄養満点の食品であるらしい。実際恐おそる恐る一口齧かじったら、基本的には小魚の佃煮と変わらない味で、美味おいしかったのだけれど。

　それでも私は、どうにも、それを祖母が亡なくなるまで受け容いれきることが出来なかった。

　食べられないとか、まずいと感じたわけじゃない。祖母が作ってくれれば義理で数口はつまみもした。

　だけれど、多少慣れることはあれど、最後まで完全に受け容れは、出来なかった。

　……この世には、頭では分かっていても、心の奥底に根付いた価値観の問題で受け容れられないものが、どうしようもなく、ある。

　それは、幼少期の私にとっての、イナゴ料理であり。

　そして今の私にとっての……ミカミトオルという少年だった。




「なんなのよ…………ホント、どいつもこいつも……！」

　カツカツと院内を早足で歩きながら、親指の爪つめを嚙かむ。

　リョウと看護師達にＩＣＵを追い出された私は、現在、頭痛に喘あえぎながらも渋しぶ々しぶ帰き途とへとついていた。

　自動ドアの鈍のろさに苛いら立だちながらも病院前ロータリーに出ると、止まっていたタクシーに乗り込むなり目的地の住所だけを早口で苛立ち混じりに告げ、運転手の切り返しを待つでもなく目を瞑つぶる。彼がこれみよがしに溜ため息いきをつき、「お客さんシートベルトを──」と言いかけた瞬しゆん間かんに、目を瞑ったままガチャリとバックルの金属音を鳴らしてベルトを締しめてやった。

　運転手の男は溜息を漏もらすと、無言でタクシーを発車させる。私も私でそれ以上何を言うことも無く、暴力的なまでの微睡まどろみの中に身を委ゆだねた。

　実際、ここ数日私の身体からだは常に限界だった。看護師達が私に何度も点てん滴てきを勧すすめる程度には、酷い顔色をし続けている。

　それでも、ヒロキの傍そばを離はなれたくなかった。たとえ自分が死んで幽ゆう霊れいにでもなろうとも、彼の傍を離れるつもりはなかった。

　なぜなら、フウトは……ヒロキの弟は、私が病院を離れた後に、亡くなったから。

　健康な身体に産んであげられなかった子供を、先に、その死に目にさえ会えずに亡くす。

　そんなことがあった今や、他者にどう思われようと……たとえ余よ裕ゆうを無くしてただただ最低の人間にまで成り下がろうと、ヒロキの傍だけは、離れたく、なかった。

　けれど……。

「（……昔からずるいのよ……。リョウのあの、世界の全すべてに見放されたような、あの悲しい目……）」

　余計やるせない気分になって、苛立って、彼を激しく罵ののしって……そうして最後の気力体力を使い切らされた私は、結局素直に休むしかなくなってしまう。

「（まさか狙ねらってるのかしら……。……いえ、天然ね）」

　こう言ってはなんだけど、リョウは極きわめて平へい凡ぼんな人だ。馬ば鹿かとは言わないけど、頭が良いと感じたことも一度もない。だけど……だからこそ不思議と、彼の努力や想おもいは私の捻ひねくれた心にすっと入り込んでくる。

　しばらく瞳ひとみを瞑っていると、次し第だいに、夢とも記き憶おく再現ともつかない、脈みやく絡らくの無いビジョンがちらつきだした。

　真っ白な空間の中、子供の私を挟はさんで父と母が互たがいを罵り合っている。私は両手で耳を塞ふさぎ、冷めた目でジッと白い床ゆかを、そこに映る自分を見つめ続ける。

　と、気付くと私は子供には少し高い椅い子すに座って、酷く不味まずそうなご飯をスプーンでもくもく食べていた。両りよう隣どなりには父と母。長方形の小さな食しよく卓たく。なのに私達三人は、まるで互いの顔を少しも見たくないといった風に、不自然に横並びになって、それぞれ別のものを食べていた。

　子供の私の中で、今の私が考える。

　母親の手料理を最後に食べたのはいつのことだったろう。少なくとも私は、未いまだに「おふくろの味」という単語を聞く度に、なんだか酷く苦々しい気持ちになる。

　でも、愛情のこもった料理というものなら、私にも分かる。確か祖母は……。

　そう思った途と端たん、また少し場面が動いた。気付けば、食卓に母がいない。

　ふと周囲を見み渡わたすと、母が何かをタッパーからゴミ箱に捨てていた。

　あれは、父方の祖母が漬つけて送ってくれた沢たく庵あんだ。少し塩しお辛からくて、正直お店で買ったヤツの方が上品な味はしたのだけれど、私は嫌きらいじゃなかった。父もそうだろう。だけど母は、こんなのを食べていたら病気になるとかなんとか言って、それを捨てた。

　私と父は、ただただ何も言わず、それを見て見ぬフリをしながら、食事を続ける。怒おこったって、喧けん嘩かしたって、余計にいやな想いをするだけだ。

　暗転。

　気付けば私は分ぶん娩べん台の上に居る。誰だれに何を言われたわけでもないのに、ああ、ヒロキが産まれた時だと気付いた。

　なかなか泣き出さないヒロキに、やきもきする医者と看護師達。私もそわそわとしていると、今度は続けざまにフウトまで産まれてきた。ありえない状じよう況きよう。記憶が歪いびつに繫つながっているようだった。

　ヒロキとフウト、二人が泣き出すのを待つ私。本来、二人はどちらもちょっと遅おくれて、でも元気に泣き出すはずだ。そうだった。そうだった……わよね？

　私の不安が膨ふくれあがる。二人は未だに泣いてくれない。更さらに不安が膨れる。

　そして気付けば、二人を抱だき上げた看護師達の顔が真っ黒に染まって──

　暗転。

　暗くら闇やみの中、小さな光が点てん滅めつしている。私はそれをなぜだかフウトだと感じ、必死で近づいて手を伸のばそうとするのに、光はどんどん遠のき、小さくなり、点滅の間かん隔かくも緩ゆるやかになっていく。

　私は泣きながらそれに追い縋すがろうと必死で走るのに、光には全く近づけない。

　無力感と絶望に苛さいなまれる中、光は、ついに、その姿を──。

　暗転。

　光差す穏おだやかな窓辺に飾かざられたフォトフレーム。

　その中に、私と、前の主人と、ヒロキと、フウトが並んだ家族写真が見える。

　私は酷ひどく安あん堵どしてそれを手に取ると、泣きそうな程ほどの幸福感と共にそれを眺ながめる。

　──が、刹せつ那な、写真に異常な変化が現われる。

　まず主人の身体がドロドロに溶とけたと思ったら、なぜだかそれがリョウの姿で再構成される。次にフウトの姿がモザイクをかけたかのように粗あらくなる。何かと思って視線を近づけると、それは最も早はやフウトではなく、フウトのカタチをとった小さな大量のイナゴだった。それらは私を認にん識しきした上で明確な悪意の下もと、新たな子供の姿へと──。

「やめてっ！」

「うわっ!?」

　大きく叫さけぶと同時に、ガクンと大きな振しん動どうが襲おそってきて、シートベルトが腹部をギュッと締め付けてきた。

　……どうやら、タクシーが止まったらしい。状況を確認しようと慌あわてて周囲を見ると、そこは既すでにうちのマンション前だった。急停車したとは言っても、既に止まりかけの状況だったらしい。

　私がホッと胸を撫なで下ろしていると、運転手が動どう揺ようした様子で恐る恐る振り返ってくる。

「ど、どうかされましたか？　も、目的地、ここじゃなかったですかね？」

　少し心配げに私を見つめてくる男性。本来なら私の奇き行こうを責めてもいい場面なのだけれど、どうやら彼は根がお人ひと好よしの人種らしい。

　流石さすがの私も少し反省しつつ、前まえ髪がみを直しながら「すいません」と頭を下げる。

「少し、悪夢を見ていたもので……。ここで、大だい丈じよう夫ぶです」

「あ、ああ、そうですか。なら良かったですが……」

「本当にすいませんでした……」

　場所によっては大事故になっていたかもしれないと思い、深々と頭を下げる。

　運転手は私の態度の変化に少し目をぱちくりとさせた後、意外と人ひと懐なつっこい顔で笑った。

「いえ、大丈夫ですよ。それに実は私、昔から少し変わったお客さんに縁えんがある性質でしてね」

「は、はぁ……。えっと、じゃあ、お代金を……」

　とりあえず支し払はらいを済ませて、もう一度だけ謝罪してから、車を降りる。

　タクシーが走り去るのを見送った後、私は一つ息を吐はいてマンションを振り返った。

「（少し寝ねたせいか、もしくは急停車のおかげかしら。なんだか気分が切り替かわってるわ……）」

　何も解決してはいないけれど、なぜだか鬱うつ々うつとした気持ちは多少薄うすらいでいる。とはいえ、依い然ぜんとして体調は悪い。

　私は額に手をやりながらマンションに入ると、そのままエレベーターに乗り込み、真っ直すぐ自宅を目指した。

　覚おぼ束つかない指先でなんとか鍵かぎを開けて中に入ると、ハンドバッグを乱暴にテーブルの上に置いてから、服の皺しわも気にせずソファに身を投げだす。

「（少しだけ仮か眠みんして……シャワー浴びて、またすぐにヒロキのところに……）」

　心は既に病院へと飛んでいるものの、身体が休息を求めて動かない。

　私はそのまま泥どろのように眠ねむった。




　悪夢さえ見ない深い眠りの後、私は薄暗い闇やみの中で目を覚ました。慌ててケータイをまさぐり探さがして時間を確認する。思っていたよりは軽けい微びだった時間経過と緊きん急きゆう連れん絡らくが無いことにほっとしつつ、それでもすぐにまた病院に向かわなければと、むくりと身を起こす。

　が、慌てて動きすぎたせいか、軽く眩暈めまいを覚えて、仕方なくソファに座ったままの姿勢でボンヤリと、灯あかりもついてない居間の中を見渡した。

　そうしていると、ふと、自分の中から記憶のかけらが転がり落ちてきた。

「（そういえば、中学の頃ころから、うちはこんなだったかな……。塾じゆくから夜よる遅おそく帰ってきても、いつも私が家に一番乗り）」

　大学進学と共に一人暮らしをするようになってからは、もう寂さびしいなんていう感覚もなかったけれど。こうして家族を持った今、改めて暗く広い部屋に一人でいると、妙みような寂せき寥りよう感かんが胸を満たす。

「（……ここに越こしてから夜、こうして一人になったこと、あまりなかったかしら。……そうかもしれない。いつも病院に行ってたし、子供達がいたし……。……ヒロキが入院してからも、結局いつも先にトオルが──）」

　そこまで考えて突とつ然ぜん、彼が暗い部屋に一人で帰宅して食事をとる姿と、過去の自分が重なり、慌てて頭を振ふる。

　……どうも、変な夢を見たせいで私はおかしくなっているらしい。

　私は大きく息を吐くと、気け怠だるい身体からだを無理やり動かして居間の灯りを点つけた。が、不思議と部屋は明るい方が余計に寒々しい。

　私はキッチンに向かってミネラルウォーターをコップに一いつ杯ぱい注つぎ、それを一息に呷あおると、ようやく意識を切り替えてテキパキと動き出した。

　ざっとシャワーを浴び、最低限の身み支じ度たくだけを整えていく。……あまり認めたくないことだけど、少し休息をとっただけで明らかに心から澱おりが濯すすがれている。息子むすこのためならば悪あく魔まにさえ魂たましいを売るとさえ覚かく悟ごしながらも、結局はただの身体状況で心に影えい響きようが出ている自分を酷く情けなく思う。

「（まあ、今更ね……）」

　冷蔵庫に入っていたプロセスチーズをもそもそと義務的に咀そ嚼しやくしながら、髪かみをブラシでテキトーに梳すいていく。

「（私が弱いのなんて、今に始まったことじゃないもの。でも、だからこそ……）」

　私は、自らの心を意志の力で堅かたく堅くコーティングし、極きよく端たんとも言える行動を取り続ける。そうしなければ、自分の芯しんがすぐに折れてしまうことを自覚しているから。

　そういえば、幼児期のヒロキやフウトにもこんなことを話した事があったかもしれない。勿もち論ろん、もっとマイルドな表現を用いたけれど。

「辛つらいことや嫌いやなことに挫くじけそうになったら、心に透とう明めいなバリアを作りなさい」

　なんて。……本来あまり息子に促うながすような考え方じゃないのは分かっているのだけれど、生まれつき身体が弱いあの子達には、きっとこの先辛いことが沢たく山さん降りかかってしまうだろうからと思って……。

　そんなことを考えているうちに、いつの間にやらチーズをひとかけら食べ終えていた。そろそろ病院に向かうかとハンドバッグを持って玄げん関かんに向かう。が、廊ろう下かの途と中ちゆうで私はふと足を止めた。理由は分からない。忘れ物を確認しようと思ったのかもしれない。

　なんにせよ、立ち止まったそこは丁度……トオルの部屋の前で。

「…………」

　普ふ段だんは全く立ち入ることのない、トオルの部屋。リョウもヒロキも子供部屋は兄弟で一つでいいじゃないかと言ってきたのだけれど、私が頑がんとして譲ゆずらず、一人一部屋を与あたえた。

　表向きはヒロキやトオルのため、としていたけれど……本当は違ちがう。出来るだけ、二人を近づけたくなかっただけだ。……ヒロキの弟は、あくまで、フウト一人。兄弟でもない無関係な子供同士の部屋が一いつ緒しよでいいわけがない。

　結局二人はいつも居間で遊んでいたから、あまり意味はなかったのだけれど。それでも、トオルとヒロキを隔かく絶ぜつすることに……いえ、トオルを私達家族から隔絶することに、私の中では意味があった。

　あの子には、必要以上に、接しない。それが、弱い自分に私が課したルール。心のコーティングであり、拒きよ絶ぜつのバリア。

　だから、わざわざ記き憶おくを掘ほり返すまでもなく、私がトオルの部屋に入ったことは一度たりとて無かった。

　トオルの部屋。それは、フウトを冒ぼう瀆とくしないためにも、踏ふみ入れるべきではない場所。

　侵おかさざる聖域。

　だけど、どうしてだろう。

　気付けば私は、無意識に、彼の部屋のドアを押し開いていた。

　自分で自分の行動に些いささか動揺しながらも、なんとか理り屈くつを見つける。

「（そう、あの子が死んだら、この部屋を片付けなきゃいけないからよ）」

　それは決して今すべき作業でもなんでもないのだけれど。

　私は考えないようにして、ドアを開ききると、脇わきのスイッチを押して灯りをつけた。

「…………」

　そこに広がっていた光景の、あまりの……予想通りさに、私はもはや溜ため息いきも出ない。

　実に典型的な子供らしい部屋。落ち着いたヒロキやフウトとはまるで違う。玩がん具ぐや漫まん画がが乱雑に放ほうられ、ベッド上の天てん井じようには蛍けい光こう塗と料りようの塗ぬられた星形シールがぺたぺたと張り付き、壁かべにはアニメのポスター。

　本当に、呆あきれるぐらいに、普ふ通つうの子供の部屋だった。

　フウトとは似ても似つかない。私やヒロキとの共通点だって一いつ切さい無い。そんな部屋。

「（何が親子よ……）」

　こんなにも自分と無関係な子と、どう親子になれというのか。実際、そう思っているのは、なにも私側だけじゃないだろう。

「（あの子……今じゃすっかり、私のこと、お母さんって呼ばないし）」

　それこそ最初の頃は少し頑がん張ばってそう呼んできたりもしたけれど、今じゃお互たがい、相手の名前を呼ぶことさえない。用事も、リョウやヒロキを通して伝えるぐらいだ。

　私は開きっぱなしの漫画雑誌を踏みつけながらもずかずかと部屋の中へと進むと、ふと、勉強机の前で足を止めた。

「……作文？」

　机の上にはなにやら作文用紙がやたらめったらに散らかっている。端はしの一枚を手にとってみると、「べんきょうしたいこと」というタイトルの横、名前を書く部分に、二年三組という表記があった。他ほかの用紙を手にとってみると、どれも三年生までのものであり。

　そうして机の真ん中にあった、一年生の時に書いたらしい「ぼくのだいじなもの」とかいう二枚綴つづりの作文用紙を持ち上げたところで、下からなにやら書き掛かけらしい作文が姿を現わした。

　どうやら、新しく作文の宿題が出たのにあたり、昔書いたものを引っ張り出して来て自分で参考にしていたらしい。

　特段興味があったわけでもないものの、なんとなく用紙束を手にとり、今書いているらしきもののお題を確かく認にんしてみる。

　と、そこにあったのは……。




「お母さん」




「っ！」

　思わず息を吞のむ。どういうわけか、心臓がばくばくと早はや鐘がねを打つ。

「（何を……動揺しているの、私。こんなの、ただの宿題で……それにどうせ、ここに書かれているのは、実の母親のことなんだろうし……）」

　そう思いながらも、思わず、視線が作文用紙の上を滑すべり出す。が、次の瞬しゆん間かん──。

〈ブルルッ！〉

　ケータイが振しん動どうし、思わずびくんと身を震ふるわせる。確認すると、どうでもいい広告メールの着信だった。

　舌打ちしながらも、おかげで自分の目的を……ヒロキのために病院へ行かなきゃという目的を思い出すことが出来た。

　私は一瞬迷って、とりあえず何かを保留するように手に持っていた原げん稿こう用よう紙しの束をぐしゃっと乱暴にハンドバッグへと詰つめ込むと、トオルの部屋のドアを荒あらく閉めてから、急いで病院へと向かったのだった。








第三章　決意









「いやはや、人間の〈食〉に対する探求心にはただただ頭が下がるばかりですね！」

『…………』

　スーリムの大おお袈げ裟さな料理賛美に、ぼくとサクヤは沈ちん黙もくで返す。

　宿屋の中の一室。その中央にあるテーブルの上には山の幸さちをメインとした美味おいしそうな料理の皿がずらりと並ぶ。が、先さき程ほどからそれに手をつけ、舌した鼓つづみを打っているのはスーリムのみ。ぼくもサクヤも、とてもじゃないけど食事する気分じゃない。というか本来、魔ま人じんであるスーリムが一番、食事を必要としないのだけれど……。

　ぼくの表情に気付いたのか、スーリムはこの旅で何度目になるか分からない主張を繰くり返してきた。

「食事に、舌を楽しませる以上の意味なんて、なくていいじゃないですか。ゲインじゃあるまいし」

「食費や資源の無む駄だ遣づかいだよ」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶですよ。この世にもっと無駄をもたらす存在……弱者を、僕はこれでもかと排はい除じよしてあげてますから。ああ、そういう意味じゃ、人類にとって僕は益えき獣じゆうと言ってもいいでしょうね！」

「……っ」

　相変わらず喋しやべれば喋る程胸むな糞くそが悪くなってくる魔人だ。

　そんなぼくの苛いら立だちに反して、サクヤは不思議と落ち着いた様子だった。

　ぼくの隣となりかつスーリムの正面に座していた彼女は、軽くコップを傾かたむけて唇くちびるを湿しめらすと、改めてスーリムへと切り出す。

「脱だつ線せんが多かったですけど、大まかな事情は理解できました」

「流石さすがはサクヤさんだ！　弱者は弱者でも、物わかりのいい弱者って僕は好きだなぁ！」

「まあ、説明を受けるまでもなく、貴方あなたが最低の人ひと柄がらだということだけは伝わってきていたのですが」

「あっはっは、吠ほえる弱者は嫌きらいな僕だけど、可愛かわいいから許してあげようサクヤさん」

「……ふぅ」

　呆れた様子で嘆たん息そくするサクヤ。スーリムが食事を再開させる中、ぼくは改めて彼女の方を見やった。

「ごめんね、サクヤ。まさかキミを巻き込むことになるだなんて……」

　ぼくの謝罪に、サクヤは「まったくです」と頰ほおを膨ふくらませる。

「こういう巻き込まれ方は、不本意にも程があります」

「ごめん……」

「……まあ、トオルさんが思っているのとは、少し違う意味で、ですけど」

「え？」

　なにやら不思議なことを言われて首を傾かしげるも、サクヤは特に答えてくれる素そ振ぶりもなく、話を先に進めてしまう。

「とにかく、現状、トオルさんは孤こ立りつ無む援えんということでいいですか？」

「うん、そうだね」

「おいおい何を言っているんだいそこな少年少女よ。トオル君には、この僕という素す晴ばらしい仲間が──」

「ぼくがやろうとしていることの性質上、ファルディオや師し匠しようは勿論、教会、魔王……どの陣じん営えいの援えん護ごも受けられないと思う」

「そうですね。つまり、トオルさんは今や完全に一人……」

「そういうことになるね」

「…………」

　スーリムが閉口して黙もく々もくと食事を続けている。ぼくとサクヤはそれを尻しり目めに、会話を続けた。

「ちゃんと確認しておきたいんですけど、トオルさんのやりたいことっていうのは……」

「……うん」

　ぼくは少し躊躇ためらってから、それでも、キッパリとサクヤに告げる。




「ぼくの命を代だい償しように、ヒロキ兄さんの命を救う」




「そうですか……」

　悲しそうに目を細めるサクヤ。ぼくはズキズキと胸に痛みを感じながらも、続ける。

「自分の考えが幼よう稚ちで間ま違ちがっていること、今なら僕も分かるんだ。ナルスの街で師匠に……もう一人の師匠に、ぼくは、大事なことに気付くキッカケを、貰もらったから」

「トオルさん……」

「でも……」

　そこでぼくは、正面からサクヤの瞳ひとみをキッチリ見返し、毅き然ぜんとした態度で告げる。

「それでも僕は、兄さんを救う。歪ゆがんでいようが幼稚だろうが構うものか。大人の理屈なんか知ったこっちゃない。今、ぼくは、何をおいても、兄さんを助けたい。そのためならなんでもする。それだけだよ」

「……それは、思考停止の自じ暴ぼう自じ棄きとかでは、なくてですか？」

「わからない。……正直、ヴェリール村を出た頃ころのぼくは、そうだったかもしれない。だけど今は……旅で色んな経験をして、多少なりとも学んだ今は、少し違う」

「どう違うのですか？　結局、大事なことが分かってないのでは……」

「ううん、分かってるよ。分かってるんだ、サクヤ。分かってる上で、なお……」

　ぼくは、そこでニコリと笑って、サクヤに告げる。

「ぼくは、ぼくのワガママで、兄さんを助ける。大事な誰だれかをなんとしても救いたいと願う心に、噓うそはつけないよ」

「…………」

「ぼくのことを案じてくれるファルディオや師匠……それに兄さん当人には悪いと思うけどね。でもお互い様だよ」

　ぼくはそこで、思わず苦く笑しようする。

「少なくとも、ぼくのために自分を犠ぎ牲せいにしようとしていた兄さんには、この決断に文句を言われる筋合い、ないと思うな」

「……まったく」

　呆あきれた様子で息を吐つくサクヤに、ぼくは少し恐きよう縮しゆくしながら呟つぶやいた。

「だ、だから、サクヤもごめんね？　ぼくのこともだけど、その、この状じよう況きようも……」

　ちらりとスーリムを見ると、彼はニコッと微笑ほほえみ、優ゆう雅がに手を振ふって返してきた。

　サクヤも彼に視線を向けると、なにやら少し思案してから切り出す。

「つまりあれですよね。貴方は現在、いつ裏切るとも知れないトオルさんへの牽けん制せいとして……平たく言えば人質として、私を巻き込んでいる、と見ていいですか？」

「あんまりズケズケ物事の核かく心しんを突く女の子は可愛くないと思いますよ、僕は」

「それは申し訳ありませんでした。なにせ私、ほら、子供なので。大目に見て下さい」

「よく言うね」

　不敵に笑うスーリムに、サクヤはニコニコと穏おん和わに微笑みかける。……なんだろう、この状況。意味が分からない。分からないけれど……ぼくの目的を達成する上で決して好ましくないことは明白。ここは、なんとしてでもサクヤをぼくらから遠ざけないと……。

　ぼくがそんなことを考えていると、サクヤはまさに今後のことを切り出した。

「ということは、私、このまま貴方達と《聖域》へと同行させられる感じ……なのでしょうか？」

「そうなりますね。というわけで、人質として、時に盾たてとして、時に僕の嗜し虐ぎやく趣しゆ味みの贄にえとして、お付き合い頂けますでしょうか、マドモワゼル」

「スーリム……！」

　分かっていたとはいえそのあまりにあんまりな要求に、僕は激げき昂こうし立ち上がる。しかしサクヤはそれをスッと手で制すと、笑顔のままで彼に応じた。

「いいですよ」

「サクヤ!?」

「というか、私に選せん択たく肢しなんてないのでしょう？　断っても、その、なんと言いましたっけ、貴方の妙みような能力で無理矢理付き合わされるのがオチでしょうし」

「それは……」

　ぼくが閉口し、スーリムが満足そうに微笑む中、サクヤはニコニコと、普ふ段だんとまるで変わらない様子でぼくに喋りかけてくる。

「まあ、人質や盾や贄としてっていうのはイヤですけど……あ、トオルさん、立ったついでにちょっとそこの小物入れ取って貰っていいですか？」

「え？　あ、う、うん、別にいいけど……」

　言われて、戸と惑まどいながらもぼくはベッド脇わきまで歩き、棚たなに置かれた小物入れを手に取り、「これのこと？」とサクヤを振り向いたその刹せつ那な──




　──ぼくの目に飛び込んできたのは、テーブルの上にあった果くだ物ものナイフを手にとり、その刃やいばを自らの首へと滑すべらせるサクヤだった。




「サクヤッ！」

　勇者の力をもってしてもとても間に合わない早はや業わざ。そのあまりの正確で無む慈じ悲ひな動きに、ぼくは彼女の壮そう絶ぜつな死に様を幻げん視しするものの……。

「……え？」

　気付けばそこにあったのは、サクヤの首から血が……皮一枚浅く傷付けた程度の少量の血が滴したたる中、額に汗あせを滲にじませながら咄とつ嗟さにその腕うでを摑つかんで彼女の行動を制止したスーリムの姿だった。

　起こったことへの理解が追いつかず、小物入れを持ったままその場に固まるぼく。

　しかしサクヤは自分の腕をスーリムが摑んでいるのを確かく認にんすると、彼にふわりと笑顔を向けた。

「ああ、やっぱりですか」

「……な、に？」

　今までで最もその表情から余よ裕ゆうの失われたスーリムに、サクヤは淡たん々たんと続ける。

「いえ、妙に余裕の態度取ってましたけど、貴方にとってやはりトオルさんは相当怖こわい同行者なのだなと。そりゃそうですよね。彼は諸もろ刃はの剣つるぎですもの。最強の切り札である一方で、いつ貴方に刃を向けるとも知れない子供。となれば、盾やら贄やらと誤ご魔ま化かしてましたけど、実際問題、貴方にとって私という人質は、殆ほとんど唯ゆい一いつの生命線と言っていいはず」

「……まさか、キミは……」

　スーリムがごくりと息を吞のむ。……ぼくも同じ思いだった。サクヤは……たったそれだけのことを……現在の自らの価値を正確に確認するためだけに、あんな、スーリムが止めなければ本当に死んでいた勢いの行動に踏ふみ切れたというのか？　なんでそんな……。

　ぼくらが呆あつ気けにとられる中、サクヤは少し俯うつむいて小さくぽつりと呟く。

「……大事なもののために命をかける人間が、トオルさんだけと思ったら大間違いです」

　そうして、彼女はスーリムの手をやんわりと押し戻もどしてナイフをテーブルに置くと、自らのハンカチでそっと首筋の血を拭ぬぐい。

「というわけで」
















　そうして改めて、ぼくら二人へと微笑みかけてくる。




「どうせなら私、人質より、共犯者がいいんですけど、如何いかがでしょう？」




　彼女の、そんなクレイジーすぎる提案に。

　ぼくとスーリムは……ただただ、互たがいに目を見合わせることしか出来ないのだった。




　ファルディオ・メルクリウス




「あぁん!?　能力が自由に使えねぇだぁ!?」

　地下通路を走り抜ぬけつつ素すっ頓とん狂きような声を上げるファルディオに、金きん髪ぱつの極きわめてチャラそうな容姿を持つ魔ま人じん──ウィル・イグニールは相変わらずよく回る口で応じてきた。

「おーやおやおや、ファルディオ君、まさかキミは女め神がみ教会が捕ほ縛ばくした魔人になんの対策も施ほどこさず、ただただ牢ろうに放ほうり込んでおいてくれるとでも思っていたのかい？　はははっ、相変わらずぬるい思考の下もとに動くみたいだねぇ、キミ達一いつ般ぱん的な人間は！　まったく、こんな間抜け揃ぞろいパーティに敗北を喫きつしたのかと思うと、オレは今でも悲しくて悲しくてたまらないな。あれだ、運も実力のうちとはいえ、キミ達みたいな雑魚ざこに運で負け──」

「さて、ハイ・クオリ──」

「──すいませんでしたぁ！」

　突とつ如じよズザザァッと走行の勢いで膝ひざが擦こすれるのも構わずその場で土下座を始める魔人・ウィル。ファルディオはその、ある意味自分以上のお調子者さに感心しつつ、一応杖つえを向けたままで質問を続ける。

「で？　能力使えねぇって、具体的にどういうことなわけよ？」

「へ、へぇ旦だん那な！　それが、こんな忌いま々いましいモノを装着させられてしまいましてね……」

　必要以上にへりくだりながら、ウィルはそっと自らの首に巻かれた金属製のチョーカーに触ふれる。レイアが膝を曲げて軽くその形状を確認すると、ぽつりと呟いた。

「神工物？　いえ……その割には少し洗練さに欠けるわね。ではこれは……」

　その呟きに、ウィルは目をキラキラさせて「イエス！」と応じる。

「どこのどなたか知りませんが、素す晴ばらしい慧けい眼がんだ！　是ぜ非ひお名前をお聞かせ下さい！」

「ゴンベエよ」

「おぉぅ！　即そく座ざにしれっとオレに偽ぎ名めいを告げるあたり、本当にクールで聡そう明めいな才女さんだぜぃ！　いやはや、ファルディオ君の彼女ともなるとやはり只ただ者ものでは──と、あ痛っ!?　ホワイ!?　なぜこのタイミングでお怒いかりに!?」

　レイアにステッキで小こ突づかれた頭をさすりながら、ウィルが不思議そうに目を白黒させる。

　レイアはほんのり頰ほおを染めながらこほんと咳せき払ばらいすると、彼に先を促うながした。

「それで？　これはどうも見たところ、最近作られたもののようだけど……」

　訊たずねられたウィルは、今となってはどこか薄うすっぺらく、それでいて実に「らしい」、司会者をやっていた頃のテンションに戻って語る。

「ザッツライ！　これは神工物をベースに、現代の教会が作り上げた、改造魔法道具なのです！　その効果は恐おそらく既すでにお二人がお察しの通り！」

　ウィルの説明を受け、今度はファルディオが溜ため息いきを吐つく。

「魔人の……というかお前の『言葉』による洗脳能力の阻そ害がいか」

「しかもしかも！　なーんとこの道具、一部の教会上層部に限り、封ふう印いん効果のオン・オフ切り替かえや、緊きん急きゆう時の爆ばく破は操作まで出来る仕様となっておりまーす！」

　チョーカー横の小さなボタン部分を指して告げるウィル。レイアは何かを察した様子で「最低……」と呟く。遅おくればせながら、ファルディオもようやくその機能の意味に気がついた。

「お前……その能力、何に利用させられた？」

「何に？　ええと、そう漠ばく然ぜんと訊きかれても、一体どの所業から語ればいいやら──」

「あー、もういいわ」

　うんざりしたように手を振るファルディオ。ウィルはそれに苦笑いした後、「ところで……」とファルディオの持つ杖を指差した。

「これ、そろそろどけて貰もらえると、こちらの精神衛生上とてもありがたいなぁ」

「っと、悪ぃ悪ぃ。そういや、お前、なんだかんだハイ・クオリアの痛覚増強効果をモロに喰くらいまくった殆ど唯一の被ひ害がい者しやだったな」

「はっはー。正直、女神教会で受けた非人道的扱あつかいのどれよりも、あの時に喰らった一連の刺し激げきの方が地じ獄ごくだったよ。中でも最後のトオル君によるアレはホント……っと？」

　トオルの名前を出した途と端たんにファルディオとレイアの表情が強こわ張ばったのを見み逃のがさなかったウィルは、ちゃらけた態度を抑おさえ、再び魔人らしい凶きよう悪あくな笑みを浮うかべる。

「なるほど、どうやら外の世界は現在、ルザルの闘とう技ぎ大会以上に番ばん狂くるわせに満ちているようだ。面おも白しろい。詳くわしく話を聞かせて貰おうじゃないか」

　その場に座したまま、うきうきと二人を見上げてくるウィル。

　ファルディオは困ったように頭を搔かくと、もう一度彼に手を伸のばす。

「いやそれは後で説明するから、とりあえず今は早く外に……」

「おや、ファルディオ君。キミはまだ魔人というものの性質が分かってらっしゃらない？　おそらくは既に他ほかのメンバーにも会っていることと思うのだが……」

「ぐ……」

「というか、ファルディオ君も、おそらくはそちらのゴンベエさんも、広い意味ではオレと同類だろう？　つまりオレ達みたいな人種というヤツは……」

　そう促すウィルの言葉に、ファルディオとレイアは深々と一度嘆たん息そくしつつも……二人、声を合わせるようにして、告げた。

『興味あることのためにしか、動けない』

　その回答に、ウィルは笑え顔がおでパチンッと指を鳴らす。

「グッド！　最高！　いいね！　ＯＫＯＫ！　まあこのウィル・イグニールもここで一から十まで全部話せと要求するほど馬ば鹿かじゃない！　ザッとでいいですよ、ザッとで！　とにかくその、超ちよう絶ぜつ面白そうなあらましを、カマーン！」

『…………はぁ』

　二人は深い深い溜息をつくと、すぐに頭を切り換かえ、実に三分に満たぬ間でこれまでの流れの殆どを彼に説明し尽つくしたのだった。




　セシリア・シヴィル




「おいおい……いくらなんでも、やんちゃが過ぎねぇか、元副隊長さんよ……」

　神しん剣けん騎き士し団聖騎士隊隊長ドレイク・マルチネスは現在、広い額に汗を滲ませながら口の端はしを引きつらせて、その光景を──

　──瓦が礫れきの山となった第八聖堂の各所に大量の異い端たん審しん問もん官が倒たおれ伏ふす景色を眺ながめていた。

「ふぅ」

　場の惨さん状じように反してその身に一いつ片ぺんの汚よごれもないセシリアが、軽く息を漏もらしながら細さい剣けんをドレイクへと向けて構え直す。

　場には既に、意識のあるものはドレイクとセシリアの二人しかいない。

　ドレイクはヨレヨレの細い煙草たばこを銜くわえながら「かーっ」とおやじ臭くさい溜息を漏らしつつ禿とく頭とうを搔いた。

「いくらなんでも、想定外にも程ほどがあるぞこりゃあ。上から無理矢理押し付けられた異端審問官とやら達が弱ぇのか、それとも……」

「…………」

「……うちの元副隊長様が、更さらに化物じみて強くなっていやがった、か」

「…………」

　何も答えないセシリアと、ドレイクの視線が混じり合う。

　セシリアが見たところ、増ぞう援えんが来る気配はまだない。何らかの魔法結界でも張られていたのか。やはり教会としても秘ひ密みつ裏りにことを済ませたかったらしい。

　つまり、ドレイクは現状完全に孤こ立りつ。だというのに未いまだ飄ひよう々ひようとしたいつもの態度を崩くずさない彼の様子に、セシリアは油断することなく臨戦態勢を取ったまま訊ねた。

「……ドレイク隊長」

「なんだ、元副隊長」

「既に異端審問官達は排はい除じよされました。今この場にいるのは、隊長だけです」

「ん、だな。困った困った」

「……ならばここは、素す直なおに見逃して貰うわけには──」「いかねぇわな」

　間かん髪はつ入れぬ切り返しと共に、ドレイクが背中に背負っていた三さん叉さ槍そうをすらりと構える。

　ごくりと唾つばを飲み込み、元上司のただならぬ気き迫はくに圧あつ倒とうされながらも、それでもセシリアは一いち縷るの望みを託たくすかのように問う。

「ドレイク隊長。貴方あなたは、自らの身近なものをこそ守るために戦うと言いました」
















「言ったな」

「では……では、その『身近なもの』の中に私は……聖騎士隊副隊長セシリア・シヴィルは含ふくんで貰えなかったということですか？」

「…………」

「……答えて下さい、隊長。そうしたら……私も覚かく悟ごが……育ての父親のようにさえ思っていた上司に刃やいばを向ける覚悟が出来ますから。貴方にとって私は、身近な守りたいものの中に、少しも入れない程度の存在だったのですか？」

　懇こん願がんするように訊ねるセシリアに。

　ドレイクは……彼女の知る優やさしいドレイクそのままの快活な笑みと共に、答えた。

「答えるまでもねぇだろ？」

　──刹せつ那な、その瞳ひとみに激げき烈れつな闘とう志しを滾たぎらせたドレイクが、魔人もかくやという人間離ばなれした速度でセシリアに刺し突とつを繰くり出してくる。

「くっ……！」

　ドレイクのあまりの切り替え速度に虚きよを突つかれたセシリアは、思わず脊せき髄ずい反射的に細剣で三叉槍を防ぼう御ぎよしてしまう。が……。

「（駄だ目めだっ、これは──）」

　気付いた時には既に遅おそし。

　槍の隙すき間まで器用に搦からめ捕とられた細剣は、ドレイク必殺の強きよう烈れつな捻ひねり技わざにより、驚おどろく程容易たやすくその中央からねじ折られた。

「くっ……！」

　セシリアは即座に背後へ跳ちよう躍やくして距きよ離りを取り直し、自らの手に握にぎられた剣の様子を確かめた。

「（もう武器としては使い物にならないな……）」

　それでも小刀程度の刃部分はあるため丸まる腰ごしよりは役立つだろうが、ドレイク相手にどれほどの意味があるかは怪あやしい。

　ドレイクはまたいつもの飄々とした中年オヤジに戻もどると、少し嬉うれしそうに自らの頭を撫なでた。

「まだまだ俺の腕うでも衰おとろえちゃいねぇみてぇだな」

「ええ、驚きました。毛根力はそんなに衰えているのに……」

「お前なぁ……」

　セシリアの減らず口にやれやれと肩かたを竦すくめるドレイクを見つめながら、しかしセシリアはその軽口に反して、喉のどに酷ひどい渇かわきを覚えていた。

「（……牙きば折おりドレイク）」

　神剣騎士団に身を置く者で、彼のその異名を知らぬ者などいない。

　騎士団の長い歴史で殆ほとんど唯ゆい一いつの、三叉槍を用いた槍そう術じゆつ使いである彼は、どういうわけか敵を無力化するその妙みよう技ぎのみに絞しぼって、研けん鑽さんを重ねてきた。

　自らの間合いに持ち込む突とつ進しん速度と、敵の武器を正確に捕とらえる正確さ、そして圧あつ倒とう的てきな手首の力。それだけに特化し、しかしだからこそ、誰だれよりも敵の無力化に秀ひいで、功績を挙げ続けた結果ついには聖騎士隊隊長まで上り詰つめた男。ドレイク・マルチネス。

　正直なところ、総合力で言えば圧倒的にセシリアの方が上だ。

　しかし……。

「っつうわけで、今度はこっちが説得する番だ、セシリア。……そろそろ降こう伏ふくしちゃくれんかね？」

「……いやです」

　そう応じて、折れた剣を構えるセシリア。

「（隊長相手に得物がこれでは厳しいが……しかしまだ、希望を捨てる段階では……）」

　そう考えた、その刹那だった。

　背後から響ひびく大勢の足音と気配。一いつ瞬しゆんとはいえドレイクとの交戦でそちらに気を持っていかれていたセシリアは、不覚にもそれに気付くのに遅れてしまった。

「（まずい、このタイミングの増援！　逃にげる余よ裕ゆうも無い……！）」

　見れば、ドレイクがニヤニヤと笑っている。……やられた。異端審問官が劣れつ勢せいと見た時点で、彼は既に次の手を打っていたらしい。

　そうして、彼が信しん頼らいを寄せてこの非常時に招集をかける組織なんて、ただ一つ。

「……セシリアさん!?」

「……ヒューズ」

　背後からかけられた懐なつかしい後こう輩はい従士の声に、しかし今は著いちじるしい絶望感を覚える。

　そうして、ゆっくりと振ふり返ったセシリアの視界には。

　彼女の元所属組織にして、異端審問官などとは比ひ較かくにならない程の「本物の手て練だれ」が集つどう、騎士団最高戦力部隊──

　──神剣騎士団聖騎士隊の懐かしき面々が、ずらりと勢せい揃ぞろいしていた。

「……これはまた、噂うわさ好きの自分には垂すい涎ぜんモノの状じよう況きようといいますか……」

　セシリアとドレイクが互たがいに武器を構え、その奥には元第八聖堂の瓦礫の山と倒れた異端審問官達という光景が広がっているという状況に、流石さすがのヒューズも軽口が続かない。

　彼に続く聖騎士隊の面々も啞あ然ぜんとする中、ドレイクだけが相変わらず軽い調子で駆かけつけた部下達に声をかけた。

「おう、来たか。悪ぃけどお前ら、ヤンチャなうちの元副隊長捕ほ縛ばくするの、手伝ってくんねぇかな」

『…………』

　一瞬聖騎士隊全員に動どう揺ようが走り、目を見合わせるも……そこは流石選えりすぐりの騎士達。疑問や動揺に時間を割さくこともなく、即そく座ざに全員が剣を抜ぬき払はらい構えた。

「（まずい……）」

　これには流石のセシリアといえど、冷ひや汗あせを禁じ得ない。神剣騎士団聖騎士隊の、集団としての練度の高さを、彼女は誰よりも知っている。そしてそれは、個人の剣の腕がどうこうで覆くつがえせる領域の話ではない。

　いくら単体戦せん闘とう力が高くとも、人間である以上、個人でこなせるタスクの限界というものはどうしたってある。聖騎士隊は、ドレイクの「無力化思想」のもと、そこを突く集団戦術にこそ長たけており、そしてそれは、セシリアが折れた剣一本で易やす々やすと突とつ破ぱ出来るような生なま温ぬるいシロモノではないのだ。

「（せめて剣が……いや、そこも含めてドレイク隊長の狙ねらい通りか）」

　いつまで経たっても、こういう部分で自分は駄目だなとセシリアは自じ戒かいする。自らが圧倒的武力を持ちながらも、不思議とファルディオやレイアあたりには勝てる気がまるでしないのも、このあたりに起因した。

　セシリアは決して頭の回転が鈍にぶい人間ではない。しかし、どうにも、他人を疑うとか罠わなに嵌はめるとかという考えには至れない。要は根っからの生き真ま面じ目めな善人なのだ。

　きっとおそらくは、自分のその性質はこの先も一生変わることがないだろう、という予感がある。その善性は、セシリアという人間の核かくみたいなものだからだ。

　しかし、だからといって、なにも黙だまってその部分の補強を諦あきらめているわけではない。

「では聖騎士隊諸君……」

　ドレイクがさっさと状況を終わらせようとばかりに、号令の手を上げる。

　そうして、彼が「かかれ！」の言葉と同時に腕を振り下ろしたその刹那──




　──聖騎士隊本隊とドレイクに向かって、空から地を穿うがつ光の雨が降り注いだ。




『!?』

　大混乱に陥おちいりながらも、即座に防御態勢をとる騎士達。光の雨は間断なく彼らに降り注ぐものの、その威い力りよく自体は極きわめて軽けい微びに抑おさえられているらしく、盾たてや鎧よろいに弾はじかれ、直ちよく撃げきしても肌はだに小さな火傷やけどを残す程度。

　つまりは、見た目が派手なだけの完全なる威い嚇かく射しや撃げき。

　ドレイクや騎き士し達も程ほどなくしてそれに気付くも、しかし時既すでに遅し。

「隊長、お静かに願います」

「く──」

　彼らが目を離はなした一瞬の隙すきにドレイクの懐ふところへ潜もぐり込んだセシリアは、三叉槍を盛せい大だいに弾き飛ばした後、即座に彼の背後に回り込んで、その首に折れた剣を突きつけた。

　光の雨が止やみ、状況の変化に気がついた聖騎士隊隊員達の動きが止まる。

　そんな中、セシリアとドレイクの更さらに後方……聖騎士隊が駆けつけたのとは逆の方角から、三人の人物が姿を現わした。

　聖騎士隊の面々が息を吞のんで見守る中、彼らはセシリアの隣となりまでゆっくりと歩いてくると。

　彼らを代表して赤あか髪がみの魔ま法ほう使つかい──ファルディオ・メルクリウスが、これでもかといわんばかりに性格の悪い微笑ほほえみと共に、告げたのだった。

「悪いね。うちの堅かた物ぶつ騎士さんを謀たばかるには、まず、俺達を通して貰もらえるかな？」




　　　　＊




「しかし、また派手にやったもんですねぇ、セシリアさん」

　セシリアに合流したレイアが、瓦が礫れきの山と異い端たん審しん問もん官達を眺ながめて感心したような呆あきれたような声を漏もらす。

　その言葉に、セシリアはドレイクを拘こう束そくしたまま応じた。

「やるとなったら、派手にやって気を引く予定ではあったからな。とはいえ、まあこの惨さん状じようの大半は焦あせった異端審問官達が馬ば鹿かみたいに放った《寄源魔法オーバーロード》のせいだが」

「ああ、確かにあの人達って、とりあえず困ったら無思考で《寄源魔法オーバーロード》、みたいなとこありますもんね。魔法使いとしては最底辺です」

　辛しん辣らつな評価を下しながら、周囲を見み渡わたすレイア。ファルディオもまた状況の把は握あくに努める中、今回の最大目標──魔人ウィル・イグニールもまた、外の空気を堪たん能のうするようにセシリア達の前へと歩み出てきた。

「いやぁ、やっぱりシャバはいいなぁ！　この、遮しや蔽へい物がない状況で叫さけべる万能感たるや！　まあ今能力使えないんですけどねー。あっはっは」

「……おいおい、魔人解放するとか、どんだけ大悪党なんだよお前ら……」

　その視界にウィルの姿をとらえたドレイクが、もうどうとでもなれと言わんばかりに嘆たん息そくする。魔人という言葉を受けて騎士団員達にも動揺が走る中、彼らには構わずセシリアは気になった発言をウィルに訊たずね直した。

「おい、貴様。能力が使えないとは、どういうことだ？」

「え？　ああ、セシリアさんお久しぶりです！　その節はどうも！　いやぁホント聞いて下さいよ。このチョーカーなんですけどね」

　そう前置きしてウィルは極めて軽い調子でペラペラとここに至る経けい緯いの説明をする。その際、彼のチョーカーにおける封ふう印いんのオン・オフ説明のあたりで、ドレイクがぴくりと反応したのをセシリアは見み逃のがさなかった。

「……隊長。もしかして、このチョーカーに関する権限あります？」

「あーらら、オレも耄もう碌ろくしたもんだなぁ。鈍どん感かんで有名な元副隊長様にまで見破られますか。かなわんねぇ」

　そんな風に嘆なげきながらもなぜか喜々としているドレイクの様子に、セシリアは首を傾かしげる。ファルディオやレイアもイマイチ彼の真意が摑つかめず警けい戒かいを募つのらせていると。

　ふと、聖騎士隊隊員達の中からヒューズが一歩進み出てきた。ファルディオとレイアは杖つえを構えるも、しかし彼は「ああ、違ちがいます違います！」と少し焦った様子で取り繕つくろい、それから一度人ひと懐なつっこい笑みを見せてから、ウィルを指差す。

「なんか話聞いていると、そちらのウィル……さん？　って、魔人みたいですけど……」

　その質問に、いまいち彼の真意を図はかりかねながらも、セシリアが応じる。

「ああ、そうだ。例の闘とう技ぎ大会で私達が捕縛して以降、ここの地下で捕らわれ……いや、飼われていたらしい」

「ええ、彼の話を聞くだに、そんな感じっぽかったですね」

　ヒューズはそこで何かを考え込みだす。他ほかの騎士団員達もなにやら神しん妙みような顔つきをし始める中、セシリアは今一つ彼が何を言わんとしているのか分からず、少し焦じれて訊ねた。

「それがなんだというんだ、ヒューズ。悪いが世間話をしている暇ひまはないぞ。結界があるようだとはいえ、流石にそろそろ他の増ぞう援えんが来てもおかしくない」

「ああ、はい、それは分かっているんですが……」

「ならばさっさと道を開けて──」

「セシリアさん、うちの叔父おじの件って、聞いてます？」

「はぁ？」

　あまりに話が飛びすぎて、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。ファルディオやレイア、ウィルまでも目を丸くする中、ヒューズは思案顔で続けてきた。

「叔父が、セシリアさん……というか勇者御ご一いつ行こうには凄すごく借りがあるから、いつかなんとかして返したいっていう話をしきりにしていましてね。ただ、なにやら教会による情報規制があったらしく、詳くわしい話を自分にも教えてくれなかったんですけど……」

「おいヒューズ。今はお前の噂うわさ話ばなしに付き合ってる場合じゃ……」

　セシリアが苛いら立だちを見せたところで、後輩従士はようやく核かく心しんを話し出す。




「闘技都市ルザルで、大会委員長をやっていた人間の名前って、覚えてますか？」




「？　ああ、確か……えーと、エルディル……。エルディル・ヒューズ……」

　そこまで言ったところで、セシリアはハッとして後輩と魔人を交こう互ごに見る。

　あの闘技大会の委員長であり、ウィルの策略で彼を司会者に抜ばつ擢てきさせられ、更には例の事件の最後の最後の場面で、暗示によって彼の捕縛を一時的に解いてしまった人間。その人の名前が確か……エルディル・ヒューズ。

　ウィルが「へぇ」と声を上げる中、ヒューズはにこりと笑う。

「今思えば、その言葉で人を操あやつる魔人に関しての失態へのお詫わびだったんすねぇ。いやはや、叔父に代わり、ここで自分も謝らせて下さい。どうもご迷めい惑わくをおかけ致いたしました」

「へ？　ああいや、別にそれは……。悪いのは全部この魔人だからな」

「おっとこいつぁ手厳しいぜぇ！　しかしオレ程司会実じつ況きように長けたヤツなんざ──」

　ウィルがおどけて喋しやべり出すのを、レイアが杖で強めに頭を小こ突づいて止める。お調子者の扱あつかいには誰だれよりも慣れているらしい。

　涙なみだ目めで頭を押さえる魔人ウィル。ヒューズはそんな一連の様子をなぜか少し楽しげに見た後、「というわけで……」と呟つぶやきながら歩み寄ってくる。

　セシリア達がギョッとする中、彼はセシリアが人質に取ったままのドレイクの前まで来ると……身体からだを腰こしから曲げて、頭を下げると共に告げた。

「聖騎士隊所属従士、フィマ・ヒューズ！　一族の義に報むくいるため、この場はセシリアさんにつかせて頂きたく存じます！　申し訳ありません！」

　そうドレイクに一礼してから、どこかスッキリした表情でセシリアに向き直るヒューズ。

　その予想外な状じよう況きように啞あ然ぜんとしていると、今度は彼の背後に控ひかえていた他の聖騎士隊隊員達まで、次々にドレイクの前に進み出てくる。

「あー、オレも。やっぱりセシリア副隊長に剣けんを向けるとか、無理っすよ、隊長」

「ほーら、やっぱりきな臭くさいのうちじゃないですかー。隊長の言ってたとおり！」

「正直私はその異端審問官という暗部が実在した時点で、もう騎士団では働けないと思っておりましたがね」

「上層部が腐くさっているのは今に始まったことじゃないですけど、ま、いいキッカケです」

　次から次へと……というか聖騎士隊の人員全員がわらわらと集まって愚ぐ痴ちり出す惨状に、セシリアはまるでついていけない。ファルディオやレイアさえもどう対応したものか困る中、混乱を極める場に、ごほんと大きな咳せき払ばらいが響ひびいた。

　ドレイクだ。

　彼は首筋に剣をつきつけられたまま、明後日あさつての方向に視線をやりつつ、びっくりするほどの大根演技で呟きだした。

「あー、いやはやまさか言葉で人を操る魔人まで解放されるとはナー。こいつぁ困ったぞー。なにが困ったって、さっきも言ったけど、オレにも一応封印解除権限あるんだよナー。脅おどされても屈くつしない鋼はがねの意志はあるつもりだけど……わ、わー、なにをするー。そんな、無理やり、オレの指で、解除ボタンを押させるなんてー。酷ひどいやつらだー。極悪だー」

　そんなことを言いながら、ちょいちょいとウィルを招き寄せるドレイク。彼はぽちりと封印解除ボタンを押すと、更に続ける。

「ちくしょー、なんてこったい。言葉で人を操る魔人の力が解放されたー。おっと、セシリア、お前、なんてことをー。聖騎士隊全員のフルネームを彼に教えるだなんてー。わー。鬼き畜ちくめー。やめろー。これじゃあオレ達聖騎士隊一同……」

　そこでドレイクは一いつ拍ぱく置くと、呆ぼう然ぜんとするセシリア達の前で……聖騎士隊全員と共に、ニヤリと、悪どい笑みを浮うかべたのだった。




「全員、自分の意志に反して、セシリア達を全力で援えん護ごしてしまうじゃないかー。決して教会を裏切る意志とかはないのにー。ややっ、ホントに困ったゾー」




　ヨル




　霊れい峰ほうヴァルハラ中腹。

　そこに広がるのは、灰色の地面から純白と漆しつ黒こくの植物が生おい茂しげるモノトーンの異界風景。

　通つう称しよう《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》と呼ばれるその異様な地には、虫の声も動物の息いき遣づかいも無い。

　ただただ神をも恐おそれぬ魔物だけが闊かつ歩ぽし、互たがいに顔を合わせれば、他所よそにはない程の凄せい絶ぜつな縄なわ張ばり争いが繰くり広げられる。

　最も早はや地じ獄ごくと言い換かえても過言ではない土地。それが、現代の聖域周辺環かん境きようだった。

「（いくらボクといえど、流石さすがに気が滅め入いる風景だね、これは……）」

　ヨルは扉とびらの前にそびえる漆黒の巨きよ木ぼくから伸のびた枝に腰こし掛かけ、白くか細い足をぶらぶらと揺ゆらして暇を潰つぶす。

　この地に腰を落ち着けてから既すでに数週間。永きに亘わたって封ふう印いん措そ置ちを受けてきたヨルにとって「無む為いな時間経過」それ自体は大した苦でもなかったが、しかし、このあまりに異様で殺さつ伐ばつとした風景にはどうにも馴な染じみきれずにいた。

「（この星の抱かかえる歪ゆがみが顕けん在ざい化したような土地だからかな……）」

　魔ま物ものを……いや自然を司つかさどる者たるヨルにとって、単純に開かい墾こんされた場所よりも、こうして歪いびつな生を強制されている植物達の方が、むしろ見るに堪たえない。

　樹上から辺りを見回すと、近くの岩の上に座して瞑めい想そうするゲインの姿があった。そのままぐるりと周辺を一いち瞥べつするものの、ミュートの姿はない。しかし気配自体はそう遠くない場所に感じられるため、樹海を出てどこかに行ってしまったわけでもなさそうだ。

「（そして他の気配は……まだ、ないか）」

　ヨルにとってのアンテナ代わりたる生命が希き薄はくな土地のため、察知感度は極きわめて低いが、それでも勇者や魔人クラスの気配なら充じゆう分ぶんに感じ取れる。見たところ、まだ各陣じん営えいに目立った動きはなさそうだ。

「（とはいえ、計算ではそろそろ勇者が各地の視察を終えて聖域入りの準備を完全に整え終えているはず。もう、いつ仕掛けてきてもおかしくない時期なんだけどな……）」

　そう考えて、改めて気を引き締しめ直す。ミュートには「ヨルったら超ちよう強いくせに気張りすぎ」なんて茶化されるけれど、こればかりはどうしようもない。何かが心の隅すみに引っ掛かって仕方ないのだ。

「（現状のボクとの能力差を鑑かんがみれば、自分でも心配しすぎだとは思うけれど……）」

　昔初代審しん判ぱん者に遅おくれをとったのも、彼が「願い」を用いて自らの力を極限まで高めていたからであって、素すの審判者程度に、星の代弁者が負ける道理はない。

　しかしそれでも、とヨルは考える。

「（こんなに心がざわつくのは……審判者がどうこうというよりは……相手が、トオル君だから、か？）」

　初代以降のこれまでの審判者に、ヨルは直接の面識がない。しかし封印された遺い跡せきを通して《女め神がみの試練》や《聖域》から情報は流れ込んで来たため、彼らの人ひと柄がらや冒ぼう険けん模様は全すべて把は握あくしていると言っていい。

　そうして観察してきた限りでは、初代程ほどの脅きよう威いを感じる審判者はいなかった。いや、一代前のカンナ・キサラギには正直別の脅威を感じたのだけれど、まあ、その程度だ。

　しかし今代の勇者……トオル・ミカミには、これまでにない異質さを感じずにはいられなかった。

　勿もち論ろん、彼の兄たるヒロキ・ミカミと深く関かかわってしまったが故ゆえの因いん縁ねんもあるだろう。

　しかし、それ以上に……彼という存在そのものに対して、なにか酷く嫌いやな予感がする。

　ヨルが出来るだけ彼との直接接せつ触しよくを避さけてきた理由も、そもそもを言えばこの漠ばく然ぜんとした不安感に起因した。

「（ボクは、彼の歪んだ精神性が恐ろしいのか？　それとも、その無む垢くな正義に否定されることを恐れている？　いや……違う。これはもっと──）」

「ヨル」

　思考の沼ぬまに沈しずみかけていたヨルを、ゲインの声が引き戻もどす。

　ヨルは刹せつ那なのうちに心を整え直すと、下方の岩に座した仲間に「なんだい？」と柔やわらかく微笑ほほえみかけた。首の鈴すずがチリンと鳴る。

　ゲインはしばしその蒼あおい瞳ひとみでヨルをジッと見つめ、「ふむ」と何やら一人で納なつ得とくすると、改めて切り出してきた。

「作戦の確かく認にんになるのだが、ワタシとミュートはただただ、自らがやれる範はん囲いで、勇者以外の雑音排はい除じよに励はげめば良いのだな？」

　彼の質問に、ヨルは「うん」と首しゆ肯こうする。

「その認識で問題ないよ。前も言ったけど、それ以外は各おの々おのの判断に任せる」

「つまり、敵が一いつ斉せいに仕掛けてきた場合、どの対象と優先して交戦するかも……」

　ゲインの瞳の奥に明らかにセシリア・シヴィルの姿があるのをヨルはどこか微笑ましく思いながらも、「構わないよ」と応じた。

「大事なのは、ボクとトオル君の戦いに出来るだけ余計な要素が入り込まないようにすること。その一点だけだからね」

「ああ、了りよう解かいしている。……しかしヨル……」

「なに？」

　ヨルが首を傾かしげると、ゲインはどこか納得いかない表情で問い直してきた。

「本当に《聖域の扉ビフレスト》を、勇者に開かせるつもりか？」

「……まあね」

　視線をゲインから目の前にそびえる巨きよ大だいな扉へと戻してヨルが応じる。

《聖域の扉ビフレスト》。霊峰ヴァルハラの深しん奥おうへと誘いざなうように建こん立りゆうされたそれには、見る者によっては荘そう厳ごんとさえ感じるであろう意い匠しよう──魔物と人間の共存世界を表現した彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

　ヨルやアウルから言わせれば、これ以上無い程悪あく趣しゆ味みで馬ば鹿かげた趣しゆ向こう。ゴテゴテしていてまとまりがないし、なにより、共存世界と言いつつ、そこに描えがかれているのは魔物が人間に隷れい属ぞくするペットのような扱いで成立している腐った平和だ。

　細かく観察すればするほど、いちいち気分が悪い。ヨルは視線を落とすと、扉の正面中央下部にある六角形の紋もん様よう……審判者が手を翳かざすべき位置を見やった。

　ゲインが続けてくる。

「以前も進言したが、やはり扉が開く前に決着をつけてしまうにこしたことはないのでは？　我々が最も恐れるべき事態は、勇者が旅を完かん遂すい──つまりは加護システムの再起動を許してしまうことなのだろう？　だったら……」

「確かにゲインの言うことはもっともだね。慎しん重ちようを期するなら、絶対にそうすべきだ」

「ならば……」

「だけどごめんね。ボクには、守りに入る気なんてサラサラないんだよ」

「…………」

　黙だまり込むゲインに、ヨルはニコリと微笑んで、諭さとすように続けた。

「以前も説明したけれど、審判者による加護システムの再起動には、ちょっとした裏うら技わざがある」

「……ああ、それは聞いた。……俄にわかには信じがたいことだが、極論すれば……」

　ゲインはそこで躊躇ためらうように一拍おいた後、酷く剣けん吞のんな顔つきを見せた。




「勇者以外がシステム権限を一時的に掌しよう握あくすることも、可能だという話だな」




「そう……。勿論、そうやすやすと誰だれもが神になれるわけじゃあ、ないけれどね」

　思わず苦笑いしながら、ヨルは説明を続ける。

「そもそもシステムの再起動や終しゆう了りよう、及および管理者の願いを叶かなえるための権限は、勇者が《聖域の扉ビフレスト》を開いた時点で、《聖域》の最奥に出現するキー……《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれた者にこそ与あたえられる。つまりは、《聖域》への入場許可がなければ話にならない。で、通常《聖域》に入れる者は、勇者と……」

「全ての試練に付き合ってきた同どう伴はん者しやか。彼かの者達ならば、審判者を出し抜ぬいて《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触れさえすれば、権限を握にぎることも出来てしまうと……」

「そう。まさに裏技だろう？　付け足すなら、ボクやキミ達魔人でもいけるね」

　どこか誇ほこらしげに説明するヨルに、ゲインは顔を顰しかめる。

「しかし解せない。なぜアウルとやらはシステムにそんな欠けつ陥かんじみた機能を？　審判者以外には絶対に《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を起動出来ないようにしておけば良いではないか」

「……そこだね。それこそが、ボクが危険を冒おかしてまで《聖域》内部に入りたいと願う理由なんだよ」

「……どういう意味だ？」

　全く意味が分からんという様子で首を傾げるゲインに、ヨルは少し照れ笑いを浮かべながら、答えた。

「《革命の鍵笛ギヤラルホルン》が他者にも起動できる仕組みになっているのは、きっと、アウルがボクのために残してくれた機能なんだと思う」

「……なんだと？　人間が……魔王のためにだと？」

　目をぱちくりとしばたかせる魔人に対し、ヨルはくすくすと笑って続ける。

「初代の時は、ボクやアウルも審判者に随ずい伴はんしたからね。元々少し初代の動向に不ふ穏おんなものを感じていたアウルは、もしもの時の保険のために、ボクやボクの仲間が初代を抑おさえて権限を手に出来る可能性を残したんだろう。まあ結果は……惨さん憺たんたるものだったけれど」

「…………」

　苦々しい表情で黙り込むゲイン。ヨルはやれやれと肩かたを竦すくめた。

「しかも悪い事にそのシステムは現在、まんまと教会に利用されるカタチにはなってしまっている。ホント皮肉だよ」

「？　教会が利用？　一体何をどうすると……。……まさか」

「お察しの通り。教会が勇者にやたらと屈くつ強きような護衛をつけたがるのは、このせいさ。歴代のシヴィルとかね。勿論全ての大前提として勇者が《聖域》入りしないと話にならないわけだから、それを守るという任務も噓うそではないのだけれど……最後の最後の場面で、後年は殆ほとんど毎回、教会の息がかかった同行者に裏切りを働かせていた。権限を奪うばい、再起動させ、勇者の状じよう況きよう理解が追いつかぬ間に、ぱぱっと元の世界へと送そう還かんしてしまう」

「……人間というのは……」

　ゲインが怒いかりを通り越こして最も早はや呆あきれの表情を見せる中、ヨルは更さらに続ける。

「一応、全ての回がそうであるとも限らない。勇者が完全に女神教会の思想にかぶれてくれればわざわざ危険を冒すこともないしね。ああ、そうそう傑けつ作さくなのは先代勇者のキサラギかな。彼女の場合はこれまでと全く違ちがう展開になったわけだけど……まあ今はいいか」

「話を戻すが、要は今回はヨル自身が《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触れて加護システム及び勇者召しよう喚かん機構の完全終了を成そうとしている……ということでいいか？」

「うん、そうだね」

「……この混こん沌とんとした状況でわざわざそれを狙ねらうリスクは……」

「当然理解しているよ。……ごめんね、ゲイン」

「……まったく」

　岩から降りつつ、腰こしに手を当ててヨルを見上げてくるゲイン。ヨルが「あはは」と笑って手を振ふると、彼はまるでワガママな子供に手を焼かされた親の如ごとき温かい瞳でヨルを見つめ返した。

「……っと」

　刹那、突とつ然ぜんヨルがハッとした様子であたりを見回しながら、枝の上に立つ。

　そうして彼は何かを注意深く確認すると、現在最も信しん頼らいを置く友人の名を呼んだ。

「ゲイン」

「どうした？　ヨル」

　自らの主あるじを見上げる彼に、ヨルは少し躊躇いがちに……しかりハッキリと、告げる。

「これまで本当にありがとう。最初に出で逢あえた魔人がキミで、ボクは本当に良かったよ」

「な、なんだ急に。この出逢いへの感謝という話ならばむしろこちらが……」

　そこまで言いかけて、ゲインもまた何かに気付いたように鼻をひくつかせる。

　そんなゲインの様子を、ヨルはジッと瞳に焼き付けるように見つめた後。

　今にも消えてしまいそうに儚はかない……それでいて強い覚かく悟ごを感じさせる、どこか吹ふっ切れたような爽さわやかな表情と共に、口を開いた。




「どうやら、最終決戦の開幕のようだ」








間章　ミカミミユキ４









「あ、み、ミユキ……」

　ヒロキとトオルのいるＩＣＵに戻ると、夫のリョウがなにやら動どう揺ようした様子でこちらを見つめてきた。

　一いつ瞬しゆんヒロキに何かあったのかと肝きもを冷やしたものの、見ればヒロキは……ついでにトオルも、落ち着いた呼吸を繰くり返しているのみ。心電図の音も正常そのもの。

　私は大きく息を吐はきながら「どうしたのよ」と訊たずねつつ、二つのベッドの間に身を置くリョウへと近付く。彼は未いまだに落ち着かない様子で視線を動かしながらも、ガタガタと立ち上がり私に椅い子すを譲ゆずった。

「その、少し前に……ヒロキが、意識を取り戻して……」

「えぇ!?」

　思わず顔に喜色を浮うかべる私に、リョウが慌あわてて説明を付け足す。

「ああっ、ち、違うんだ。その、ヒロキが何か喋しやべった気がして、看護師さんを呼んだんだけど……その、結局意識が戻もどってはいなかったということがあって……」

「……なにそれ」

　私は露ろ骨こつに肩を落として、これみよがしに落らく胆たんの意を示す。リョウが申し訳無さそうに俯うつむく中、私はトオルをちらりと一いち瞥べつだけして、すぐにヒロキの様子を眺ながめられるように椅子を動かした。

　腕うでに点てん滴てきの管が繫つながった冷たく弱々しい手。それをそっと、自らの両手で包み込む。

　そうしていると、まだ病室から出て行っていなかったらしいリョウが、情けない言い訳じみたことを始めた。

「その……でも、確かに聞いたんだよ俺。ヒロキが喋ったのを……」

「なんて？」

「なんてって……それはその……いや……その……魔ま王おう……」

「はぁ？」

　顔だけ振り返らせて訊ねるも、彼は私から視線を逸そらし、もごもごと言い淀よどむ。私はいい加減彼の与よ太た話に見切りをつけ、ヒロキの看病だけに集中することにした。

　しばらく無言でいると、リョウは「ごめん、ちょっと休きゆう憩けいしてくるわ」とだけ呟つぶやき、とぼとぼとＩＣＵを去る。

　彼が病室のドアを閉めてから、私は大きく溜ため息いきをついた。

「（あの人もあの人なら……私も私ね）」

　どこか抜けているとはいえ、それでも彼に悪気なんてこれっぽちもないのは私にも分かっている。分かっているのに、どうしても苛いら立だちをぶつけずにはいられない。

「（どうしてこんな風になってしまったのかしら……）」

　前夫を亡なくし、ヒロキやフウトと共に闘とう病びよう生活に励はげみだしたのは、何も今に始まったことじゃない。昔からずっと私の心はあえぎ、もがいている。

　だけどここ最近の自分の苛立ち方は、少し異常だ。悲しみや憂うれいといった感情の殆どを、無理矢理怒りに転化してしまっている節がある。

　特に……トオルという、この世の理り不ふ尽じんを体現したかのような、都合の良いはけ口に対しては。

「……あ」

　ふと、自分の手が俄に汗あせばみ始めていることに気付いた。ヒロキを不快にさせてはいけないと慌てて手を放し、ハンドバッグの中から汗を拭ぬぐうためのハンカチを引っ張り出す。……と。

「…………」

　同時に、家で乱暴に詰つめ込んできた作文用紙が……トオルがこれまで小学校で書いてきた作文を丸めたものが視界に入った。

　私はそれを一いつ旦たん無視してハンカチで自らとヒロキの手を淡たん々たんと拭うものの……どうにも、ハンドバッグの中身に視線がいって仕方ない。

　私はヒロキの穏おだやかな寝ね顔がおをしばし見つめた後、そっと自らのバッグに手を差し込み、原げん稿こう用よう紙しを取り出す。その際も、トオルには少しも目をくれぬよう気をつけた。

「（ただの気分転てん換かんよ……そう……意味なんてないんだから……）」

　これは決して、自分が彼に歩み寄ろうとしているわけじゃない。むしろ逆だ。その拙つたなさを嗤わらうことで、ヒロキやフウトへの変わらぬ愛を再確かく認にんする作業だ。

　私はくしゃくしゃに丸めてあった原稿用紙のしわを伸のばすと、重なっていたものを一枚、一枚とめくり始める。

　最初に読んだのは、トオルが一年生の頃ころに書いたらしき「ぼくのだいじなもの」という作文だった。実の母親と父親に対する無む邪じや気きな感謝と、これから向かう旅行に対する期待の記しるされた、幼よう稚ちで下らなくて……そして、あまりに皮肉な作文。

「…………」

　途と中ちゆうまでは当初の思おも惑わく通りトオルの子供っぽさを小こ馬ば鹿かにする気持ちで読めたものの、最後の最後で水を差されてしまった。

　将来の幸せを信じて疑わない者と、その先に待ち受ける残ざん酷こくな運命。

　それが、ヒロキやフウトを出産した時の自分と重なり、胸の内に言い知れぬ想おもいが去来する。しかしそれは……その正体を確認してはいけない、想いだ。これまでにも何度も必死で飲み込んできた、想いだ。

「（気に食わない……ホント気に食わないのよ……！）」

　私はもっとトオルの幼稚さ、愚おろかさ……つまりはうちの息子むすこ達と比べて劣おとる部分が明確に顕あらわれた文章を求めて、用紙を捲めくる。

　次に現われたのは、二年の時……私達と暮らし始める前後に書かれたらしい、作文だった。




　　　　＊




　ぼくの好きなもの


二年　三組　ミカミ　トオル　　






　ぼくが好きなものは、おつけものと、体育と、チャンバラと、ゲームです。

　べんきょうは、あまり好きくないです。あたまの中がかゆくなるからです。

　おつけものは、すごいです。えーよーがあって、ほぞんがきくんだと、むかしお母さんが言ってました。でもぼくは、おいしいから好きなだけです。お母さんのおつけものは、せかい一だったと思います。あじがまいかいバラバラなところが、とくによかった。でもそうほめたら、お母さんはいつもなぜかはずかしそうにしていました。ふしぎです。

　体育やチャンバラは、楽しいから好きです。負けたらくやしいけれど、勝ったらうれしいから、好きです。あ、べんきょうは負けてもいいです。しかたありません。

　ゲームは、一人であそべるのがいいとおもいます。友だちとは、あんまり夜おそくまであそべないから、家に一人のときは、ゲームとテレビが、友だちです。

　とくに、わるいヤツをたおして、ほめられるのが、好きです。今も、せかいのめーうんは、ぼくの手にかかっています。かえったらやらないとだめです。これは、べんきょうしている場合じゃないとおもいます。しかたありません。

　あと、さいきんは、ヒロキ兄さんが大好きです。

　ヒロキ兄さんは、にゅういんしていないとき、ぼくといっぱいあそんでくれるからです。家が、さみしくないです。

　あとあと、リョウおとうさんと、ミユキおかあさんも、好きです。

　二人とも、すごくやさしくて、カッコイイから、好きです。

　こちらからは、いじょうです。




　　　　＊




「……なによ、この締しめ。馬ば鹿かじゃないの」

　思わず感想を声に出して呟いてしまう。……国語が苦手とは聞いていたけれど、この作文などは最も早はや一周して、おかしな味を出し始めてしまっている。

　そして、私はようやく安心して小馬鹿に出来る文章が見られて、酷ひどくほっとしていた。

「（まったく、ホント馬鹿な子。作文コンクールでいつも賞を取っていたヒロキやフウトとは比べものにならないわね……）」

　そんなことを考えながら、もう一度今の作文に視線を落とす。

「（特に……最後の方の、とってつけたような、リョウと私のことも好きだとかっていう描びよう写しや。こういうのが、ホント浅ましいというか……）」

　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって彼がヒロキに懐なついているのは認めるにしても、リョウや私を……いえ、私を好きだなんていうのは、絶対に噓うそだ。

　当時はまだ私もそこまで露骨な対応をしていなかったとはいえ、私とトオルの間には最初から溝みぞがあった。いや、溝や壁かべなんて表現じゃ生なま温ぬるいかもしれない。

　相手を遠くから突つき刺さすための長い槍やりを、互たがいに構え合っていたような状じよう況きようだった。

　近付けば傷付け合うしかないのを互いに承知し、だからこそ、穏やかな表情の仮面をつけて距きよ離りを取る。それこそが、ずっと変わらない、私とトオルの関係。

　だからこそ、私のことも好きだという文章を見かけた瞬間、私はただただ鼻白んだ。

　実際、彼が私のことを母親だなんて思っていないことは、この作文紙面を前の母親の話にばかり費ついやしていることからも明白だ。本当に私のことを想っているのなら、こんなバランスの書き方はしないはずだ。

　トオルの構えた槍の先せん端たんが、こちらの肩かたをかすめたような気分だった。

「（ホント……呆あきれる程ほどに相あい性しようが悪い子だこと……）」

　義理の息子という事実を除いても、こんなにも相性が悪い人間がこの世にいるだなんて、私は思ってもみなかった。

　共通点が無いから腹が立つんじゃない。共通点ばかりなのに違ちがうから、腹が立つのだ。

　親からの愛や、大事な人を失う経験……それを経へて出す結論に全く納なつ得とくがいかないからこそ、これ以上ない程に腹が立つ。

　そんな子共が、あろうことか、いなくなった私の息子……フウトのいた場所を奪うばおうとしているのだから、最早これで憎にくむなという方が無理じゃないか。

　私は自分が間違っていない、という思いを深めると、少し気分良く次の作文を捲った。

　と、そこにあったのは──。

「お母さん」

「っ」

　──トオルの部屋で見て息を吞のんだあのタイトル。

　高こう揚ようしていた気分が一気に下降し、鼓こ動どうが早まる。

「（……なんてタイトルよ……）」

　どう転んだって私にとって不快な文章が記されているのが明白な作文タイトル。

　それはどうやら今書いているもの……つまりは私と暮らし始めて数年経たってからのもののようだが、そこに記されているであろう内容は、恐おそらく九く分ぶ九く厘りん前の母親のことだろう。

　いっそのこと捨ててやろうかとさえ考えたものの、当然病室では無理だし、わざわざここを離はなれてまですることでもない。

　私は呼吸を整え直すと、改めて……それがトオルが私に対して構えた最大級の槍であることが明白だからこそ、あえてその作文を──彼を今よりももっと憎めるよう、読み進めることを決意した。




　　　　＊




　お母さん





四年　三組　ミカミ　トオル　　






　天国のお母さん。

　ぼくのお母さんは、昔、お船の事故で亡なくなりました。お父さんも一いつ緒しよです。

　二人とも、ぼくのことを命がけで助けてくれました。

　だからぼくはこうして、今日も元気に、小学校に通えています。

　実を言うと、お船に乗っていた時のことを、ぼくはあんまり覚えていません。お医者さんは「それを忘れるべきだって、キミの心が判断したんだ。だからそれでいいんだよ」と優やさしく言ってくれたけれど、ぼくはあんまり納得出来ていません。

　だって、その結末に、とっても恐ろしいことが待ち受けていると知っていても。




　ぼくはやっぱり、お父さんとお母さんとの最後の旅行を、覚えておきたかったです。




　いつかお父さんは言っていました。旅というのは、時に悲しいこと、辛つらいこともあるからこそ、人を成長させる輝かがやきに溢あふれているんだって。

　だから、今度何か旅をする機会があったら、その時は、どんなに大変な目にあっても、それも含ふくめて、全部、いい思い出にしたいと思っています。




　　　　＊




　やはり実の母親へ向けた文章だ。私はどこか安あん堵どを覚えつつ、原稿用紙をめくる。

　と、次の用紙の先頭に書かれていた文字は……。

「ミユキお母さん」

　トオルが私の眉み間けんに槍を突きつけてきた様を幻げん視しし、思わず肩が震ふるえる。

　幻まぼろしのトオルの目に、感情の色は無い。冷たい瞳ひとみ。ボロボロの私を無む慈じ悲ひに映し出す透すき通ったガラス玉。

　私はしばし呆ほうけてしまうも、しかし……ここで逃にげるわけにはいかないと、幻のトオルの胸、心臓部分にこちらも槍を突きつけるイメージを描えがいて自分を鼓こ舞ぶしつつ、震えながらも残りの文章に目を落とす。




　　　　＊




　ミユキお母さん。

　ぼくには、実は二人お母さんがいます。天国に行ったお母さんと、新しくぼくと家族になってくれた、ミユキお母さんの、二人です。

　先生は「お母さんのことを書け」としか言ってくれなかったので、なんだかぼくだけ長くなって不公平だけれど、ぼくは、どちらのお母さんのことも書きたいと思います。

　ミユキお母さんのことは最初、ぼくは凄すごく怖こわい人だと思いました。

　怖いというのは、不良さんへの怖いとかじゃなくて、お化けへの怖いの方です。

　なんだか「執しゆう念ねん」みたいなもので動いている感じがして、でも、なのに、なんだか今にも消えてしまいそうでもあって。

　そしてなにより、なんだかぼくに凄く怒おこっている感じがしました。

　ミユキお母さんは、なぜだか、ぼくのことが大だい嫌きらいなんだ。それは、会ってすぐに分かったことでした。

　だからぼくもホント言うと最初の最初は、ミユキお母さんが苦手でした。

　けれど、ぼくはすぐにミユキお母さんが大好きになりました。

　どうしてかというと……。




　　　　＊




　そこまで読んで、私は鼻を鳴らす。どうせここからは、小こ賢ざかしい、教師に向けたいかにも「良い子」のあの子らしい、心にも無い気き遣づかいの言葉の羅ら列れつになるのだろう。

「（さて、どんなありもしない、私との《いい話》をでっちあげる気か見物ね）」

　トオルによる創作のお手並み拝見とばかりに、口元に嘲ちよう笑しようを浮うかべながら用紙をめくる。

　と、そこに記しるされていたのは──。

「初めて一緒にお食事した時、ミユキお母さんが、ぼくにお漬つけ物をくれたからです」

　──まごうかたなき事実を元にしたその一文に、私は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。




　　　　＊




　本当言うと、ぼくは元々お漬け物が苦手でした。父さんによると、最初に食べさせたのがクセの強いぬか漬づけだったのがいけなかったのだろうとのことです。反省するぐらいなら、なんでそんなのから食べさせたんでしょう。父さんは時々意味が分かりません。

　さすがにぼく自身は、子供の時すぎてその時のことはあんまり覚えていません。でも、物心ついた時には、もうお漬け物が嫌いでした。

　だから、ぼくが本当にお漬け物を食べられるようになったのは、もっと後……天国のお母さんが、ぼくのために、お漬け物を作ってくれるようになってからです。

　お漬け物は、色んな食事にカタチを変えてしょっちゅう出て来ます。だからお母さんは、ぼくがそのまま苦手なのは可哀かわい想そうだと思ったらしいです。

　……またまた正直に言っちゃうと、お母さんは、決して料理上手じゃありませんでした。だけど、ぼくのためにと必死で作ってくれたお漬け物を、家族みんなで、これはすっぱいだの、あまいだのと言いながら、楽しく食しよく卓たくを囲んでいるうちに。

　ぼくは、お漬け物がたまらなく好きになっていました。

　お漬け物の味は、ぼくにとって、今は幸せの味です。おいしいとかまずいとかより先に、楽しいって思っちゃいます。そんな、大事な大事な好物です。

　……だったん、だけど。

　父さんと母さんが亡くなってから、ぼくは、あんなに大好きだったお漬け物が、また、少し嫌いになり始めていました。

　なぜか、どんなお漬け物を食べても、苦くてしかたなくて。

　それでも、自分はお漬け物が好きなはずなんだってムキになって、お漬け物と見ればとびついて食べる日がずーっとつづいていたのだけれど。

　そんなある時です。ミユキお母さん達との初めてのお食事会があったのは。

　その食事会の時、ぼくがいつものように、ちょっと意地もあって、少し怖いけど思い切ってお漬け物をねだってみたら。

　本当は、ぼくのことが大嫌いなはずなミユキお母さんが、笑って、こころよく、お漬け物を差し出してくれて。

　そうして、リョウおじさんやヒロキ兄さんが少し呆あきれたように見守る中、なんだかくすぐったい気持ちで食べたお漬け物は。




　昔、父さんと母さんと一緒に食べたお漬け物と、一緒の味がしました。




　……ミユキお母さんのことが大好きになったのは、その時からです。

　でもこれは、ぼくの勝手な想おもいです。

　今でもやっぱり、ミユキお母さんがぼくを嫌っているのは、よく分かります。

　ぼくは、昔から人の役に立つのが好きなのだけれど、でも、ぼくのことを大嫌いな人に、ぼくはどうしてあげるのが一番いいんだろうって、いつも悩なやんでいます。

　ミユキお母さんのためになるなら、ぼくは、なんだって出来ます。




　なぜなら、おいしいお漬け物をぼくに分けてくれたあの時から、ミユキお母さんは、ぼくにとって、本当にだいじな家族だからです。




　リョウおじさんと、ヒロキ兄さんだって、そうです。

　でも、二人には素す直なおに感謝が出来るけれど、ぼくを嫌っているミユキお母さんには、そうはいきません。

　だから、ぼくはこれまで、出来るだけ、ミユキお母さんが望むようにふるまおうって、頑がん張ばってきました。

　まず、ミユキお母さんは、ぼくに「お母さん」と呼ばれるのが苦手みたいだったから、それをひかえるようにしました。

　次に、ミユキお母さんは、亡くなったフウト君を思い出すのが辛いみたいだから、ぼくは、彼とは真逆の子供になろうと思いました。……あ、元々頭の出来が悪いから、そんなこと思わなくても、優ゆう秀しゆうなフウト君とは全然ちがったんだけれど。

　最後に、ぼくは出来るだけミユキお母さんにとって、腹の立つ子でいようと思いました。

　今にも消えてしまいそうなミユキお母さんのカラダに元気がみなぎる時って、いつだって、何かに怒っている時だから。

　でも、リョウおじさんや、ヒロキ兄さんが怒られるのは見たくないので、ぼくは、自分が怒られるといいなと思いました。ミユキお母さんはぼくのことが大嫌いだから、これは、結構簡単にいきました。というか簡単にいきすぎて、しょんぼりしたぐらいです。

　ミユキお母さんは本当に頑張り屋で、強くて、優しいお母さんです。

　そんな大好きなお母さんが望むなら、ぼくは、なんだってしてあげたいです。たとえ、すっごく嫌われちゃっても。それでも、ぼくはミユキお母さんが大好きだから。

　……だから本当は、兄さんの代わりに、ぼくがいなくなってあげられれば、皆みんなにとってこんなに幸せなことはないと思うんだけれど。

　でも、そんな魔ま法ほうみたいなことは、できそうにないから。

　だからぼくは、これからも、ミユキお母さんの迷めい惑わくにならないよう……だけど大事な場面でちゃんと守ってあげられるよう、勉強やスポーツチャンバラ、あと




　　　　＊




　そこで、唐とう突とつに作文は終わっていた、書き掛かけも書き掛け、下書き段階程度のものだったらしい。どうりで、いくらなんでも学校に提出するものとしては取しゆ捨しや選せん択たくの出来てない情報が多いわけだ。

　私は深く息を吐はいて用紙をめくり、淡たん々たんと、最初の作文を表にまで持って来る。

　そうして、ちらりとトオルのベッドに視線をやったところで……遂ついに押し寄せる感情の波に耐たえきれず、わなわなと肩かたを震わせながら俯うつむいてしまった。

「……なんだっていうのよ……今いま更さらこんな……あの子がどういう境きよう遇ぐうにあったのかなんて、元々知っていたわよ……。こんな作文を見つけたからと言って……もう……」

　そうは言いながらも、これまでは頑かたくなにヒロキだけに向けていた視線を、トオルへも注いでしまう。死の淵ふちを彷徨さまよう子供の痛ましい姿。それがどうしても……どうしても、フウトと重なってしまう。私はトオルから視線を外し、懸けん命めいに、とにかく何も考えないように、白い床ゆかだけを一心に見つめ……そして自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「……あの子はフウトになれないし、させない。ヒロキにもなれない。私には無関係の子。それどころか、私と同じく家族を失っているのに……ヘラヘラと『元気な子』を演じる、気味の悪い子。……そうでしかないのに……そうじゃなきゃいけないのに……」

　更に強く、作文用紙をぐしゃりと握にぎりしめる。

　自分でも既すでに涸かれ果てたと思っていた涙なみだが、ぽたりと一ひと滴しずく、床に落ちた。

「ふざけないでよ……。…………ふざけないでよ……」

　私にどうしろっていうのよ。健康な身体からだに産んであげられなかったヒロキとフウトに、私の持ちうる限り最大限の愛情を注ぎたいと願うことの、なにがいけないっていうの。

　なぜ、いつもいつも、私を揺ゆらがせるようなことばかりが起こるの。

　神様とやらがいるのなら、答えてほしい。

　ねぇ、どうして？




　どうして……この子から実の両親を奪うばって、私みたいな女のところに寄よ越こしたのよ。




　そんなの、誰だれも望んでいない。誰も幸せにならない。私も……この子も。

　私はくしゃくしゃになった作文用紙を、愛あい憎ぞうの入り交じった複雑な気持ちで見つめる。

　────と、

「？」

　一いつ瞬しゆん、ヒロキが何かを言った気がして、私は慌あわてて彼の様子を覗うかがう。しかし期待も虚むなしく、そこに居たのはやはり相も変わらず意識を失ったままの息子むすこで。

　少し落らく胆たんしながら彼の髪かみを優やさしく撫なでていると、ふと、ヒロキの微び妙みような変化に気がついた。

「（あら？　なんだか……嬉うれしそう？）」

　元々表情変化が乏とぼしいヒロキにしては珍めずらしい、どこか満ち足りた顔。いい夢でも見ているのかしら、などと考えていると、ふと、先さき程ほど涙を流したせいか、酷ひどく喉のどが渇かわいていることに気が付いた。

　眠ねむ気け覚ざましも兼かねてコーヒーでも飲んで来ようかと、財さい布ふを持って立ち上がる。

　本当は片時もヒロキから目を離はなしたくはなかったのだけれど、たった今見た彼の笑えみには少しばかりの安心を貰もらえた。

　私はそっとＩＣＵを後にすると、自じ販はん機きの並ぶロビーまで戻もどり、カップコーヒーを買ってから待ち合い用の椅い子すに腰こし掛かけた。

　久しぶりに温かい飲み物をとり、心が落ち着いてくる。と同時に、緊きん張ちようがほぐれたせいか酷い眠気が襲おそってきた。私はカップを膝ひざの上で両手でしっかりと摑つかんだまま、こくりこくりと船を漕こぎ出す。

　そうして、一体何分経過したのだろうか。

「ミカミさん！　ミカミさん！」

「っ!?」

　心地ここちよい微睡まどろみから急激に揺り起こされ、私は心臓を跳はね上がらせた。

　気付けば目の前には、険しい表情の看護師。確か、姫ひめ野のとかいったかしら。

　彼女は私が起き目を覚ましたのを確かく認にんして肩をゆするのをやめると、しかし険しい表情のまま早口で告げて来た。

「息子さんの容体が急変しました！」

「……え」

　ぼんやりとしていた頭が一瞬で覚かく醒せいし、顔から血の気が引いていく。勢い込んで立ち上がると、近くのゴミ箱にカップを乱暴に捨て、院内規則も無視して走り出した。

　後ろで制止する姫野さんの声も無視し、ただただ、一心不乱に走る。

「（どうして……どうして私がたまたまヒロキから目を離した時に限って……！）」

　神とやらはどこまでも私のことが嫌いらしい。

　私は怒いかりを原動力としてガムシャラに駆かける。神の嫌がらせになど負けていられない。

　トオルの作文にあったとおりだ。私は、怒おこっている時が一番身体に力が漲みなぎる。

「（ヒロキ……ヒロキ……！）」

　愛する息子の名前を心の中でなんども呼びながら、廊ろう下かを駆け抜ぬけていく。

　いよいよＩＣＵの前まで来ると、私は勢いそのままにガラガラと扉とびらを開いた。

「ヒロキ！」

　そうして、叫さけびながらも入室したその先には……。

「……え……」




　緊きん迫ぱくした様子の医師と看護師に囲まれた息子──トオルの姿が、あった。








第四章　決戦









　ミカミトオル




「っ!?」

　どくんっ、と身体全体が脈打ち、ぼくは思わず膝を落とした。

　滲にじんだ目に映る白黒の樹海は、まるでホットチョコレートにミルクを流し込んだかのようだ。意識が薄うすらぐ。身体が、今にも空気中に霧む散さんしていきそうな不安感。

「トオルさん!?」

「おやおや、これは……」

　即そく座ざにサクヤが駆け寄ってくると同時に、スーリムがスッと目を細める。

「（まずい……！）」

　ここでぼくが戦力外と見なされたらまず間ま違ちがいなくスーリムは魔ま王おう陣じん営えいに戻る。──ぼくを裏切った証しよう拠ことして、サクヤの首あたりを手て土産みやげに。

　即座にそう判断したぼくはギロリと瞳ひとみに殺気を[image: ]ほとばしらせ、スーリムを牽けん制せいした。

　彼は値ね踏ぶみするようにこちらを眺ながめた後、ニコォと微笑ほほえみを漏もらす。

「大だい丈じよう夫ぶですかぁ？　しっかりして下さいよ、トオル君」

「……っ！　ああ……大丈夫。サクヤも、ごめんね」

　ぎこちないながらも、呼吸を整えてサクヤに微笑む。彼女はしばらくぼくの肩を支えるようにしてくれていたものの、ぼくがスーリムに出来るだけ弱みを見せまいとしている意図に気付いたのか、心配も程々に引き下がってくれた。

　彼女の聡そう明めいさに感謝しつつ、よろよろと立ち上がる。

「そういえば、ルウ君が亡なくなる前に何か言ってましたね。今戻ってはいけないとかなんとか。……ああ、もしかしたらキミの本体、死にかけなんですかねぇ？」

　底意地の悪い質問をぶつけてくるスーリム。ぼくは呼吸を落ち着けながら、出来るだけ平静を装よそおってそれに応じた。

「さぁね。たとえそうだとしても、こっちに影えい響きようが出るとは限らないんじゃない？　実際これまでぼくはなんともなかったんだし。今のはちょっとした立ち眩くらみで……」

「いえ、そうとも言い切れませんよ？　確かに歴代勇者の中には、あちらの身体を完全に捨て、こちらで生きていく者がいたみたいですが、それはあくまで、願いを叶かなえた後の話です。旅を完かん遂すいしておらず、強制送そう還かんの可能性もまだある状じよう況きようでは、あちらとの繫つながりを完全に断つわけにもいかないでしょう」

「……それは……」

「まあこれまでに『旅を終える前に、あちらの身体が先に壊こわれた』という前例を聞いたことがありませんから、なんとも言えませんけどねぇ」

　湿しめり気けを帯びた嫌いやな視線でぼくの全身を睨ねめ回すスーリム。どうやらまだ値踏みは続いているらしい。……しかし、ここで彼まで敵に回している余よ裕ゆうはない。

　ぼくは気を引き締しめ直すと、早々に作戦を開始すべく切り出した。

「じゃあスーリム。打ち合わせ通り……」

「ああ、二手に分かれる件ですか？　んー、どうしよっかなぁ？」

「っ……」

　彼のねっとりとた視線に、ジッと耐える。……このままではまずいか。

　ぼくは小さく息を吐くと……以前から少し考えていた、しかし出来るだけ使いたくなかったとある奇き策さくの一つを、スーリムへと告げた。

　ぼくの提案に、サクヤとスーリムは一瞬目を丸くして驚おどろく。しかしすぐにスーリムが大層機き嫌げんよく大笑いすると、「ＯＫＯＫ！」と応じ、ようやくぼくへの不信を解除してくれた。

　奇策の仕込みを手早く終えた後、スーリムと別れる。彼が視界から消えるまで見送ったところでほっと胸を撫で下ろしたぼくに、サクヤが神しん妙みような面おも持もちで訊たずねてきた。

「トオルさん……こう言ってはなんですけど、やっぱりスーリムさんとは同行しておくべきだったんじゃないですか？」

「どうして？」

「どうしても何も……トオルさんだって分かっているでしょう？　彼は、身近な位置からの裏切りも厄やつ介かいですが、それ以上に、目の届かないところで活動される方がよっぽど怖こわい存在です。たとえ私達のリスクが大きくても、彼はこちらに留とどめておくべきでした」

「ファルディオや師し匠しようのためにかい？」

「そ、それは……」

　どこか気まずそうに俯うつむくサクヤ。ぼくはそんな彼女の頭に、兄さん譲ゆずりの動作でぽんぽんと軽く手を置く。

「サクヤはやっぱり優しい人だね。大丈夫だよ。ファルディオと師匠なら、スーリム単体程度、どうとでもあしらうさ。でもまあ、二人の足止めぐらいにはなってくれるかな」

「……トオルさんは最近、なんだか私より大人で、少し腹が立ちます」

　ぷくっと年相応の子供らしく頰ほおを膨ふくらませるサクヤ。ぼくは苦笑いを浮うかべると、確かに近ちか頃ごろのぼくは、ぼくらしくないなと思った。思考が、兄さんに寄りすぎている。だけどそれは……目的を達成する上で、そうならざるを得ないからだ。

　ぼくは瞳から感情を消すと、サクヤに呟つぶやく。

「でも、あいにく今のぼくには、他人を気き遣づかっている余裕なんて無いんだ。使えるものはなんでも使うし、切り捨てられるものはどんどん切り捨てる」

「……本当にトオルさんの意志は堅かたいんですね」

「うん……。……だからサクヤ、今からでもぼくにつくのはやめてくれても──」

　そう、ぼくがもう何度目になるか分からない突つき放しの言葉を言いかけた、その刹せつ那な。

　サクヤは突とつ然ぜんぼくの前まえ髪がみを搔かき上げると──おでこに、軽く唇くちびるを触ふれさせてきた。

「……ふふっ」

　後ろ手に手を組み、頰をほんのり染めて離れるサクヤを、ぼくはおでこに手をやりつつぽけっと見つめる。

　彼女は小さくはにかむと、その瞳に優しさと強い意志を宿らせてぼくを見つめる。

「言いましたよね？　私はトオルさんの共犯者です。貴方あなたが暗い道を往いくというのなら……私はただ黙だまってそれに付き従うのみです」

「どうしてそんなこと……」

「あら？　だって以前、トオルさんだって、私に同じ事をしてくれたでしょう？」

「え？」

「《シュ・ロッカ》の時です。大人に言わせれば大間違いの私のワガママに、トオルさんは進んで付き合ってくれたばかりか……あまつさえ、それを達成までさせてくれたんですよ？　恩人という言葉なんかじゃ表現しきれない程ほどに、トオルさんは、私にとって大事な人なんです。自覚なかったんですか？」

「サクヤ……」

　自分がそんな風に思われているだなんて、考えもしなかった。だってぼくはあの時……やっぱり、ただ浅はかな子供だっただけだ。あの勝利はヴェリール村の皆みんなでもぎとったものだし、ぼくのやったことなんて……。

　そう謙けん遜そんしようとするも、今度は突然ぎゅっと両手で手を握にぎられて、何も言えなくなってしまう。

「だから、トオルさんがワガママを通したいっていうなら、私にはそれを応おう援えんする義務があります」

「義務って……」

「私なんかじゃ大した力にはなれないかもしれません。だけど、それなら私はせめて、貴方に、こう言ってあげられる、唯ゆい一いつの存在でいたい」

「え？」

　ハッと顔を上げるぼくに。

　サクヤは……これまで見た誰だれよりも優しい顔で、笑って告げる。




「トオル。貴方は、間違っていない」




「…………っ」

　思わず全身から力が抜ぬけそうなり、慌あわてて歯を食いしばって、俯く。

　頭の中を、ぼくの大事な人達の姿が流れてゆく。ぼくを助けて命を失った父さんと母さん。ぼくを救うためだけに策さく謀ぼうの限りを尽つくし、最後はぼくをかばった兄さん。そして……ぼくなんかのせいで、いつも苦しそうだったミユキお母さん。

　ぼくは……本当はずっとずっと、心の片かた隅すみでは、こう思っていたんだ。




　ぼくが生まれてきたこと自体が、間違いだったんじゃないかって。



















　ぼくさえいなければ、皆が幸せだったんじゃないか。そんな想おもいが……ずっとずっと、拭ぬぐいきれなくて。

　だから、人のために役に立てた時は、なによりも嬉うれしくて。その相手が大事な人だっていうなら……尚なお更さらで。

　だけど今。大事な人を助けようとすればする程……他ほかの誰かを傷付けるこの状況で。

　意志を貫つらぬけば貫くほど、ぼくを嫌きらいになるぼくも、確かに居て。

　だから……だから……。

「……ありがとう……サクヤ……」

「あ……」

　ぼくは、ぎゅうっとサクヤを抱だきしめて、感謝の言葉を告げる。……きっと彼女も、本当は師匠やファルディオと同じ気持ちだ。ぼくを止めたがっている。それなのに……それでもサクヤは、ぼくを、間違っていないと甘やかしてくれている。

　それはまるで……盲もう目もく的てきに子供の味方になってくれる、お母さんみたいで。

　ぼくがずっと欲ほつしていた、お母さんの姿、みたいで。

「…………」

　そのまま、サクヤは何も言わず、ただただ、無心にぼくの頭を撫なでてくれた。

　……そうして、永遠にも思える、数十秒の後。

「行こう、サクヤ」

「はい、トオルさん」

　短く淡たん々たんとした言葉を交かわしたぼくらは、今度こそ心から完全に迷いを断ち、樹海の奥へと足を踏ふみ入れていったのだった。




　ファルディオ・メルクリウス




　トオル達が樹海に侵しん入にゆうしたとの連れん絡らくを受け、ファルディオ達もまた、速すみやかにヴァルハラ中腹へと足を踏み入れていた。

　この世のものとは思えない白黒の景色を見み渡わたしながら、セシリアが嘆たん息そく混じりに呟く。

「しかし、教会がまさか、《聖域》への短縮ルートまで保持していようとは……」

　既すでに教会に背そむいているとはいえ、それでも未いまだに教会の裏を知る度たびにやるせなさげに肩かたを落とす女騎き士し。その憔しよう悴すいしきった姿には、元々教会とソリの合わなかったファルディオやレイアも流石さすがに同情を禁じ得なかった。

　そもそも、ファルディオ達が女め神がみ教会総本山に足を向けた一番の理由が、教会の隠かくし持っている手札を暴あばき、あわよくば掠かすめ取るためだ。

　そうして突っついた中で出て来た、今の自分達に有益そうな手札が、魔ま人じんウィルと、そして、ヴァルハラ周辺に張られた侵入者察知用の監かん視し結界。そしてなにより一番の収しゆう穫かくが、たった今ファルディオ達が抜けてきた通路……教会本部から《聖域》近くまで掘ほられた隠し通路だった。

「何が《聖域》及および《霊れい峰ほうヴァルハラ》は神聖な土地のため絶対不ふ可か侵しん、だっつうの」

「……はぁ」

　ファルディオの教会に対する悪態にも、最も早はやセシリアは嚙かみつきさえしない。

　これは重じゆう症しようだなとレイアと目を見合わせつつ、ファルディオ達は《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》を往く。

　魔人ウィルと彼に操あやつられた（ていの）神しん剣けん騎士団聖騎士隊の協力を得たファルディオ達は、そのまま教会総本部の一部を占せん拠きよ。教会が《聖域》に関して保有する情報のほぼ全すべてを掌しよう握あくした。

　そうして膠こう着ちやく状態に陥おちいってほどなくした頃ころ、トオル達が監視結界に引っ掛かかったのを確かく認にんし、教会から《彼岸樹海》へと続く隠し通路を使用。結果、勇者陣じん営えいにほぼ遅おくれをとることなく、最速のタイミングでの樹海入りを果たしていた。

　ファルディオ陣営としては、殆ほとんどベストに近い動き方だったと言っていい。

　しかし、それでもなお、問題は未だ山積み。

　ファルディオは白黒の森の中を駆かけながら、二人の仲間……セシリアとレイアを見やった。

「なんだかんだで結局、突とつ入にゆう組はこの三人しかいねぇたぁ、これいかに……」

　ファルディオの嘆なげきに、セシリアはふんと鼻を鳴らしてきた。

「仕方ないだろう。というか充じゆう分ぶんすぎる程ではないか。なにせ、ウィルと聖騎士隊の皆みなだけで、世界最強の軍事力を誇ほこると言っていい女神教会を丸々抑おさえて貰もらっているのだぞ」

「そうかもだけどよ……。にしてももうちょっと、こっちに戦力割さいて貰っても良かったじゃねぇか。一番重要なのはこっちの《聖域》を巡めぐる局面の方なんだしよぅ……」

　元より接近戦に持ち込まれたら自分が雑魚ざこも同然なのだと身に染みて痛感しているファルディオとしては、最終決戦に臨むにあたってせめて専属の護衛騎士一人ぐらいはつけて貰いたかったのだが。

　しかし、ファルディオとほぼ同じ弱点を持つはずのレイアもまた「仕方ないですよ」と彼を諭さとしてきた。

「私達の目的はあくまで、トオルさん個人を救うことですよ？　極論すれば、世界平和なんてどうでもいいってスタンスの人間達です。今現在はたまたま、魔人ウィルは興味と恩義半分、聖騎士隊の皆さんはセシリアさんへの義理や仲間意識で私達を支し援えんしてくれていますが……そんな彼らに対し、更には人類裏切って子供一人助けるための最終決戦にまで参加しろっていうのは、ちょっと求めすぎというものでしょう」

「まあ、理り屈くつは分かってんだが……」

　そう、ファルディオも頭では分かっているのだ。分かっているのだが……いくら大魔導師を気取ろうと、勇者や魔人、果ては魔王なんていう規格外能力者オンパレードの状じよう況きよう下かで、自分がそれらと対等に渡わたり合えるとは到とう底てい思えなかった。相手も同じ……いや完全に格下の魔法使いだった異い端たん審しん問もん官相手の時とはワケが違ちがう。

　しかも今回ときたら……。

「……なぁ、本当に、全員、ばらけんの？　や、やっぱ、皆一いつ緒しよでよくね？」

　ファルディオの今更な弱気発言に、女性二名はほとほと呆あきれたという目で返してくる。

「何を言っているのだ。これは元々貴様の立案した作戦だろう、メルクリウス」

「そうなんだけどよぉ……」

　情けない声を上げ続ける彼を、レイアが窘たしなめる。

「私達が現在最も恐おそれるのは、三人して足止めを喰くらうことです。私達の戦力では現状、魔人一体で充分、三人同時に相手取られてしまう。これが最悪です。何が最悪って、私達側の人員が最終局面──つまりはシステム権限たる《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を巡る戦いに一いつ切さい関かかわれないという状況が、最悪なんです。少なくとも誰か一人は《聖域》に辿たどり着けなければ、話になりません」

「確かに、作戦練った段階では俺もそう言ったけどさ。でもほら、いざ三人分かれたとしてだぜ？　セシリアはいいとしても、俺やレイアなんて、単体で魔人と遭そう遇ぐうしたら即そくアウトだぜ？　これマジでやんの？　やっぱさぁ──」

「メルクリウス」

　更に続きかけたファルディオの泣き言を、セシリアがぴしゃりと冷たく遮さえぎる。

　彼女は真っ直すぐ前を見つめたままその瞳ひとみを細めたかと思うと、ファルディオの醜しゆう態たいを嘆くでも窘めるでもなく……ただただ淡々と、呟つぶやいた。

「お前は充分に強いさ。魔人よりも……私よりも」

「え？」

「では後ほど、《聖域》でな」

「へ？　あ、ちょ──」

　次の瞬しゆん間かん、セシリアはその足に力を込め、極限まで前ぜん傾けいした姿勢の凄すさまじい高速スプリントで樹海の奥へと消えていってしまう。

　突とつ然ぜんのことに、思わず呆ほうけて足を止めるファルディオとレイア。

　しかし、今度はすぐにレイアが「そういう無骨な信しん頼らい、なーんか少し妬やけますね……」などとよく分からないことを呟くと、ファルディオを笑え顔がおで見つめてきた。

「じゃあ、そろそろ私達も解散ってことで」

「え、あ、おい、ちょっと……」

「なぁに？　この魔法少女レイアさんが傍そばに居ないと不安ですか？　天才魔導師君」

「なんだと──」

　どこかおどけて挑ちよう発はつするレイアに、ファルディオは一瞬カチンと来るも……しかしすぐに、彼女の肩が小刻みに震ふるえているのに気がつく。

　瞬間、ファルディオの中から怯おびえがすっかり消え、別の感情が湧わいてくる。

　彼はレイアを真っ直ぐ見つめると、堂々と答えた。

「ああ、不安だね。俺は、お前と二人がいい。お前が一いつ緒しよなら、誰にも負ける気はしねぇ」

「っ！…………ずるいんですよ……こういう時だけ……」

「レイア」

　ファルディオは彼女の肩を摑つかもうとするも、直前に、レイアはするりと身をかわした。

　そうして、何かに踏ん切りを付けるかのように、彼へと背を向けて走り出す。

「今まさに子供の命を助けようとしている正義の魔法少女が、悪の魔人なんかに負けるわけないでしょう！」

「あ、おい、レイア！」

　制止も虚むなしく、レイアもまた森の奥へと消えていってしまう。

　ファルディオは一人しばらく立ち尽つくした後、わしゃわしゃと頭を搔かき毟むしって「ああっ、たくっ、うちの女共はどいつもこいつも！」とその場で地じ団だん駄だを踏むと、しかし次の瞬間にはさっぱりした面おも持もちで前を見み据すえた。

「俺様は稀き代だいの天才大魔導師ファルディオ・メルクリウス！　魔人だろうが魔王だろうが……いや女神だろうが、相手が知性持ちならその全てを謀たばかってやらぁ！」

　叫さけんだ途と端たん、むくむくと自信が湧いてきた。

　ファルディオは身体中に興奮を漲みなぎらせて大おお股またでずんずんと森を往いく。

　そうして、数分歩いたろうか。突とつ如じよ背後で「がさり」という草を踏みしめるような音が響ひびき、彼は一瞬心臓を跳はね上がらせるも、すぐに、

「（落ち着け……俺なら全てを上手うまく乗りきれる。禁きん忌き魔法だけじゃない。口八丁手八丁、持ちうる限りの全てを動員して、敵を謀るんだ。俺の頭脳は誰だれより優すぐれている！）」

　と自分に言い聞かせると、あえてゆったりと……そして堂々と敵を振ふり返る。

　そうして、その顔にたっぷりと自信を漲らせたところで……。

「……え」

〈…………〉

　巨きよ大だいな黒こく竜りゆうと目が合った。

　口元から覗のぞく鋭するどい牙きば。荒あら々あらしく鳴り続ける喉のど。生半可な刃やいばじゃかすり傷の一つもつけられないだろう鱗うろこの鎧よろいに、凶きよう悪あくな手足の爪つめ。なにより、その血走った紅あかい瞳。

　つまり、そこに居たのは。




　知性もへったくれもない、ただただ単純に凶悪な、普ふ通つうに強い魔物だった。




「んな展開ってあるかよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　叫ぶと同時に、先さき程ほどまでの自信はどこへやら、一目散に逃にげ出すファルディオ。しかし背後からはドスドスと黒竜が猛もうスピードで追ってくる気配。

「（なにこれ！　おかしくね!?　これから魔王や魔人とやりあおうって時に、なんで通常魔物!?　っていうか俺やばくね!?　これ知略もへったくれもなくね!?）」

　確かに、この《彼岸樹海》は凶悪な魔物の生息地だという事前情報はあった。あったのだが、なぜかファルディオの中から「普通の魔物に襲おそわれる」という発想は完全に抜け落ちていた。ラスボス級の敵達をどう攻こう略りやくするかということばかりに思考がいき、まさかその前段階で躓つまずくなんてことがあるとは考えもしなかったのだ。

「（ああっ、やっぱり護衛騎き士し必要だったじゃんか！　セシリアとレイアの阿あ呆ほう！）」

　あいつらの言うことなんかやっぱ信用するんじゃなかった！　と、心の中で完全に掌てのひらを返すファルディオ。

　とにかく木々の合間を縫ぬうように逃とう走そうを続けるも、黒竜は細木程度ならバキバキと軽く薙なぎ倒たおしてファルディオへと迫せまり来る。

　そうして、逃走劇の開始から実に三十秒。遂ついにファルディオは、足を縺もつれさせて転てん倒とうしてしまった。

「（やべっ……！）」

　咄とつ嗟さに腹を決めて禁忌魔法で凌しのごうと振り向くも、時既すでに遅おそし。

　気付けば、黒竜の鋭えい爪そうが今まさに、ファルディオの頭に向けて振り下ろされんとしていた。最早ファルディオが持つ能力の何一つも発動出来ぬ致ち命めい的てきな間。

「（ちくしょう！）」

　ファルディオに出来ることはと言えば、精々、仲間のために何もしてやれなかった自分を恥はじ、死の瞬間までしっかりと目を見開くことだけだった。

　そうして、黒竜の爪が今まさにファルディオを貫つらぬこうとしたその刹せつ那な──

「!?」

　──突如小さな人ひと影かげがファルディオと黒竜の間に割り入ってきた。

「せいっ！」

　彼はまず黒竜の爪を腕うでごと器用に弾はじき逸そらすと、そのまま流れるような動きで素す早ばやくしゃがんで払はらい蹴げりを繰くり出す。

〈!?〉

　地を踏ふみしめる屈くつ強きような足の片方がいとも容易たやすく払われ、ぐらりと黒竜の巨体が揺ゆらいだ。

　しかし尚なおも彼の攻こう撃げきの手は緩ゆるまない。大きくバランスを崩くずしてガラ空きになった黒竜の腹部に、今度は重い掌しよう底ていが打ち込まれる。

〈ギッ!?〉

　苦しげな呻うめきを漏もらす黒竜。腹を庇かばうようにして身体からだを折り曲げるも……しかし、それこそが黒竜にとって最大の悪手だった。

「はぁぁ！」

　次の瞬間、乱入者は気合い一いつ閃せん、目の前に下りてきた黒竜の顎あご部分に痛つう烈れつな拳こぶしの一撃を見み舞まう。

〈────！〉

　首を伸のびきらせた黒竜は白目を剝むき、声を上げる間もなく意識を刈かり取られる。

　黒竜は地じ響ひびきを立てながら地に倒れ伏ふすと、そのまま起き上がることはなかった。

「…………」

　ファルディオは目の前で行われた圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう行こう為いに、しばしただただ呆けるも、誰かが草を踏みしめる音にハッとして慌あわてて視線を戻もどした。

　すると、たった今黒竜を屠ほふったとは到底思えない、酷ひどく小こ柄がらな人間が目の前に佇たたずんでいる。

　彼は逆光の中、ファルディオにゆっくりと手を差し伸べてきた。

「……これで一体、何個目の貸しなんだろうね、ファルディオ？」

　最後に聞いてから数週間程度だというのに、最も早はや泣きそうな程懐なつかしい声。

　ファルディオは押し寄せる感情の波にぐっと耐たえながら、その小さな手を握にぎり返す。

「うっせぇよ……ガキんちょ」

　そうして、彼に助け起こされたファルディオの瞳に映ったものは、まぎれもなく──

　──勇者トオル・ミカミの、姿だった。

　ファルディオは少しバツが悪そうに頰ほおをぽりぽりと搔くと、倒れた黒竜へと視線をやりながら呟く。

「ま、まあ、俺様ぐらいになると、全然助けなんていらなかったんだがな！」

「そうなんだ？」

「ぐ……」

　ニヤニヤと笑いながら上うわ目め遣づかいでファルディオを見つめてくる少年。ファルディオは大きく咳せき払ばらいしながら、露ろ骨こつに話を逸らしにかかった。

「し、しかしあれだな！　お前、相変わらず凄まじい戦いぶりだな」

「そう？」

「ああ。剣けん術じゆつじゃまだまだセシリアに劣おとるとはいえ、やっぱり肉にく弾だん戦させたらお前の右に出るものはいないよなぁ」

「まあ勇者である以上、これぐらいはね」

「実際、殴なぐる蹴るはお前の一番の得意分野だもんな」

「まあね」

　そこまで他愛も無いやりとりを重ねたところで、ファルディオはふと黒竜に視線をやる。「どうしたの？」と訊たずねられ、ファルディオは顔に緊きん張ちようを浮うかべながら応じた。

「いや……今、ヤツの目が動いていたような気がしてよ……」

「ええ？　そんなハズは……」

　言いながら、黒竜の傍へと寄っていく少年。そうして彼が黒竜の顔を覗き込もうとした、まさにその瞬しゆん間かん──




「ヘルファイア！」




「!?」

　──素早いファルディオの詠えい唱しようと共に、黒竜の口から巨大な炎ほのおが[image: ]ほとばしる。

「あぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　全身を一瞬にして激しい業ごう火かに包まれ、火だるまになりながら身み悶もだえる少年。

　彼は炎にまみれながらも鋭い眼光でファルディオを睨にらみつけると、怨おん念ねんに充みち満ちたような声で叫んで来た。

「なんで……！　なんでだよっ、ファルディオ……！　あぁぁぁぁぁぁあ！」

　その問いと、そして苦く悶もんの声に……しかしファルディオは一いつ切さい動じることなく、左手の小指で耳をほじりながら応じる。

「はぁ？　なんでだ？　んなもん……てめぇがトオルじゃねえからに、決まってんだろ」

　あっさりとそう告げるファルディオに、しかし少年は……トオルを名乗る存在は、なおもトオルの顔と声で続ける。

「あぁ……どうしてそんな！　あつい……！　あついよ……！　やめてよファルディオ！　こんなの、どうかしてる！」

「どうかしてんのはてめぇの方だ、三さん文もん芝しば居い野や郎ろう」

「なんで……！　どうして、ぼくがニセモノだなんて──」

　彼のその問いに。

　ファルディオはふと懐かしい記き憶おくを……トオルと初めて出で逢あった時のことを思い出しながら、笑え顔がおで答えてやった。




「トオルは、パンチやキックが何より苦手なんだよ」




「…………」

「勇者の能力に慣れてバリバリ戦い始めた頃ころからしか知らねぇヤツなら、あいつが肉弾戦を得意としてると勘かん違ちがいしても無理はねぇがな」

　この世界に召しよう喚かんされ、ファルディオを助けるために初めて魔物を吹ふき飛ばした時の……呆ぼう然ぜんとしたトオルの顔と、馬ば鹿かみたいな弁明を思い出す。思えばあいつは最初からずっと誰だれかのために動くやつで。そして……。

「…………ふ、ふふ、あははははははははは！」

　少なくとも、こんなに邪じや悪あくな笑い方をするヤツでは、ない。

　ファルディオが種明かしをした途と端たん、炎に苦しむ演技もやめてケタケタと笑い出すニセ勇者。

　ファルディオは改めて正面に杖つえを構えながら、声を上げる。

「っつうか、もうとっくにてめぇの正体も割れてんだよ！　そんな風に姿を変えて俺達に近付いてくるヤツなんざぁ、俺は一人しか知らねぇ！」

「へぇ……？」

　炎の中から挑ちよう発はつするような笑みが漏れてくる。ファルディオはその光景に心底気味悪さを覚えながらも、現状先手を打って有利にあるのは自分だと確信し、充じゆう分ぶんな自信を持ってそれに相対する。

「フギン！　てめぇなんだろう！　いい加減、その趣しゆ味みの悪い変身解けや！　今の俺のヘルファイアは、いかに魔ま人じんといえど余よ裕ゆうぶっていられる威い力りよくじゃねえぞ！」

　ファルディオの台詞せりふに、紅ぐ蓮れんの炎の中でニセ勇者がニタァと微笑ほほえむ。

「大正解！　さっすが私の見込んだファルディオ君だなぁ！　でもでもっ、二つだけ言わせて貰もらうよ。一つは、ミュートちゃんのことは、そろそろちゃんとミュートちゃんって呼んでほしいなってこと。で、あと一つは……」

　台詞の途と中ちゆうで突とつ如じよ、炎の中からニセ勇者の姿が跡あと形かたもなく消え去る。

「（な──）」

　ファルディオは思わず一歩後ずさる。が、次の瞬間背筋に怖おぞ気けを覚えて直感的に横へと飛び退のいた。直後、それまで彼が居た空間を、ヘルファイアと同等かそれ以上の業炎が薙ぎ払っていく。

「（っぶねぇ！）」

　ファルディオが肝きもを冷やしながら振ふり返ると、そこにはこちらに掌を向けて「あらら」と嘆なげく少女──魔人ミュートの姿が。

「今のは外すつもりなかったんだけどなぁ。案外やるじゃん、ファルディオ君」

「……いつの間に……」

　ヘルファイアを直撃させたにも拘かかわらず、僅わずかにもダメージを負った様子の無いミュートの姿に、ファルディオは動どう揺ようが隠かくせない。

　するとミュートはニコニコと奇き妙みように友好的な笑みを浮かべ、ファルディオにやり返すかのように呟つぶやいた。

「まあ私の能力をたかだか変身程度と軽視するような愚おろか者なら、今のトオル君が霧きり人形にすぎないと看破できなくても、無理はないけどねぇ」

「…………」

　魔人にただ力の上で負けたとて、とりたてて悔くやしくもないファルディオだったが。

　こと「化かし合い」においてまで敵に上を行かれたとなると、話は別だった。

　ファルディオは腹の奥底からふつふつと湧わき上がる不思議な高こう揚ようを抑おさえ切れず、思わず口元に好戦的な笑みを浮かべながら、魔人に杖の先せん端たんを突つきつけて叫さけんだ。




「んっとうに、テメェは食えねぇヤツだなぁ！　フギン！」




　レイア・キサラギ




「子供の命を救おうとしている、正義の魔法少女、ね……」

　ファルディオと別れて《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》を一人往いくレイアは、ぽつりとひとりごちた。

「（我ながら、よく言うわ……）」

　自分で自分に呆あきれて苦笑いを浮かべてしまう。

　元々レイアが正義と呼ぶものは、極きわめて一いつ般ぱん的な観念に基づいたものだ。

　道に落ちているゴミを拾うのが正義ならば、重い荷物に困っているおばあさんを助けるのも正義だし、悪人に脅おどされている弱者を助けるのも正義だ。

　そこに、こまっしゃくれたロジックなど要いらない。正義とは見方によって反転するものだ、なんて言葉は大だい嫌きらいだ。なぜならレイアはそんなこと百も承知の上で、それでもなお絶対的に正しいことというのが世の中にはあるのだと、信じているからだ。

　中でもそういった絶対的正義の最たるものが、人命救助だと捉とらえている。

　命の危機に瀕ひんした人間を救うという行こう為いはなにより尊いものだ。立場や考え方がどうだとかは一切関係がない。世界共通の、絶対正義。それこそが、人命救助。

　だからレイアは自らの才が癒いやし手ではなく、むしろ攻こう撃げき方面に特化していると知った時、一時の落らく胆たんの後、しかしすぐに「正義の味方」を目指すことを心に決めた。

　自警団や騎き士し団といった組織の一員として働くのとは違ちがう。

　彼女なりに信じる「正義」だけを行って、レイアは生きていきたかった。

　それが如何いかに困難で、馬ば鹿か馬ば鹿かしい理想論に基づいた絵空事かは、レイア自身も理解している。理解した上でなお、それでも彼女は理想の正義を追い求めたかった。

　勇者としての使命を全うした母のように。優やさしく正義を貫つらぬいた騎士たる父のように。

　しかし当然、そんな夢のような職業はこの世界のどこにもない。

　だから彼女は、母に聞いた異世界話にしか出て来ない、この世界にはまだいないヒーローを目指そうと決めた。

　──魔法少女。

　その強大な力をもって悪を討うち、人々の平和を守る象しよう徴ちよう存在。

　それはレイアからすれば少々気き恥はずかしい程ほどにファンタスティックかつヒロイックで……だけど、だからこそ彼女の理想そのもので。

　そんな魔法少女を心の底から目指すレイアとしてみれば、勇者の旅を失敗させようと動くファルディオやセシリアに力を貸している現状というのは実際──

「おっと、これはまた、意外な盤ばん面めんになったものですね」

「っ!?　貴方あなたは──」

　聖域を目指す道の半ばにて突とつ然ぜん黒い針葉樹の陰かげからぬっと現われた人物に、レイアは足を止めて警けい戒かいを募つのらせた。

　貴族を思わせる華か美びな衣い装しように、嫌いやに爽さわやかな笑みが張り付いた顔。そしてなにより、普ふ通つうの人間と言うにはあまりに禍まが々まがしすぎる気配。……間違い無い。

「──魔人！」

「いえいえいえ、僕は脆ぜい弱じやくで無害な一般人ですよ……と普段ならのたまうところですが、流石さすがにこのタイミングで《聖域》周辺をうろついておいてそれは通らないですよねー。いやはや、困った困った」

　そんなことを言いながら、彼の表情に困こん惑わくの色など一切見えない。それどころかむしろ、レイアを見て舌なめずりしているようにさえ感じられた。

　レイアはぞくりと背筋に怖気を覚えながら、ファルディオやセシリアから仕入れておいた事前情報と照らし合わせて訊たずねる。

「……貴方が、魔人スーリムね？」

「おや、僕ってばすっかり有名人ですか？　いやぁ、照れるなぁ！」

　調子良く笑うスーリムの姿に、レイアは本当に事前情報通りの胡う散さん臭くささだと辟へき易えきする。

「（ファルディオ以上にゲスなヤツだとは聞いていたけど……どうやら本当みたいね）」

「そういう貴女あなたは、おそらく魔法少女のレイア・キサラギさんとお見受けされますが？」

「（あらら、こっちの情報もバレバレなのね……トオル君のヤツ……）」

　レイアがそうであるように、スーリム達も情報を共有しているのだろう。つまり、レイア側としても非力な女を装よそおって敵の油断を誘さそうことは無理。

　そのまま二人は互たがいに少し距きよ離りを置いて睨み合うも、スーリムは「やれやれ」と肩かたを竦すくめた後、ざくざくと歩を進めてきた。

「僕は非常に紳しん士しですから、あまり女の子を痛めつけたくないんですよね。ここは素す直なおに降こう伏ふく──」

「焼き貫くは一条の尖せん光こう！」

「っ」

　レイアは即そく座ざにステッキの先端から強きよう烈れつな白光を[image: ]ほとばしらせる。なんの躊ちゆう躇ちよもなく額を目め掛がけて放たれたその必殺の光線を、スーリムは咄とつ嗟さに紙一ひと重えで回かい避ひする。彼の蒼あおい髪かみがはらりと宙に舞まった。

　先手で決めきれなかったことに、レイアは舌打ちしながらも、しかしすぐに次の詠えい唱しようを始めるべくステッキを構え直す。

　スーリムはその顔から余裕の笑みを消しさり、右手に半はん透とう明めいの鞭むちを顕けん現げんさせながらレイアを忌いま々いましそうに睨にらみつけてきた。

「初対面の相手を問答無用で殺しにかかってくるとは……正義の魔法少女が聞いて呆れますねぇ」

　その呟きに、レイアは思わず苦笑いする。

「わたくしが正義の魔法少女……なるほど、トオル君からはそう聞いていますか」

「？　なにか情報に間違いでもありましたかね？」

「いえ、確かにわたくしは正義の魔法少女ですよ。弱きを助け強きを挫くじき、人々の平和を心から願う、そんな魔法少女です。ですが今は……」

「今は？」

　鞭を構えながら訊ね返してくるスーリムに、レイアはゆっくりと微笑んで返した。




「惚ほれた男の信念を通してやらんとする、ただの駄だ目め女として、ここにいるだけです」




「……なるほど、それは手て強ごわそうだ」

　まるで他ほかにレイアのような女でも知っているかの如ごとく、ほとほと疲つかれ切った様子でレイアと対たい峙じするスーリム。

　レイアは一いつ瞬しゆんだけ、神に懺ざん悔げするかのように空を見上げるも……しかし次の瞬間には完全に覚かく悟ごを決めた表情で、ただただ目の前の敵を打ち倒たおすべく魔法の詠唱を開始したのだった。




　セシリア・シヴィル




「まあ、そうなるだろうと思ってはいたがな……」

　白黒の樹海の中、ふと足を止めたセシリアが、静かに剣けんを抜ぬきながら呟く。

「そんなつれない反応をするな」

　そんな彼女の前方、木の陰かげからヌッと姿を現わした狼おおかみ型がたの魔人・ゲインは苦々しい笑みを浮うかべてそう応じた。

　とても理想的とは言えない展開に、セシリアは小さく溜ため息いきを吐つく。

　最初から魔人の待ち伏ぶせ自体は充じゆう分ぶん覚かく悟ごしていたとはいえ、そこは各陣じん営えいの入り乱れる最終決戦場。トオルとスーリムへの対処は勿もち論ろん、セシリア達も三手に分かれている以上、魔人に遭そう遇ぐうしないで《聖域》まで辿たどり着ける可能性もそう低くはなかったはずなのだが……。

「やはり、貴様は避さけて通れないか、魔人ゲイン」

「そもそも避けて通る気もなかったろう？」

「それはどうかな」

　そう応じながらも、セシリアは内心「それもそうだな」と納なつ得とくする。確かに理想は何事もなく《聖域》に到とう達たつし、万全の状態でトオルを待つことだったが、ではセシリアがその前提で動いていたかと言えば、そうではない。

　理り屈くつ以外のところで、まず間違い無く自分はゲインとぶつかるだろうなと覚悟していた。

　ゲインがゆっくりと背中に負った大剣を抜き、しっかりと正眼に構える。その様子に、セシリアは、おや、と思った。

「随ずい分ぶんと、まともな剣術じみた構えを取る。以前は我流も我流だったろうに」

　最初に遭遇した時のゲインの姿を思い出す。彼は確か、片手で剣をぶらぶらと持っているだけに等しいスタイルだったはず。前回魔ま王おうヨルと一いつ緒しよに襲しゆう撃げきしてきた時のことは……恥はずかしながら憶おぼえていない。あの時はゲインを邪じや魔まな障害としか見ていなかった。

　セシリアの疑問に、ゲインが答える。

「あの頃ころはまだ、人の用いる形式的な《型》というものに意義がまるで見み出いだせなかったのでな。しかし今は違う。……セシリア・シヴィルという一流剣士の肉を《捕ほ食しよく》し、その経験の一いつ端たんを垣かい間ま見みた今となっては、な」

「それは光栄……というべきか」

　やれやれとセシリアは息を漏もらす。ただでさえ勇者を含ふくめた四人がかりでも完敗を喫きつした魔人が、自分の技術まで吸収し立ち塞ふさがるなど、絶望的にも程がある。

　しかし、なぜなのだろうか。

　セシリアの心は今、自分でも意外な程に澄すみ切っている。

　雑音の無い空間。力ある者との一対一の真剣勝負。前回の雪せつ辱じよくを晴らす好機。

　──これを光栄だと思わない剣士が、どこにいる。

　勿論、一番の目的がトオルであることは変わらない。だが、この壁かべを乗り越こえることこそが、そこに至る最短の道なのだ。

　ならば……今この瞬間にこそ全身全ぜん霊れいを注ぐことに、一いつ片ぺんの迷いもない。

『…………』

　二人の間に、最も早はや言葉は無かった。これ以上の語らいは、剣で行えばいい。

　白黒の木々の隙すき間まを風が通り抜けていく。

　そうして、永遠にも等しい刹せつ那なの間の後──

〈────〉

　──二人は音もなく地を蹴けり、激しく衝しよう突とつした。

　静せい寂じやくの森の中に、甲かん高だかい金属音が鳴り響ひびく。

　まずは挨あい拶さつ代わりの鍔つば迫ぜり合い。互いの腕わん力りよく、技術、引き際ぎわの判断等を確かめ合うが如く剣と視線を交かわす。

「（相変わらず重い。そしてやはり……以前よりも遥はるかに強いな）」

　腕力で到とう底てい叶かなわないのは想定済みだったが、それにも増して、力の乗せ方にしなやかな柔じゆう軟なん性が感じられる。どうやら《捕食》の能力で表面的にセシリアの〈型〉だけを模も倣ほうしたわけじゃなさそうだ。普段からきちんと鍛たん錬れんを積まないと、こうは出来ない。

「……ふふっ」

　気付けば、セシリアは口元に笑えみを浮かべてしまっていた。ゲインが物もの珍めずらしそうに目を見開く。セシリア自身、自分の感情に少し驚おどろいていた。

　実際セシリアは、命がけの戦せん闘とう行こう為いに高こう揚ようを見出すような性質の人間ではない。あくまで、戦いは人を守るための手段。そう考えているからだ。

　しかし、なぜだろう。今は、それこそ格上の相手が全力で自らの命を刈かり取ろうと仕し掛かけてきている最中にも拘かかわらず、不思議と健全な高揚を感じていた。そう、それは一流の剣士と良い試合や稽けい古こを行えた時の清すが々すがしさに似ている。決して油断しているわけではないのだが、全力を出し合えることの喜びが勝まさっているのだ。

「……はぁっ！」

　セシリアは気合いと共に剣を振ふり払はらい、鍔迫り合いを終わらせると、その勢いですぐさまゲインに高速の連撃を叩たたき込む。

　斬きり上げ、払い、薙なぎ、突つき、打ち下ろし。

　とにかく多た彩さいな手数のみで押しきる、セシリアの得意なスタイル。以前のゲイン相手ならば、致ち命めい傷しようは無理でもその身体中に切り傷を刻み細かなダメージと成せた動き。

　しかし、今回ときたらどうだ。

　ゲインはそれら全すべての動きに正確な対処を見せ、遂ついにはノーダメージで凌しのぎきる。

　流石に反撃の余よ裕ゆうまではなかったようだが、それでも得物が大剣であることを考こう慮りよすれば、あまりにも卓たく越えつした剣捌さばきだった。

　流石のセシリアもこれには心を奪うばわれ、一歩後退してから思わず呟つぶやいてしまう。

「凄すごいな……」

　その素直な賛辞の言葉に、ゲインは魔人らしくない誇ほこらしげな笑顔を見せた。

「なにせ師し匠しようが良かったからな」

「師匠？　まさか、魔人が人に師事したというのか？　一体誰だれに──」

「貴様だ、セシリア・シヴィル」

「なに？」

　意外な言葉にセシリアが目を丸くしていると、ゲインはその瞳ひとみに感謝の色を宿らせた。

「ワタシは《捕食》で垣間見た貴様の知識・経験を元に鍛錬を積ませて貰もらったのだ。主にお前の自己鍛錬メニューを模倣するというカタチでな」

「私の知識を元に……」

　ふと昔のことを思い出す。シヴィル家に引きとられてから、教会の剣となるべくあらゆる技能を叩き込まれた日々。セシリア自身は決して辛つらいとは思っていなかったが、それでも、客観的に見て自分の教育環かん境きようが「苛か酷こく」だったことは理解している。

　そんな幼少期を過ごしたせいだろうか。騎き士し団に入ってからも、彼女の鍛錬は他人から見て常じよう軌きを逸いつしており、後こう輩はいの教育を初めて任された時などは、多くを求め過ぎて危あやうく有望な新人従士を潰つぶしてしまいかけたりもした。苦い思い出だ。

　そして彼女はいつからか、自分と他人に線を引いた。

　自分に厳しく、他人に甘く。それぐらいでいないと、自分という異質な存在は誰かを圧あつ迫ぱくしてしまうのだと悟さとったからだ。

　だから、トオルと出で逢あえたことは彼女にとって本当に幸福なことだった。自分を師とあおぎ、慕したい、それでいていつもセシリアが期待する以上の成果を見せる少年。勇者という要素を除いた上でなお、彼はセシリアと同等かそれ以上の才を持つ子供だった。

　だからある意味において彼だけがセシリアの引いた線の内側に居る人間で、だからこそ彼が大事で大事で仕方なかった。

　しかし、この魔人は、例の邂かい逅こう以降、自分に倣ならった鍛錬を積んできたという。勿論人生全てをそれに費ついやしてきたセシリアとは比べるべくもない短期間だが、それでも……。

「……ありがとう」

　気付けばセシリアは、宿敵相手だというのに柔やわらかく微笑ほほえんで感謝の言葉を述べてしまっていた。

　ゲインは一瞬呆ほうけ顔を見せるも、しかしすぐに口の端はしを歪ゆがめて応じる。

「こちらこそ」

　刹那の心の交流。

　そして、直後に再開される激しい戦せん闘とう。

　金属音が森に幾いく度ども木霊こだまする。

　ゲインの嵐あらしのような猛もう攻こうをセシリアが卓越した熟練の技わざでいなせば、小川のせせらぎを思わせるセシリアの流りゆう麗れいな剣捌きを、ゲインが理性に裏打ちされた型でしっかりと受けきる。

　互たがいの身体からだに傷一つさえも刻まれない、美しく完成された舞ぶ踊ようの如き戦闘風景。

　しかしそれは決して互いに手を抜き、騎士道精神に則のつとった試合を行っているからではない。

　その証しよう拠こに、繰くり出されている全ての刃やいばが相手の命に届きうる煌きらめきを放っている。

　だが、決まらない。互いに一撃も、漏らさない。

　技が、力が、経験が、あまりに高い次元で伯はく仲ちゆうしすぎている。

　散り際ぎわの花をも思わせる戦い。

　だからこそ美しく、だからこそ儚はかなく、だからこそ……咲さき誇る時間は短い。

「……くっ！」

　先に崩くずれたのは、セシリアだった。ゲインに膂りよ力りよくで劣おとる分を常識離ばなれした技と経験則でカバーしてきた彼女だったが、代だい償しようとしての体力消費はあまりに莫ばく大だい。いかに異い端たんとして生きて来たセシリアであろうと、本物の化物──魔人と人間の根本的な身体能力差だけはいかんともしがたい。

　消しよう耗もうから現われた一いつ瞬しゆんの隙すきを、ゲインの大たい剣けんが容よう赦しやなく捉とらえる。

「がっ──」

　左ひだり肩かた口ぐちにゲインの剣がめり込んで来る感かん触しよく。不幸中の幸いだったのは、軽装を好むセシリアも剣技の要かなめたる肩から腕うでにかけてだけは特注の防具を纏まとっていたこと、そして魔人たるゲインの持つ大剣は当然充じゆう分ぶんな鍛冶かじ鍛錬を受けられないこと。

　この二点が幸いし、セシリアは袈け裟さ斬ぎりにされる事態を避け、ダメージを負った瞬間に引くことが出来た。

　ただし……左肩は完全に使い物にならなくなったが。

　ゲインから一いつ旦たん距きよ離りをとって、セシリアは自分の身体を検あらためる。

　ひしゃげた肩防具の下、左腕がだらんと力なくぶら下がっていた。左肩の骨が粉々に砕くだけているのだろう。まるで使い物にならない。

　セシリアは首下のリボンを解くと、口と右手を使い、激痛を無視してきつく左肩を縛しばり上げた。その手早く思い切りのいい作業に、ゲインは感心の声を漏らす。

「大した胆たん力りよくだ。これまで見て来た並みの人間ならば、失神、もしくは戦意喪そう失しつしていておかしくない損傷だったはずだが」

「何を馬ば鹿かな。左腕がやられた程度で、何を諦あきらめることがある？」

「まったく、つくづくお前達は……」

　恐おそらくはトオルやファルディオのことも回想しているのだろう。ゲインはどこか愛いとおしげにセシリアを見つめた。負傷治ち療りようの隙を突いてくる様子は微み塵じんもない。見上げた騎士道精神……というよりは、警けい戒かいの側面が強いのだろう。

　手負いの敵に間かん髪はつ入れず追つい撃げきを入れるのは、意外とリスクを伴ともなう。なりふり構わない一手で思わぬ反撃を貰う恐れがあるからだ。相手が手練てだれならば尚なお更さら。ならば、着実にダメージがある分、仕切り直すぐらいの方が遥かに勝率が安定する。

　実際、現状のセシリアは絶対絶命と言っていい。ただでさえ押されていたのだ。とてもじゃないが、右手一本の軽い剣技でどうにかなる相手じゃあない。敵が手負いだからといって、油断してくれる相手でもない。最初からゲイン優勢だったとはいえ初期にはまだ多少ぐらついてくれていた天てん秤びんが、今はもう完全に傾かたむいてしまった。

　つまりは、完全に詰つみの段階。

　しかし、それでもセシリアに諦めるつもりは一いつ切さいなかった。正義や愛のためにといった表層的な空元気などではない。

　ことここに至ってなお、未いまだ負ける気などサラサラないセシリアがいた。

「（不思議だ……今日は自分でも驚く程ほどに心が凪ないでいる）」

　改めて状じよう況きよう分ぶん析せきするまでもなく、戦況は極きわめて不利だ。明確な勝てる要素というのが、一つも見えたりはしていない。戦略も秘策も特にこれといってない。

　だというのに、なぜだろうか。敗北の予感がそのまま絶望に繫つながらないのは。

　ゲインを侮あなどっているわけでは決してない。自らの人生の主役として、自分が死なないと妄もう信しん的に思い込んでいるわけでもない。この戦闘中どころか、教会で暴れていた時から、ずっと身近に死の気配は感じている。むしろ、世界の殆ほとんど全てを敵に回している以上、遅おそかれ早かれ自分は近々死ぬのだろうなとさえ覚かく悟ごしていた。

　しかし、それはトオルの命を諦める理由に、ならない。

　セシリアは一度剣を地に突き立てると、懐ふところから月の髪かみ飾かざりを取り出した。本来ならば戦闘中に行うべきではない、完全に隙だらけの常軌を逸した行動。しかしセシリアはただただ剝むき出しの心が赴おもむくままに、頭に髪飾りをつける。

　その行動に対し、ゲインは無ぶ粋すいな攻こう撃げきこそ仕掛けなかったものの、不可解そうに首を傾かしげて訊たずねてきた。

「随ずい分ぶんとらしくないことをする。奥の手の魔ま法ほう道具でも持ち出したか？」

「いいや。これは正しよう真しん正しよう銘めい、ただの髪飾りさ」

「……なるほど。では決死の場面に臨むにあたり、思い入れのある品でも身につけたか」

「それも否いなだな。そもそも私は正直この髪飾りの出所さえ良く知らない」

「？」

　ゲインが心底理解不能だと言いたげな、どこか憐れん憫びんさえ含ふくんだ視線を寄よ越こしてくる。

　セシリアはそっと空を見上げ、雲の隙すき間まに覗のぞく太陽を見やりながらそれに答えた。




「しかしこれで私達は、きっとお前を越こえられる」




「？　達、だと？　なんだ、どういう意味だ、それは」

「さあ？　悪いな、正直自分でもよく意味が分かっていない」

　苦笑いしつつ語るセシリアに、ゲインは思わず呆あきれ声を上げる。

「セシリア・シヴィル。お前は……少し変わったな」

「平静さを欠き、心身共に弱体化しているようで幻げん滅めつしたか？」

　こんな不可解な態度ばかり取る人間を見れば当然だろうなとセシリアは自じ嘲ちよう気味に訊ねるも、しかし、表情を引き締しめたゲインから返ってきたのは意外な言葉だった。

「いや、今の貴様は、恐らくこれまでで最も強い」

　言いながら、大剣越しに鋭するどい眼まな差ざしをこちらに向けてくるゲイン。

　セシリアはその一いち分ぶの油断もない戦士たる対応に敬意を払はらいつつ、自らもまた、右手に剣を構え直した。

「それはこちらの台詞せりふでもあるな。ゲイン、今のお前は、野生剝き出しで来た前回より、遥はるかに強い」

「なんと光栄な言葉だ。では、ワタシもその評価に恥はじぬ戦いぶりを見せねばな」

「お手て柔やわらかに頼たのむ」

「ふ、戯たわ言ごとを」

　……恐らくは、次の交戦で勝負が決まる。それも、どちらかが致ち命めい傷しようを負うカタチで。

　互いに相手の命を慮おもんぱかって手加減出来るような余裕は無い。

　正直な話をすれば、セシリアはゲインという魔人が決して嫌きらいではない。いや、尊敬に値あたいするとさえ思っている。

　しかし、だからこそ、この場面で手は抜ぬけない。それは恐らく、ゲインも同じだろう。

『…………』

　二人の間を、張り詰めた時間が過ぎていく。

　そうして、樹海のどこかから地を震ふるわす音が轟とどろいたその刹せつ那な──

　──二人は全く同時に行動を開始した。

『斬ざん撃げき波は！』

　声と動作が完全に重なり、弧こ月げつを思わせる気き刃じんが二人の中間地点で交差する。刹那、凄すさまじい暴風が吹ふき荒あれ、各所で巻き起こった小さな鎌かま鼬いたちが枝葉や草を切きり裂さいていく。

　荒れる戦場の中、しかし二人は迅じん速そくに次の行動を開始していた。

「はぁぁぁぁ！」「ぬぅぅぅぅ！」

　斬撃波を追う様にして前方に飛び込んでいた二人の剣がぶつかりあう。先に発生していた鎌鼬が互いの肌はだを浅く切り裂いていくのにも構わず、二人は激しい剣けん戟げきを交かわした。

「く……!?」

　ゲインの瞳ひとみに珍めずらしく動どう揺ようが現われる。か細い片腕で細さい剣けんを振ふるう女騎き士しを、力で押し切れない現状がまるで理解不能らしい。

　セシリアはその動揺を好機とばかりに一いつ気き呵か成せいの剣けん舞ぶで攻せめる。が、流石さすがにそれだけで押し切れる程ゲインは甘くない。彼はセシリアの様子を注意深く観察すると、何か得心がいったらしく、どこか感心するように口の端を歪めた。

「（ネタが割れてしまったか……）」

　気付かれたところでどうという話でもないのだが、これで油断なり過か剰じような警戒なりは期待できなくなってしまった。

　しかしセシリアには落らく胆たんしている余よ裕ゆうも無い。なぜなら、気を抜けば自分の剣などは本来すぐにでもゲインの力の前にねじ伏ふせられてしまうからだ。

「（要は斬撃波の応用だ。剣に気力を込こめ、そのまま放たず纏わせ続けることにより、足りない力を補っている。だが……）」

　視界が一瞬ぐらりと歪ゆがみ、意識が飛びかける。どうにか大きな隙を作らずに耐たえきるも、セシリアの額には脂あぶら汗あせが滲にじんでいた。

「（当然そう長くは……続けられない！）」

　ゲインと片腕でやり合うにはこれしかないとはいえ、無理があるにも程ほどがある状況。このまま続ければ、一分と持たず力ちから尽つきかねない。かといって勝負を焦あせれば破は滅めつは必至。

「（せめてあと一手……あと一手、何か決め手があれば……！）」

　元々劣れつ勢せいだったことを考えれば、現在ゲインと拮きつ抗こう出来ているだけでも奇き跡せき。しかしそれだけでは勝てない。

「ぬぅぅぅぅううううう！」

「ぐっ！」

　ゲインの鋭く力強い剣けん閃せんの一筋がセシリアの脇わき腹ばら表面を抉えぐる。しかし彼女はそれに一切構わず剣を振るい、魔人の肩を切り裂いた。が、ゲインもまた、その決して浅くはない傷に一切構うことなく剣を振るい続ける。

「あぁぁぁぁぁぁぁ！」「がぁぁぁぁぁぁぁ！」

　互たがいに一歩も引くことがない、剣戟の嵐あらし。

　頰ほおに、腕に、胸に、足に、幾いくつの傷が刻まれようとも、敵に致命の一撃を叩たたき込むその刹那まで、二人の動きは止まらない。

　そうして、最も早はや勇者や魔王にさえも介かい入にゆう出来ないであろう凄せい絶ぜつな死し闘とうの末。

　先に崩れたのは当然の如ごとく……セシリアだった。

　剣に乗せていた気に僅わずかな乱れが出る。その刹那、ゲインによって細剣を大きく薙なぎ払われたセシリアは、どうにか剣を手放しこそしなかったものの、胴どうに隙を空けてしまった。

　それこそを最大の好機と見たゲインが、気合いの雄お叫たけびと共にその大剣へ全すべての体重を乗せて渾こん身しんの袈裟斬りを繰くり出してくる。しかもこの短い戦せん闘とう中に《捕ほ食しよく》の能力も使わず学習したのか、その剣は溢あふれんばかりの気を込められ、あまつさえ炎ほのおまで発している。学習どころか、セシリアの奥の手を更に一段上の領域まで昇しよう華かさせた、まさに必殺の刃やいば。

「（詰み、か……）」

　回かい避ひ不能な状況下で迫せまり来る究極の一撃を、圧縮された時間の中で、セシリアは為なす術すべなく見つめる。

　いっそ惚ほれ惚ぼれしてしまう程に、あまりに見事な一撃。騎士として、この一撃に一本取られるのならば、もう何も悔くいは──

　──そう悟さとりかけたその刹那、ゲインの纏まとった紅ぐ蓮れんの炎が、突とつ如じよ、濃のう緑りよくに染まる。しかし、エネルギー量や質自体に変化は感じられない。まるで、色素だけが入れ替かわったような……。

「っ!?」

　同時に、脳内を鮮せん烈れつで意味不明なイメージが駆かけ抜ける。新緑の湖こ畔はんを描えがいたステンドグラス。セシリアの頭に髪飾りをつけてくれるトオル。全てに裏切られたかのような深い絶望感と、そして……燃えるように紅あかい太陽。

　そうして、次にふと気付いた時には、セシリアの中に激げき烈れつな感情が湧わき上がっていた。

「（諦めるな！）」

　迫り来る炎の刃を確しつかりと見開いた眼に捉とらえる。それはもう、緑色には見えてはいない。あれが一体なんだったのかも、彼女には分からない。しかし一つ言えることがあるとすれば……。

「（私は、私を諦めてはいけない！）」

　たとえそれが、どんなに騎士としてみっともなかろうと。

　たとえそれが、どんなに醜みにくい悪あがきだろうと。

　たとえそれが、どんなに女め神がみ教会の教えに反した意志だろうと。

　だが、もしそれで、大事な人を助けてあげられるなら。

「（私は、私を……私の正義を諦あきらめるわけにはいかない。なぜなら、それこそが。そんな正義馬ば鹿か騎士女こそが、私──）」

　決意と共に、目を見開く。

「（──セシリア・シヴィルなのだから！）」

　そうして、少しでも生き長らえるために動き出す。この状じよう況きようからやれることはもう少ないかもしれない。しかし、僅かでもいいから──と彼女が考えた、その刹那。

「？」

　セシリアは、肩かたが壊こわれたはずの自分の左ひだり腕うでが、既すでに動いていたことに気がついた。

　まるで彼女自身ではなく、誰だれかが勝手に担当を受け持ってくれていたかのように……それは、痛みさえなく、淡たん々たんと──しかし、最後の力を振り絞しぼるかの如く健けな気げにあらかじめ動いており、そして──。

　──ゲインの剣の腹を、手てつ甲こう部分で強引に押しのけた。

「!?」

　刹那、時間が正常に動き出す。

　ゲインの必殺剣は当然ながら、力の抜けた腕で完全に弾はじけるような生なま温ぬるいものではなく、セシリアの左腕の防具を滑すべり、そのまま彼女の胸下を深く切り裂いていく。が──

「（まだ──私の命は、燃え尽つきていない！）」

　僅かに攻こう撃げきが逸それたことで、即そく死しだけは免まぬかれる。同時に、渾身の一撃で決めきれなかったゲインに現われた隙すきを──生の活路を、今のセシリアが見み逃のがすはずはなかった。

　雄叫びと共に、細剣に残った全ての生命力を乗せる。途と端たん、月光の如き静せい謐ひつで眩まばゆい光を放つ剣。

「あああああああああああああああああああああ！」

　そうして、セシリアが最後の力を振り絞り雄叫びと共に振るった必殺の一閃は──

「がぁ！」




　──ゲインの胴を……命を、薙ないだのだった。




　　　　＊




「…………げっ、はっ」

　地に大の字で仰ぎよう臥がするゲインの横で、セシリアもまた血を吐はいて剣を杖つえに膝ひざを突つく。そうして苦しげに何度も喀かつ血けつした後、ぜぇぜぇと息を吐きながら口を拭ぬぐう彼女を、ゲインは薄うすく開いた目で確かく認にんし、ニィッと力なく微笑ほほえんでみせた。

「どうにも勝者の有様ではなさそうだな、セシリア・シヴィル」

「…………そもそも、私が勝者と言えるかどうか……」

　苦笑いで返すセシリアに、しかしゲインはハッキリと答える。

「勝者さ。お前の剣は、ワタシの命に届いたのだから」

　そう告げるゲインは、四し肢しの末まつ端たん部分から徐じよ々じよに消しよう滅めつの光に変へん換かんされ始めていた。

　セシリアは宿敵たる魔ま人じんの死を目の前にしているというのに、なぜか酷ひどく苦々しい気持ちにとらわれ、気付くと目を伏せて謝罪を口にしてしまっていた。

「……すまない」

　その言葉に、ゲインは一いつ瞬しゆん目を丸くし、直後カラカラと笑う。

「くくくっ、なんだそれは。宿敵を討うって謝るヤツがあるか。まったく、お前達一行ときたらホント……」

「…………」

　腹部の出血を手で押さえつつ、膝立ちでゲインを見下ろすセシリア。

　既に関節部分まで光に溶とけ消えた魔人に、彼女は思わず訊たずねかける。

「……なぜ、最後の最後まで、剣による勝負を貫つらぬいた？　確かにお前──いや貴方あなたの剣技は素す晴ばらしいが、それでも、やはりその本分は獣けものとしてのそれにあるはずだろう？　それこそ、私の記き憶おくに倣ならって剣技を磨みがくよりも、《捕食》の能力でそこらの魔物を食らい続けた方が遥はるかに──下手をしたら、最終的には魔王や女神をも凌しのぐ程の力を手に出来たかもしれない規格外の能力を持ちながら、なぜ貴方は……」
















「なぜ……か」

　セシリアの疑問に、ゲインはしばし天を仰あおぎ見てから、ぽつりと答える。

「……お前を食ったから、だろうな」

「なに？」

「先程も言ったが……ワタシはお前を食って垣かい間ま見みたモノに、深く感かん銘めいを受けたのだ。《捕食》で他人の能力を奪うばうだけでは得られないものを……お前は、数多く手にしていた」

「……そうだろうか」

　自分ではイマイチピンと来ず首を傾かしげるセシリアを、ゲインは笑う。

「そうだとも。だからこそワタシは、《捕食》を用いず自ら剣の腕を磨いた。これこそが自分の力だと胸を張れるものを、手に入れるために」

「……《捕食》も、貴方の立派な能力だろうに。私達だって、他者から多くを学ぶ」

「ああ、そういう考えもあるだろうな。だからこれは、完全にただのワタシのエゴだ」

「…………」

「一つ後こう悔かいがあるとすれば、自身のワガママを通した結果、ヨルを守る使命が完かん遂すい出来なかったことだ。……これは悔やんでも悔やみきれない。ワタシとお前の命運を分けたのは、この点だろうな。ワタシは……もっと、なりふり構わず生きるべきだった」

「……なんとも魔物らしくない敗因だな」

「確かに」

　セシリアとゲインは二人、思わず笑い合う。

　二人とも死に瀕ひんしているというのに、そこには酷く穏おだやかな時間が流れていた。

　そうして、遂ついには胴どう体たい部分まで消えかけはじめたゲインが、ぽつりと呟つぶやく、

「……セシリア・シヴィル」

「……ああ、分かっている」

　名前を呼ばれたセシリアはよろよろと立ち上がると、ゲインに背を向けた。

「すまないな」

「いいさ。私も逆の立場なら、同じ注文をする」

　緩ゆるやかな死に際ぎわを他人に……特にライバルたる宿敵に見られたくない気持ちは、セシリアにも理解出来た。

　それにどうせ、彼女も《聖域》へと向かわねばならない。

　セシリアは痛む身体からだに鞭むち打うって足を動かすと、消えかかるゲインに視線を向けぬまま、森の奥へと踏ふみ出す。

　が、数歩進んだところで彼女は立ち止まった。どうかしたのかと訊ねるゲインに、セシリアは背を向けたまま……振ふり返ることなく、別れの挨あい拶さつを告げる。

「さらばだ、魔人……いや」

「？」




「──誇ほこり高き騎き士し・ゲインよ」




「…………ああ」

　少しの間を置いて、ゲインからどこか満ち足りた声が返ってくる。

　セシリアはふっと微笑むと、それ以上は何も交かわすことなく、心から尊敬する戦士の下もとを去ったのだった。




　　　　＊




「（とはいえ、私もまずいな……）」

　セシリアは血の滲にじむ脇わき腹ばらを折れた左腕で押さえ、右手で剣を杖代わりにしながら、どうにかこうにか樹海の中を進む。彼女から滴したたった血が、白黒の風景の中に点々と赤を添そえた。

　ベルトを傷口部分できつく締しめてはみているものの、一時しのぎにさえなっていない。

　ゲインはセシリアを勝者と評したが、彼女本人からしてみれば、やはりそれはかなり怪あやしかった。相打ちと言った方がまだしっくりと来る有様だ。

「（それでも……《聖域》に向かわなければ……）」

　油断すると今にも飛んで行きそうな意識を強引にたぐりよせ、一歩、一歩と、灰色の地面を踏みしめて前に進む。

　そうして、ノロノロとした歩行が何分続いたろうか。

　突とつ然ぜん視界が黒く染まり、意志の力が介かい在ざいする間もなく身体から力が抜ぬけていく。

「（まずい……！）」

　そうは思うものの、気付けばセシリアは最も早はや自分の意志で指一本動かせなかった。

　そのまま剣を手放し、前のめりに倒たおれゆくセシリア。

　そうして、彼女が地面との衝しよう突とつを覚かく悟ごしたその瞬間──

「よっ、と」

「？」

　──誰かに抱だきかかえられる感覚。目が開かず顔が確認出来ないが……自分を抱きかかえるその腕は、細く、小さく、しかし……力強い。

　セシリアは思わず涙なみだをこぼしそうになりながら、どうにか呻うめき声を漏もらした。

「トオ……ル……？」

　彼女の縋すがるような声に、救い主は一瞬返事を躊躇ためらうような間をおくも、すぐにどこか照れたような懐なつかしい声で応じてきた。

「うん……ぼくだよ、師し匠しよう」

「あ……ああ……」

　先さき程ほどまで空っぽだった彼女の体の奥底から不思議な力がわき出してくる。セシリアは手て探さぐりでトオルの頰ほおに手を伸のばす。そうしてトオルがその手を優やさしく握にぎり返してくれたところで、もう一つ、遠くから小さな足音が響ひびいてくるのが聞こえた。

「……セシリアさん！」

「……？　サクヤ……か？」

　軽く目を開いてみるものの、まだ薄うすボンヤリとしか見えない。が、それは間ま違ちがいなくサクヤの声だった。

　トオルに仰あお向むけに上半身を抱きかかえられながら、近付いて来た少女に訊ねる。

「なぜ……こんな場所に……」

「そんなこといいですからっ、無理に喋しやべらないで下さい！　ああ、なんて酷い……」

　どこか泣きそうな声をあげながらも、テキパキとセシリアの傷口を確認し、治ち療りようを試みようと動き出す少女。その相変わらずな強さにセシリアは思わず少し微笑み、そうして、徐々に回復してきた視界で、自分を抱きかかえる少年を見やる。

「トオル……」

　そこには、彼女の知る誰だれよりも優しい顔をした少年がいた。

　しかし、普ふ段だんならば真っ先に泣いてセシリアを心配しそうな彼が、今はどこか覚悟を秘めた瞳ひとみで、彼女を見つめている。

「（ああ……そうか……こんな私を見てもなお……止まってくれる気は、ないか……）」

　仲間が死に瀕しているのに直面すれば、根が優しい彼なら身動きが取れなくなるのではないかというセシリアの僅わずかな期待は、力強いトオルの瞳に打ち砕くだかれた。

　彼は、止まらない。むしろ大切な人が傷つけば傷つくほど、彼は更さらに前へ進む意志を固めるだろう。

「…………」

　セシリアは一度、深く深く息をつく。そうして、右手の感覚で地面に倒れていた剣けんの柄つかを静かに探り当てると……。

「────はぁっ！」

「!?」

　彼女の身体の内に僅かに残っていた全すべての生命力を動員し、今一度だけ──世界最速の早はや業わざで身を捻よじりサクヤを振り払はらうと同時に、トオルの首を刎はねんと剣を振るった。

　命を賭とした、不意をつく回かい避ひ不能の必殺の一いち撃げき。トオル程の才があればセシリアの動き自体は追えるだろうが、瀕ひん死しの仲間を咄とつ嗟さに敵と見なすような対処は出来ないはず──




　──と思われたその刹せつ那な、セシリアの身体に激しい電撃が[image: ]ほとばしった。




「か……は!?」

　白目を剝むき、地面に倒れ伏ふすセシリア。急速に失われゆく意識の中、彼女の瞳にうつったのは……トオルの肘ひじの部分に小さく刺さされた、紫むらさき色いろの禍まが々まがしい針──スーリムが他者を傀かい儡らい化するのに用いる《呪じゆ針しんミストルティン》だった。

　セシリアにサクヤが改めて駆かけ寄る中、彼女を悲しげな瞳で見下ろすトオルが呟く。

「ぼくはきっと、いくら覚悟をしても、師匠やファルディオ相手だと最後の最後で甘くなる。だから……事前にスーリムに刺しておいて貰もらったんだ。自分の身が危険と判断した際は、相手が誰だろうと全力かつ最速で反撃に出る──そんな指示を込こめた呪針をね」

「（トオル……キミは……そこまで……）」

　セシリアの想定を遥かに超こえていた彼の覚悟に、彼女は自らの完敗を痛感する。

　そうして、セシリアはいよいよ自分の戦いがここで終わりなのだと悟さとると、最後に騎士としては情けなくも……しかし必死の思いで願った。

「（あとは頼たのんだぞ……メルクリウ──）」

　セシリアの意識は、ふつりと途と絶だえた。




　ミュート




「（意外とつまんないなぁ）」

　ファルディオと交戦を開始して一分少々経過した時点でのミュートの偽いつわらざる感想が、それだった。

　確かに、かなり手を抜いているとはいえ、ミュートの仕し掛かける多様な攻こう撃げきを被ひ弾だんしない点については、評価に値あたいする。

　不意をついた初撃の《炎えん霧む》は勿もち論ろん、空中の水分を鋭えい利りに凝ぎよう固こさせて降らせる《氷ひよう霧む》も、果ては霧きりの塊かたまりから小さな稲いな光びかりを撃うち出す《雷らい霧む》の速そつ攻こうさえも彼が初見でかわしてみせたのには驚おどろいた。本来ならば手て練だれの騎士さえも容易たやすく無力化するミュートの能力。それを身体能力が極きわめて低いファルディオが回避出来ているのは、偏ひとえに並外れた洞どう察さつ力の賜たま物ものと言える。

　ミュートの攻撃手段及およびその軌き道どうをあらゆる周辺情報から事前に読み切り、殆ほとんど予知に近いタイミングで動き出すことによって、ぎりぎりの回避を可能としている。

　それはミュートにしてみれば、かなりレアな敵で。

　だが一方で、その程度の相手、でもあった。

「（よくやっているとは思うけど……それだけなんだよねぇ）」

　テキトーに腕うでを振って放った《氷霧》から、ほうほうの体ていで逃にげ惑まどうファルディオを眺ながめる。時折「当たれば幸い」とばかりにハイ・クオリアをちょろっと撃ってくるものの、魔ま法ほう攻撃を霧で防げるミュートにそんなものが通用するはずもない。

「……はぁ」

　ミュートは退たい屈くつを持て余して溜ため息いきをつく。

　自分が彼に過大な期待を抱いだいているのは、ミュート自身自覚している。確かにファルディオは才能に愛された人間だが、それは戦せん闘とう方面での話ではない。科学者アウルと同じ類たぐいの才能──その発見や研究で世界に革新をもたらすといった類の、才能。

　それはミュートも分かっていたつもりなのだが……しかし、それでも彼からは意外性がある何かが飛び出てくるのではと、期待せずにはいられなかったのだ。

「ひぃ、ひぃ、ちくしょう、んなろ……ひぃ……」

「…………」

　森の中をちょこまかと情けなく駆けずり回るファルディオを見つめ、ミュートは一つ溜息を漏らした後……その瞳に怪しい光を宿らせた。

「（そろそろ……壊こわしにかかっちゃおうか）」

　べろりと舌なめずりをし、霧による物理的な攻撃を中断させるミュート。

「？」

　ファルディオが不思議そうに立ち止まり、この隙すきに何か仕掛けるべきかと逡しゆん巡じゆんした様子で杖つえを構える中、ミュートは両腕を優ゆう雅がに広げて、呟つぶやいた。

「《幻霧ミスト》」

「……!?」

　刹那、ミュートの周辺にモヤがかかり始め、それは周囲の空間を丸ごと飲み込むかの如ごとく急速に拡大していく。

「っべぇ──」

「もう遅おそいよ」

　それは最早ファルディオの身体能力では回避不能の範はん囲い技わざ。《炎霧》などの面おも白しろ半分に覚おぼえた派生技と違い、ミュートの根源たる能力にして、必殺の技。

「く──!?」

　広がる霧に為なす術すべなく飲まれるファルディオ。途と端たん、彼の瞳から活力が失われる。

「（かかったわね）」

　彼の無力化を確かく認にんしたミュートは、霧の拡大をやめ、鼻はな唄うた混じりにファルディオへと接近していった。が、ファルディオはまるでミュートが視界に入らない様子であたりをわたわたと見回している。

「な、なんだここ!?　さっきまで俺、樹海にいたはずなのにどうして……」

「ふふっ」

　ミュートはその滑こつ稽けいさに思わず笑ってしまう。《幻霧ミスト》はかけた対象に文字通り幻まぼろしを見せる技だ。それも、当人にとっては現実とまるで違わない幻。

　しかも幻はミュートが如何いか様ようにも自在に制せい御ぎよ出来るため、対象の精神崩ほう壊かいなど容易い。

　が、現在ミュートはあえて、ファルディオに心地よい幻を見せていた。周辺風景が、彼にとって今最も理想とする空間へと知覚されるように設定している。

「さて、いったいどういう幻を見ているのかなー♪」

　ミュートは軽く瞳を瞑つぶり、意識をファルディオに同調させる。彼の意識が存在する幻の空間に、ミュートもまた入り込んでいく。

　そうして、ファルディオの理想空間にミュートが降り立ったと同時に……ファルディオが、大混乱した様子で叫さけんだ。

「どうして……どうして俺が、混浴露ろ天てん風ぶ呂ろなんかに!?」

「本当にどうしてよ！」

　自分が湯気立ちこめる露天風呂に居るのを確認して、ミュートは思わずツッコむ。

　呆あきれながら見回してみれば、そこはまさにファルディオの理想空間だった。

　湯に浸つかっている客達は当然皆みな女性……しかもファルディオの記き憶おくを下した敷じきにしているため、その全てが彼の知り合いだ。

　レイア、セシリア、サクヤは勿論、アウルやアヤまで。これまでに彼が美人と認識した全女性が一堂に会し、きゃっきゃと、多幸感に溢あふれた肌はだ色いろ風景を作り上げている。

　と、そこでようやく目の前のミュートに気付いたファルディオがギョッと目を剝いた。

「ミュート！　お前……」

　ごくりと唾つばを飲む彼に、ミュートは少し気を取り直して髪かみを搔かき上げる。

「そう、ここは私が創つくり出した幻げん惑わく空間。もうキミはおしまい──」

「お前まで、どうしてバスタオル一枚なわけ？」

「本当にどうしてよ！」

　そこで初めて自分の姿に気付くミュート。どうやらファルディオの妄もう想そう力が想定以上に強かったらしく、管理者たるミュートの姿にまで影えい響きようを与あたえてしまっていた。

　自身も股こ間かんにタオル一枚まいただけのファルディオが、ミュートをまじまじと観察する。

「……なるほどな。気付いちまったぜ、俺はよぅ、ミュート……」

「な、なんですって？」

　まさか、自身さえも把は握あくしていないこの技の綻ほころびでも見つけられたのかと警けい戒かいするミュート。そんな彼女に、ファルディオはニヤリと微笑ほほえみ……そして、満を持して親指をグッと立て、堂々と告げて来た。
















「ミュート！　お前、案外胸あるな！」

「…………」

　最も早はやなにも言わずただただ冷たい視線を投げかけるミュートに、ファルディオは気まずげに目を逸そらして呟く。

「……ごめん、ツッコミが入らねぇと、俺が辛つれぇ──」

「ファルディオ君」

「!?」

　次の瞬しゆん間かん、ミュートは妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、ぴたりとファルディオの胸むな板いたに寄り添そった。

　しかもそのままファルディオが動どう揺ようするのにも構わず、彼の頭を強引に摑つかむと、貪むさぼるように口付けをする。

「ぐ!?　んむぅ──!?」

　喜ぶかと思いきやただただ混乱と動揺で目を白黒させるファルディオ。ミュートはそのままの勢いで彼を床ゆかに優やさしく押し倒たおすと、彼に馬乗りになってベロリと舌なめずりをする。同時に、女性達が湯けむりの向こうからぞろぞろとファルディオの下もとに集つどってくる。

「おいおい……こりゃいったい……どういう趣しゆ向こうの……」

　ファルディオが額に汗あせを浮かべ怯おびえる中、彼の上に跨またがったままのミュートは、興奮しきった様子でべろりと舌なめずりをすると、その最高に趣味の悪い真意を告げた。




「ねぇ、自分が快楽に溺おぼれている間に大事な子供が死ぬのって、どういう気持ち？」




「……っ！　てん、めぇ……」

　彼女のあまりに最低の……そして最悪の精神攻撃に、ファルディオは怒いかり、うち震ふるえる。しかし、かといって彼にはどうしようもない。ミュートが創り出した幻は非常に強固。よほど凄すさまじい外部刺し激げきでもない限りは、絶対に解けることが──

〈パンッ！〉

「？」

　刹せつ那な、ミュートの下から乾かわいた音が響ひびき渡わたる。なにかと思って見てみれば……そこでは、押し倒されたままのファルディオが自らの頰ほおを思い切り張っていた。

　そのあまりに単純で面白味のない幻への対処法に、ミュートは少々幻げん滅めつしながら呟く。

「ファルディオ君。そんなみみっちい刺激で解ける程ほど、私の幻は甘くないよ？　それこそ、瀕ひん死しの重傷レベルの痛みでもないと──」

「い────────ってぇえええええええええええええええええええええええ！」

「え？」

　刹那、ファルディオが尋じん常じようじゃない痛がり方をすると共に、周囲の空間がぐずぐずと崩くずれ始める。

「そんな馬ば鹿かな……！」

　ミュートがそう叫んだ次の瞬間には、彼女達は樹海の中に居た。現実世界でもミュートに組み敷しかれていたファルディオが、わきに転がっていた杖を拾ってその先せん端たんを力の限りミュートの腹部へと叩たたき込む。

「ぐっ──!?」

　幻惑空間からの意識回帰が遅かったせいか、完全に不意打ちを食らうカタチになったミュートは、ファルディオの上から跳はね飛ばされ、地面に尻しり餅もちをついた。

　と、すぐさまファルディオは立ち上がり、ミュートから距きよ離りを取り直す。ミュートもまた慌あわてて立ち上がると、自らの腹部をさすりながら目の前の魔ま導どう師しを睨にらみつけた。

「ハイ・クオリア……」

「お、流石さすがに頭の回転速はえぇなおい」

　感心した様子でミュートを見つめて来るファルディオ。しかし本当に感心・驚きよう嘆たんしているのは、ミュートの方だ。

「（幻惑空間に入る直前、もしくは入ってから禁きん忌き魔法を使った様子はなかった。つまりは……事前に自分にハイ・クオリアをかけて、痛覚を強化していたということ。恐おそらくは、逃にげ惑まどいながら私にハイ・クオリアを撃うってきていた、あのあたりで……）」

　そこまで考えたところで、ミュートは冷や汗を搔く。

「（正気の沙さ汰たじゃない。もし私の他ほかの攻こう撃げきに軽くでも被ひ弾だんしようものなら、それだけで即そく死しレベルの痛みが襲おそっていたということ。そんなハイリスクな行こう為いを……恐らくはただただ、私のこの技……《幻霧ミスト》対策のためだけに行っていたなんて……）」

「分の悪い賭かけにでも出なきゃ、俺が魔人を上回ることは無理なんでね」

　ミュートの思考を読んだかのように、ヘラヘラと呟きながら、自分の身体になにやら掌てのひらから光を浸しん透とうさせる大魔導師。……恐らくは、ハイ・クオリアの解除でも行っているのだろう。

「よっし、鼻毛戻もどったぞ」

　なんとなく締しまらない代だい償しようだったことはさておき、ミュートは腹部を押さえるのをやめると、余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら訊たずねかけてきた。

「あらら、ハイ・クオリア解いちゃって良かったのかな？　そうなったら、またすぐに幻をかけ直すだけだけど」

「だったらそうしたらいい」

　ニヤリと何かを確信した様子でほくそ笑むファルディオ。

「（…………本当に面白いヤツだなぁ！）」

　ミュートは腹の底からとめどなく快感が湧わいて来るのを抑おさえられない。

　実際ミュートの《幻霧ミスト》は二度同じ対象にかけることは出来ない。必殺の技であるが故ゆえに、だからこそ、二度目がない。相手に耐たい性せいが出来てしまうのだ。

　ファルディオは事前にそれをある程度見み抜ぬいていただろうが、しかし、確信に至れる情報はなかった。だからこそ、ミュートの目の前で堂々とハイ・クオリアを解いてみせたのだ。彼女の反応を覗うかがうために。

　果たしてミュートはそれにまんまと引っかかり、わかりやすい挑ちよう発はつ的な態度をとってしまった。つまり《幻霧ミスト》を巡めぐる化かし合いに関してはミュートの完敗と言っていい。

　しかし……。

　ミュートは目の前に鋭するどい氷ひよう塊かいを発生させながら、ファルディオを見つめる。

「《幻霧ミスト》を打ち払はらったことは見事だったけれど、それだけじゃミュートちゃんは倒せないよね？　その辺はどう考えているのかな？」

　ミュートの問いかけに、ファルディオはぽりぽりと頰を搔く。

「あー、まあ、そうだな。確かに化かし合いには勝てても、現在、俺がお前を倒すための手段は極きわめて乏とぼしい。だけど……」

「なんだい」

　そこでファルディオは、堂々と腕うでを広げ、賢けん者じやでも気取るが如ごとく仰ぎよう々ぎようしく告げて来た。




「今のところ、お前の行動のほぼ全すべてが、俺様の手の上なんだぜ、ミュート」




「あー、そう」

　その今いま更さらなビッグマウスに若じやつ干かんがっかりとしながらも氷塊を飛ばすミュート。ファルディオは事前の偉えらそうな態度がどこへやら、「ひぃ！」と情けなく怯えながらまた逃とう亡ぼうを開始する。が、今度の逃げ方は前回と多少違ちがい、こそこそと物もの陰かげばかりを目指す嫌いやな逃げ方だった。前回を鬼おにごっことするなら、今回は隠かくれんぼ。

「（防ぼう御ぎよ態勢を多少整える意味はあるんだろうけど、ミュートちゃんを視界から外しちゃうのは、正直上策とは言えないなぁ……）」

　そんなことを考えながらも淡たん々たんと攻撃を続けていると、ファルディオはいよいよとりわけ大きな木の陰に身をすっぽりと隠した。ミュートはやれやれと肩かたを竦すくめる。

「（岩場ならまだしも、この状じよう況きようで巨きよ木ぼくの陰はむしろ悪手だって。なぜなら……）」

　そう考えながら、ミュートは高密度の《炎えん霧む》を右手に纏まとうと……それを刃やいばの形に精製。

「しっ！」

　気合一いつ閃せん、巨木を中央から斜ななめに切断する。炎えん刃じんに切り裂さかれた巨木は、切り口から激しく燃え上がりながらも、ずずずと滑すべり、最後には上部分が倒れ落ちて轟ごう音おんと共に地面を揺ゆらした。

「うひゃあ！」

　刹那、当然の如く木の陰からファルディオが飛び出て、逃亡を再開させる。そうしてまたも他の巨木の陰に逃げ込む彼を見て、流石のミュートもいい加減呆あきれてしまった。

「（どうしてそう、サガることばっかりするかなぁ。あんまり舐なめたことばっかりしているようなら……こっちも、容よう赦しやしないよ）」

　珍めずらしく頭に血が上るミュート。彼女は再び炎刃を纏うと……今度は出来るだけ下部、彼の胴どうを切り裂く覚かく悟ごでそれを振ふるった。

「（これまで楽しかったよ、ありがとね大魔導師君！）」

　もうこれ以上彼から面白い何かは出て来ないだろう。先程の、ここに至るまでの全てが読み通りだとかいう発言は、きっと彼お得意のただのハッタリだ。

　そう判断したミュートは、慈じ悲ひなく樹木ごとファルディオを切り裂く。

　燃え上がり、倒れゆく巨木。そうして、その陰からずるりと姿を現わしたのは……。

「あ……が……あ……」

　身体からだを燃え上がらせながら、上半身だけで地面を這はいずるファルディオの姿だった。

「…………」

　不思議と物悲しい気持ちになりながら、ミュートは彼に近付いて行く。

「ああ……あ、あ……」

　助けを求めるようにミュートへと手を伸のばす彼には、最早知性の欠片かけらも見られない。ただただ苦く悶もんに呻うめくだけのその無様な存在は、とてもあの理知的な大魔導師の最さい期ごとは思えない──

「!?」

　──そこまで考えたところでハッとしたミュートは、慌てて今一度じっくりと燃え盛さかるファルディオの上半身を確かく認にんする。

　と、そこに見えたのは……。

「は……はは！　噓うそ……でしょ？」

　ぐずぐずと、人間の身体とは思えない程脆もろく細かく崩れ消えゆくファルディオ。ミュートがよく知る材質で構成された存在。つまりは……。




　霧きり人形だった。




「そうか……！　そういうこと……！　あは……はははははははは！」

　ミュートは思わず腹からくの字に身体を折り曲げて大笑いする。

「《フェイクマジック》だね！　『一度触ふれた魔法を完全再現する』禁忌魔法！　まさか魔人の技わざまで再現可能とはね！」

　しかしよくよく考えてみれば当然だ。特とく殊しゆ魔法である《寄限魔法オーバーロード》まで簡単に再現してみせた時点で、《フェイクマジック》は『この星のエネルギーを根源とする技ならばその全ての現象が再現可能』と見るべきだったのだ。

　彼は恐らく最初の巨木に隠れた時点で霧人形を精製。木が倒たおれたところから送り出してミュートの注意を引き、その隙すきに……。

「……逃げたのね」

　ちらりと最初に切断した木の方を見やり呟つぶやく。ミュートが如何いかに油断しようと、彼が魔人を討うつほどの攻撃力をヘルファイア以外に持たないのは事実。ならば、霧人形を使ってなせる作戦は一つだ。

　しかし、一体いつ霧人形の技を盗ぬすまれたのかと考えたところで、ミュートはふと自分の失態を思い出す。

「そっか、トオル君の霧人形で、彼を助け起こしちゃったっけ」

　しかし、だとすればこの作戦は事前に綿密に組まれたものじゃない。ファルディオ・メルクリウスという人間は、手に入れた手札を即そく座ざに精査し、戦いの中でその全てを組み上げていたのだ。

「はは……はははは！」

　最も早はやミュートは、笑うしかなかった。彼に失望していたさっきまでの自分を半殺しにしてやりたい。

　彼女はその場にどてっと座り込むと、空を見上げて呟く。

「これは負けだなぁ……」

　ファルディオからは杖つえの不意打ち以外、攻撃らしい攻撃を貰もらっていない。それどころか終始押していたのは自分だし、最後は霧人形を囮おとりにして逃亡。事実だけを追ってみれば、確実にファルディオ側の敗北である。

　しかし、なぜだろう。今のミュートは、不思議と「完敗だ」と感じていた。

「……そうだよね。ファルディオ君からすれば……一番大事な目的はトオル君を助けることであって、私を倒すことじゃないんだもんねぇ」

　そこをミュートは見誤ってしまった。これがセシリアやゲインなら少し事情が違ってくるのだろうが、ファルディオという男は、そういう男だ。

　意志が弱いように見せて、実は終始一いつ貫かんしてブレていないのが、彼だ。その明確に目標だけを見定める意志は、セシリアや魔ま人じん……いや、もしかしたら、ヨルやトオルをも凌りよう駕がするかもしれない。

「…………ごめんね、ヨル。今回の私は、ここで脱だつ落らく。だって負けちゃったもんね」

　どこか清すが々すがしい気持ちで呟くミュート。

　彼女は仰あお向むけに大の字でその場に寝ねそべると、自らを相手に、これまでで最も強固かつ悪意に満ちた《幻霧ミスト》をかけ。そうして……。

「じゃ、しばらくおやすみぃ」




　──地じ獄ごくの如き絶望的な悪夢の中を、楽しそうに泳ぎ始めたのだった。








　間章　ミカミミユキ５









　けたたましいアラームと医師の怒ど号ごうが響ひびく混こん沌とんとした集中治ち療りよう室内で、私は作業の邪じや魔まにならぬよう壁かべ際ぎわに寄りつつも、呆ぼう然ぜんと死に瀕ひんしたトオルの顔を見つめる。

「…………」

　頭の中が真っ白で、何も考えられない。これまでの自分ならば、ヒロキの無事を真っ先に喜んでいたはずなのに……なぜだか、今はそんな気分じゃない。

　心の中がぐちゃぐちゃで、誰だれかに縋すがりたくて、思わずリョウの姿を探すも、彼はまだ来ていないらしい。

　看護師に退室を命じられるも、私が微び動どうだにせずただ首をゆっくりと横に振るのを見ると、特に邪魔にもならなそうだと判断したのか、それ以上無理強じいはしてこなかった。

　慌あわただしく動き回る医師と看護師の隙すき間まから時折覗のぞくトオルの顔は蒼そう白はくそのもので、あんなに疎うとましかった活力は微み塵じんも見られない。私は今更ながら、そのことに酷ひどくショックを受けた。

「…………」

　自分の中の何かが激しく揺らぎ出したのを感じて、私は思わず視線をヒロキのベッド側へと逸そらす。────と

「……？」

　なにか、ヒロキのベッドの上に淡あわく光る何かが見えた気がして、目を擦こすった。

　それは、人ひと魂だまというにはあまりに弱々しく、けれど、幻げん覚かくというには実在感を伴ともない過ぎていて──。

「？」

　そんなことを考えながらジッと目を凝こらしてると、不定形の光は徐じよ々じよにこちらへと近付いてきた。

　一いつ瞬しゆんギョッとするものの、不思議と逃にげよう等という気持ちは湧わいてこない。むしろ、ふらふらと、今にも消えそうながら一いつ生しよう懸けん命めいこちらに来ようとするそれの動きを見て、思わず迎むかえ入れるようにこちらから数歩前に出てしまう。

　すると、それは最期の足あ搔がきとばかりに伸ばした光を私の胸むな元もとへと触れさせると、そのまま空気に溶とけるように搔き消えた。

　そうして、一体今のはなんだったのかと私が首を傾かしげた、次の瞬間──

「──え」

　──私の中に、何か得体の知れない情報群が激流のように流れ込んでくる。

　この世のものとは思えない大自然の風景。森の中に倒れるトオル。異国の片かた田舎いなかと思おぼしき村。化物の大群。闘とう技ぎ場。赤あか髪がみの青年。騎き士し風の女性。人型の狼おおかみ。夜明け。誰かの死。トオルの泣き顔。船。怯おびえ。銀ぎん髪ぱつの少年。迫せまり来る禍まが々まがしい槍やり。

「っ！」

　眩暈めまいがして慌てて壁に背を預ける。幸い医者や看護師に見られてはおらず、余計な心配はされていない様子だった。

　私は軽く目を瞑つぶり、深呼吸を繰くり返して息を整える。

「（なに、今の……。……白昼夢？　幻覚？　いえ、そういうのとは……）」

　現実味もなく、自らの記き憶おくにもない、断だん片ぺん的な情報群。しかし、ただの夢と断じるにはあまりに生々しい感情を伴った、何か。

「（ヒロ……キ……？）」

　彼のベッドを見やる。が、そこにはいつものように、静かに横たわる息子むすこの姿があるのみ。先さき程ほどの光も見当たらない。

　だけど私の中には妙みような確信があった。今のは、間ま違ちがい無く、ヒロキだ。

　見せられたものの意味自体は、まるで分からない。あまりに荒こう唐とう無む稽けいで断片的な場面ばかりで、そこに出て来た光景の全すべてが意味不明だ。ヒロキの夢か何かだろうか。

　だけど、一つだけ、ハッキリと、明確な意志を伴って伝わって来た情報があって。

　それは……。

「（トオルが……ヒロキのために、死ぬ？）」

　その情報だけは、これ以上ないという程の強い想おもいと共に私へと届けられた。

　正直、意味は分からない。分からないが……それがあまりに切せつ迫ぱくし、胸の締しめ付けられるような感情を伴っていたものだから。とてもじゃないけど、一いつ笑しように付せられるシロモノでも、なくて。

　特にこれが、普ふ段だん殆ほとんど激げき烈れつな感情を見せることのないヒロキのものとなれば……尚なお更さらだ。

「（私……やっぱり、どうかしているのかしら）」

　ここ最近の自分の張り詰め方を鑑かんがみれば、今のはまず間違い無く幻覚だ。意識不明の息子を見るのが辛つらくて、遂ついには勝手にメッセージを受信したとまで思い込むだなんて、末期の母親にも程がある。しかし……実際そうだったとしても……。

「（トオルが……ヒロキの身代わりに、なろうと、している？）」

　その情報の妙な生々しさが、私の心をざらりと撫なでる。

　つい先程読んだ作文の内容。

　神を呪のろった私の酷い願い。

　なにより……今まさに、目の前にある、この、光景。

　病気に倒れたヒロキの隣となりで、気付けば今やなぜかすこぶる元気だったトオルの方が死に瀕しているという──まるで運命がどこかで大きく歪ゆがんでしまったかのような……。

「……なによ……そんな馬ば鹿かみたいなこと……あるわけが……」

　私は馬鹿げた幻覚情報をなんとかへらへらと笑い飛ばそうとしながらも──しかし身体がカタカタと震ふるえ出すのを、どうしても止めることが出来ないのだった。








　最終章　決着









　誰かの勇者になりたかった。

　父さんと母さんが、ぼくのことを助けて死んでしまった、あの時から。

　ぼくはずっと、誰かの助けになりたくてなりたくて、仕方なくて。

　…………重かったから。

　父さんと母さんの犠ぎ牲せいの上に成り立っているこの命が……ぼくには、重かったから。

　せめて、父さんや母さんのように人を助けられないと……ぼくには生きている意味なんて、ないんだって。

　ずっと、そう、感じていて。

　だから、ぼくに新しい家族が出来た時は、この人達だって、思ったんだ。

　新しい父さん、母さん、兄さんのためなら、ぼくは、なんでもすべきだって。

　勿もち論ろん、他ほかの人だって出来るだけ助けたい。だけどなにより優先すべきはやっぱり、こんなぼくなんかに愛情を向けてくれる優やさしい家族達だ。

　……死んだ父さんや母さんを生き返らせることが出来ないなら、せめて、新しい家族の幸せを守るために、ぼくは全力を尽つくすべきで。

　だからこそ、ぼくは兄さんの命を諦あきらめるつもりが、これっぽちもない。これが単なるワガママだってことは分かっているけれど、それでも……それでも、父さんや母さん、兄さんが幸せになるには、やっぱりぼくが出来る限りじゃ、これが一番だと思うから。

　そりゃ、ぼくも、兄さんも……誰も死なず、仲間達とも戦わず済んで、この星の皆みんなも幸せになれる結末があるなら、それが一番最高だって思う。当然だ。

　だけど、世の中そんなに都合良くは、いかないから。

　父さんと母さんみたいないい人達が亡なくなってしまう、理り不ふ尽じんな世界だから。

　だから間違っているのなんて百も承知で、それでもぼくは、人の命を天てん秤びんにかける。

　そうして弾はじき出した結論に、もう揺ゆらぎは、ない。

　ぼくと兄さんなら、兄さんが生き残った方が、ずっといい。少なくとも母さんは……ううん、うちの家族は、絶対に幸せになる。だったらぼくは、その結果を目指さなきゃいけない。……怖こわくたって、辛くたって。そうしないと、ぼくは、ぼくを許せないから。




　瀕ひん死しの重傷を負っていた師し匠しようの手当てをサクヤに任せたぼくは、一人樹海の中を往いく。

　思えば、こうして単身で森の中を歩くのは、召しよう喚かんされたあの時以来かもしれない。

　最初は右も左も分からず混乱し、心細くて仕方なかったけれど……それを勇気づけてくれたのが、他ならぬルウで。

　……今思えば、ぼくは結局異世界に来てまでも、兄さんに世話になりっぱなしだ。

「（なんだかんだ理り屈くつつけてみたけど……結局ぼくは、単純に、大好きな兄さんを助けたいだけなんだろうな……）」

　そんなことを思い直し、やっぱりぼくは子供だなぁと一人照れ笑いを浮うかべる。

　だけど、おかげで心は軽かろやかだ。

　状じよう況きようがどんなに入り組んでいたって、ぼくが目指す結果は極きわめてシンプル。

　兄さんを助ける。ただそれだけ。

　ぼくは改めて気を引き締め直すと、姿勢を低くし、白黒の木々の隙間を縫ぬうように高速で駆かけ抜ぬけていく。……勇者の力の使い方に戸と惑まどっていた昔のぼくとは違う。

　今のぼくの心と力は完全に一体。慢まん心しんではなく、客観的に見て、師匠やゲイン相手でも遅おくれを取らない自信はある。ただ問題は──

「!?」

　──と、突とつ然ぜん目の前の地面がお餅もちのようぷっくりと膨ふくらみ、ヤバイと感じた次の瞬間には激しく爆はぜ散る。

　超ちよう高こう速そくで撃うち出された石の飛礫つぶて。とてもじゃないが回かい避ひ出来る状況じゃない。ぼくは一瞬のうちに覚かく悟ごを決めると、しっかりと飛礫の弾だん道どうを見極めながらも、身を極限まで縮こまらせた。

「っぅ！」

　高速で飛来する尖とがった小石のうちの数発が、無む慈じ悲ひにぼくの身体からだを貫つらぬいていく。耳たぶ、頰ほお、腕うで、脇わき腹ばら、太ふと股もも、足の甲こう。身体中が激痛に悲鳴を上げる。が──どれ一つとして、致ち命めい傷しようでは、ない。

「（上出来！）」

　ぼくはきちんと冷静に急所を守り切れたことを確かく認にんすると、それ以上余計な回避行動を取ることなく着地、即そく座ざにミョルニルロッドを抜きはなってあたりの気配を探さぐった。

　しかし、敵はこちらが探るまでもなく……自ら居場所を知らせるが如ごとくパチパチと拍はく手しゆを送ってくる。

「いや凄すごいね、トオル君。今の一いち撃げきをその程度の怪け我がで乗り切られるとは思わなかった」

　声がした前方の樹上を見やると、太い枝の上に銀髪の少年が腰こし掛かけていた。

　ぼくは身体の細かな傷が急速に治ち癒ゆされていくのを感じながらも、彼──魔ま王おうヨルを睨にらみつける。

「……不意打ちは、嫌きらいなんじゃなかったっけ？」

　ぼくの質問に、不思議そうに小首を傾げてニコニコと応じる彼。

「不意打ち？　これは奇き妙みようなことを言うね。キミがこの森に入った時点で、ボクらはとっくに交戦状態だったと思うけど」

「都合のいい解かい釈しやくだなぁ」

　そうは言いながらも、実際ぼくもヨルの言葉に異論は無かった。戦せん闘とうなんかとっくに始まっている。今更不意打ちも何もあるまい。こっちも言ってみただけだ。

　ヨルは「よっ」と樹上から飛び降りてくると、ぼくの目の前にふわりと着地した。素す足あしで武器さえ持たないその姿は相変わらず無防備の極みだったけれど、それでいて隙すきらしい隙は一いつ切さい見えない。どこからどのタイミングでどう打ち込もうが、どれ一つ通るイメージが湧わかない。

　ぼくは彼に対たい峙じしたままで、ちらりとその背後を見やった。ヨルの後方、数十メートル先に、明らかに自然物ではない巨きよ大だいな門もん扉ぴが見える。

　ヨルはぼくの視線に気付いて口を開いた。

「お察しの通り、あれが《聖域の扉ビフレスト》だよ、トオル君」

「……あれが……」

　ようやく辿たどり着いた、目的の地。それが今目の前にあるという事実に、流石さすがのぼくも興奮を覚えずにはいられない。だけどそれでもぼくは焦あせることなく、冷静にヨルを見み据すえた。

「魔王が、《聖域》の門番まがいをするだなんてね」

「門番？　まあある意味そういう言い方も出来るだろうけれど……ボクは何も、キミを絶対に通さないつもりとも言ってないよ」

「どういう意味？」

「またまた。聡そう明めいなキミのことだ、こちらの狙ねらい、大体察しがついているんだろう？」

　言いながら彼が手を振ふると、周辺の木の枝が触しよく手しゆのように伸のびて僕に迫せまってきた。が、不思議とその動きに前回ほどのキレはない。

　ぼくがミョルニルロッドの電撃を用いてそれら全すべてを軽々と焼き切ると、ヨルは困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「どうにもここはやり辛づらいなぁ。生態系が歪いびつすぎる」

「だったら、素直にぼくを通してくれない？　ぼく、魔物側にとっても、悪いようにはしないつもりだけど」

「うーん、どうしよっかな？」

　お互たがい腹の内を晒さらしきらず、また戦闘面においても本格的なぶつかり合いを避さけ合う。

　実際問題、二人とも分かっているのだ。

　結局のところ、全てはぼくが《聖域の扉ビフレスト》を開いてからこそであり、真に全力を傾かたむけるべきはまさにその場面だけでしかないのだと。

「（スーリムの情報は大体当たっていそうか……）」

　一体どこから仕入れた情報なのか、彼は事前に聖域内の情報……システム権限を得るためのキー《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を審しん判ぱん者以外もどうやら使えるらしいということを、ぼくに教えてくれていた。教会や魔王ならいざ知らず、なぜ一いつ介かいの魔人……ヨルからも大して信しん頼らいされてなさそうな彼がそれを知っているのか……という疑問はあったものの、今のヨルの態度を見るだに、真実なんだろう。

　さて、そうなるとヨル側としても《聖域の扉ビフレスト》を開かせるまではぼくを泳がせてくれて良さそうなものだけれど……。

　そう考えている間にも、ヨルは今度は風を操あやつり、鎌かま鼬いたちの刃やいばをぼくに向かって飛ばしてきた。が、これもイマイチキレがない。ぼくはそこそこ余よ裕ゆうを持って回避しつつ、ヨルの懐ふところに潜もぐり込んで、軽くミョルニルロッドによる攻こう撃げきを仕し掛かけてみる。

　ヨルは電撃にも構わず素手でロッドを受け止めると、そのままカウンターで蹴けりを放ってきた。ぼくはそれを左腕でガードするも、存外に重い一撃で腕の骨がバキバキと破は砕さいされ、思い切り吹ふき飛ばされる。が、それも充じゆう分ぶん想定内。

　ぼくはくるくると回転して着地、体勢を整え直すと、腕の回復を待ちながらヨルに訊たずねかけた。

「こんなにぬるい小こ競ぜり合いに興じて、何がしたいわけ？」

　土と地ち柄がら本調子ではないという理由があるとはいえ、ヨルの攻撃からは殺意めいたものがまるで感じられない。ぼくが業を煮にやして訊ねると、彼は苦笑いしながら応じてきた。

「元も子もない言い方すれば……出来ればキミを半殺しにしときたいんだよね」

「ああ……なるほど」

　ぼくはようやく得心がいった。

　つまり、ぼくを死なない程度にぼこぼこにしてから《聖域の扉ビフレスト》を開けさせ、そのまま危なげなく《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の下もとへと先行して辿り着くつもりなのだろう。それは確かにヨルからすれば理にかなった作戦だ。

　となれば、ぼくが狙うべきは……。

「ま、そういう発想になるよね」

　こちらが万全な状態での扉とびら開放及および《聖域》侵しん入にゆう。

　ぼくがちらりと《聖域の扉ビフレスト》の起動スイッチを確認すると、ヨルは余裕の笑えみを浮かべた。……元々ぼくを半殺しにする作戦にそこまで重きは置いていなかったのだろう。

　ぼくはヨルの隙を覗うかがうように、ジリジリと動く。

　そうして、自分の中で一つ覚悟を決めると──次の瞬しゆん間かん、ふっと息を吐はいて再びヨルの懐へと飛び込んだ。

「！」

「せいっ！」

　少し驚おどろいた様子のヨルに、今度は小手調べではない、本気のミョルニルロッドによる一撃を叩たたき込む。流石のヨルもこれは警けい戒かいして手では受け止めず、後方に跳とんで回避するも……ぼくは更さらに踏ふみ込んでそれを追い、回し蹴りを放った。

「っ」

　ヨルの脇腹にぼくの蹴り──ゴムックスの爪つま先さき部分がめりこむ。メキメキと魔王の肋あばらが折れる感かん触しよく。ぼくは当然手加減などするはずもなく、そのまま思い切り足を振り抜いた。

　派手に横飛びに吹っ飛ぶ魔王。彼はしかし即座に付近の草を伸ばしてハンモックのようなショック吸収機構を生成、更にそれをバネのように撓しならせると、プロレスのロープ技わざの要領で自らの身体をぼくに向かって射出してきた。

「（ゲインとかと違ってこういう柔じゆう軟なんさがいやなんだよなぁ、この魔王）」

　絶大な威い力りよくを伴ともなった飛び蹴り体勢で迫り来るヨル。本来ならば殆ほとんど回避不能のカウンター速そつ攻こう。だけどぼくは……。

「（まあ、充分に想定済みだったわけだけど）」

　兄さん譲ゆずりの洞どう察さつ力で彼の行動を先読みし、すんでのところで避よけきると、彼の身体とすれ違いザマに魔王の腹部──先さき程ほど蹴りを入れた場所を狙いすまして、思い切り膝ひざ蹴りを叩き込む。

「ぐぅっ！」

　如何いかに不死身の魔王であろうと、これには激しく呻うめきを漏もらし、上空へと激しく吹き飛ばされた。ことここに至り、ヨルもきっと気付いたことだろう。

　彼はぼくを半殺しにするつもりで来ているけれど、ぼくは、彼を殺してしまっていいという覚悟で動いているということに。

　そんな僅わずかな感覚の違いが、しかしハイレベルの戦闘では決定的な判断速度の差をもたらす。この旅における度たび重なる死し闘とうの中でぼくが学んできたことの一つだ。

　上空のヨルを睨みつつぼくが足にぐっと力を溜ためると、こちらの放つ殺気にようやく気付いた様子のヨルが空中で慌あわてて防ぼう御ぎよを固める。そうして、彼が自然制御の能力を応用して風の衣ころもまで纏まとい始める中、ぼくは脚きやく部ぶに溜めに溜めた力を、上空へのジャンプではなく──《聖域の扉ビフレスト》へ迫るための跳ちよう躍やくとして使用した。

「っ、しまっ──」

　ヨルがぼくの意図に気付いた時にはもう遅おそい。

　超高速で移動したぼくは、既すでに馴な染じみの黒い六角形──解かい錠じようの紋もん様ようへと触ふれていた。

　象のいななくような起動音が鳴り響ひびき、巨大な門扉が中央から両開きに開き出す。ぼくは小こ柄がらな自分が通過出来る程度の隙すき間まが開くまでの僅かな時間を待つ間、ヨルの様子を振り返った。彼は下手に一度完全に防御へと力を傾けてしまったのが痛かったらしく、自然の力をすぐに移動モードへと移行することが出来ない様子。

　つまり現状──

「（……いける！）」

　──ぼくが最も《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に近い。勿もち論ろん魔王は即座に追って来るだろうけど、このアドバンテージは凄すさまじくでかい。単純な戦闘力ならばヨルに大きく劣おとるぼくでも、こと、移動速度だけに絞しぼれば充分勝利可能。実際ぼくの目的はそもそも魔王を倒たおすことじゃない。願いを叶かなえ──兄さんを救うことなんだ。

　スローモーションで流れる時間の中、両開きの扉が着実に開いていくと同時に、動力が動き出したことで《聖域》内の照明が点灯し、中の光景が顕あらわになる。

　構造自体は至って単純。まず大理石を思わせる素材で構成された神聖な巨きよ大だい回かい廊ろう空間が真っ直すぐ続き。その奥の突つき当たりにガラス張りの小さな扉──恐おそらくは中ちゆう枢すうへの入り口たる扉がある。

　勇者の視力を活いかして、透とう明めいなガラス越ごしに小部屋の中の様子を更に観察する。

　コントロールパネルと思おぼしき機材に囲まれた部屋の中、中央で煌こう々こうと輝かがやくあの光の玉こそが──恐らくはシステム制御権《革命の鍵笛ギヤラルホルン》。

　いよいよ願いが叶えられる予感にぼくの胸の鼓こ動どうは高鳴り、そうして、ゆっくりと流れる時間の中、自分が通り抜ぬけられるだけの隙間が開くのを今か今かと待つ。

　しかし、そんなぼくの目に、次の瞬間飛び込んできた光景は──

「──え？」

　突とつ如じよとして《聖域》の回廊内へと現われた、赤あか髪がみの魔ま法ほう使つかい青年の背中だった。

『────』

　ぼくと同様、背後でなんとか体勢を立て直してこちらに向かわんとしていたヨルまでもが、息を吞のむ。

　そうして、ぼくらが未いまだ開ききらない扉の前で足止めを食らう中……一瞬だけこちらをチラリと覗ったファルディオは、悪戯いたずらが上手うまくいった時のようにニッと口元に笑えみを浮うかべ、そして──勢い良く《聖域》深しん奥おう、《革命の鍵笛ギヤラルホルン》へと向かって駆かけ出した。

　刹せつ那な、時間が再加速を始めると共に、ぼくはハッとそのカラクリに気付く。

「（ディメンション・ムーブか！）」

　ファルディオの持つ転送移動の禁きん忌き魔法！　元々は最大二メートルしか飛べないという微び妙みよう魔ま法ほうだったから完全にその存在を失念してしまっていたけれど……。

「（馬ば鹿かかぼくは！　ファルディオの成長率は、よく知っていたハズなのに！）」

　この短期間の間に、とっくにもっと長ちよう距きよ離りを跳とべるようになっていたとしたって、何もおかしくない。だって彼は──。

「（大魔導師ファルディオ・メルクリウスなんだから！）」

　扉が徐じよ々じよに開いていく間にも、どんどんと先行して《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に近付いて行く彼の背を見つめる。

「（まずいまずいまずいまずいまずい！）」

　如何に身体能力でぼくらに大きく劣るファルディオだろうと、こんなにも先行されてしまったのでは、どうなるか分かったもんじゃない。

「（く……仕方ない！）」

　ぼくは開きかけの扉に無理やり身体を突っ込むと、身体中が擦こすれるのも構わず無理やり侵入を果たし、即そく座ざに勇者の脚きやく力りよくをフル稼か働どうさせてファルディオへの猛もう追ついを開始した。

　磨みがき上げられた大理石のような床ゆかを強く蹴り、巨大回廊を高速で駆け抜けていく。

　──と。

「っ！」

　背後から何かが迫せまり来るのを感じて、ぼくは咄とつ嗟さに振ふり向きながらミョルニルロッドを振るった。刹那、空気の塊かたまりがロッドとぶつかり弾はじけ、あたりに暴風を撒まき散らす。

「邪じや魔まをするなトオル君！」

　背後から苛いら立だった様子のヨルの声。見れば彼もまた既に《聖域》へと侵入を果たし、高速でこちらに飛行しながら掌てのひらを前方に向けていた。しかしその狙ねらいは、ぼくというよりはむしろ……。

「（ファルディオを狙ったのか！）」

　後ろのヨルを目視したままバックステップの要領で最奥へ移動自体は続ける。

　──と、ヨルが再び掌から空気の塊をファルディオに向かって撃ち出した。ぼくは一瞬躊躇ためらうも、やはりそれを自ら受け、風の衝しよう撃げき波はをブースト代わりに利用してファルディオを追う。

「トオル君！」

　苛立った様子でヨルが叫さけぶ。……とりあえずファルディオに自分の攻撃を通せと言っているのだろう。確かにこの現状、まずは彼を潰つぶすのが先決だ。しかし──

「（駄だ目めだ！　あんなのが直撃したら……ファルディオが死んじゃう！）」

　兄さんのためになんでもする覚かく悟ごをしているとはいえ、当然それは仲間の命を必要以上に軽く見てるっていうことじゃない。

「ちぃっ！」

　ぼくの目を見てこれ以上の攻こう撃げきは無意味と判断したらしいヨルが、その全能力を飛行へと注いで加速、単純に圧あつ倒とう的てき速度でぼくらを猛追する作戦へと切り替かえてくる。

　ぼくもまた背後への警戒を捨てて前へと向き直ると、鏡のように磨き上げられた床を全力で蹴けった。

「（この速度なら……ギリギリ、ファルディオは抜ける、か？）」

　この時点で、ファルディオの位置は《革命の鍵笛ギヤラルホルン》まで残り十メートル程度。そこから二十メートル後方にぼく、更に十メートル後方にヨルという構図。

　もう一度ディメンション・ムーブを使われる、等の事態がなければファルディオを抜き去ること自体は充分可能。そしてディメンション・ムーブは一時間に一回の制限があったはず。彼がいかに成長しているとはいえ、流石さすがに数十秒程度のインターバルで再度撃うてるものではないだろう。

　むしろ問題はヨルだ。彼の猛追速度を考えると、恐らく《革命の鍵笛ギヤラルホルン》への到とう達たつ時間はぼくとほぼ同着。どこかで仕し掛かけて決着をつけねばならない。

　そんな思考を巡めぐらしている間にも、先行するファルディオの前方でガラス扉とびらが自動的に開き、いよいよシステム制御権たる光の玉──《革命の鍵笛ギヤラルホルン》が直接その姿を現わす。

　そうしてファルディオがいよいよ残り五メートル地点まで到達する。最も早はや《革命の鍵笛ギヤラルホルン》は彼の目前。しかしぼくとヨルの二人もまた、既に彼のすぐ背後まで迫っていた。これでもう速度的にファルディオに勝ちの目はない。残りはぼくとヨルの一いつ騎き打うち。そう覚悟し、ヨルと二人、互たがいに決定打たる攻撃を仕掛けるべきかと視線を絡からませ合った次の瞬間──突如ファルディオが杖つえを構えてくるりと振り返ったかと思うと、まさかの行動に打って出てきた。

「ヘルファイア！」

『な──』

　刹那、ヨルの口からぼくへと向けて紅ぐ蓮れんの炎ほのおが[image: ]ほとばしる。流石に今のぼくにとってそれは致命打じゃない。致命打でこそないが──

「（まずい！）」

　──いくら強引に炎を突っ切ろうとも、流石に減速は否いなめない。それはヨルも同様で、ヘルファイアの行動や意識に割り入る効果のせいで一瞬風の制御が乱れ、こちらも減速してしまった。そんな中、ファルディオだけは即座に《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を見み据すえて突き進む。結果──




　──三者が、完全に横並びになった。




『────』

　ぼくらは光の玉へと向かって、全く同時に手を伸のばす。残り数センチ。

　状じよう況きようは完全なる五分。最早この世界を賭かけたレースの勝敗を決めるのは、執しゆう念ねん、ただそれだけでしかない。

　ぼくらはそのあと一押しの何かを手に入れるべく、光り輝く願いの玉《革命の鍵笛ギヤラルホルン》へと向かって、声の限り、一心不乱に、三者三様の祈いのりを叫んだ！




「か、金と名めい誉よと女ぁ！」
















「世界をあるべき姿に！」

「兄さんに──ぼくの命を！」




　三人の手が触れると同時に、一際眩まばゆい光を放つ《革命の鍵笛ギヤラルホルン》。

　そうして、その直後。

　アウルによる無む慈じ悲ひなガイド音声が、《聖域》内へと響き渡わたったのだった。




〈《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の起動を確かく認にん致いたしました。これより権限者による指示を実行致します〉








エピローグ　ミカミミユキ６









「先生！」

　看護師の悲鳴のような声に、私の意識はハッと現実に引き戻もどされた。

　……見覚えのない異世界の記き憶おくと、トオルがヒロキのために命を捧ささげようとしている等という荒こう唐とう無む稽けいな妄もう想そう。そんなものに心奪うばわれている場合ではない。

　気付けば心電図のアラーム音が尋じん常じようではない鳴り響ひびき方をしている。

「なによ……なんなのよ……」

　壁かべに寄りかかるのをやめ、覚おぼ束つかない足取りでいつもの場所……ヒロキとトオルのベッドの間へと歩み出て行く。一瞬看護師の一人に邪魔そうな顔をされたものの、私の憔しよう悴すいしきった表情を見た途と端たん、彼女は何も言わず一礼だけして作業に戻って行った。

　私はベッド脇わきまで来ると、トオルの顔を見つめる。……生気の失われた青白い顔。

　はだけられたトオルの胸むな元もとに、医者がパッドを当てて看護師の退たい避ひを促うながす。短いカウントダウンの直後、ドンッというショック音。

　しかしそれでも……不ふ吉きつなアラーム音は、止まらない。

　医者が更さらなる処置を試みる中、私は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

「やめてよ……。……ねぇ……噓うそでしょ……そんな……」

　現実が認められない。視線が宙を彷徨さまよう。

　……こんな子、私の前からいなくなればいいと思っていたはずなのに。その、はずなのに。いざ目の前で彼が死に瀕ひんすると……あってはならない感情が、胸の奥から湧わき上がってくる。

　──違ちがう。私は、フウトとヒロキの母親だ。この子とはまるで無関係。私は、ヒロキさえ助かればそれで……。

「ん……く……？」

「!?」

　突とつ然ぜん背後から呻うめき声が聞こえて、私は慌あわててヒロキのベッドを振り返る。と、そこには……。

「ヒロ……キ？」

「…………かあ……さん……？」

　看護師も医師もトオルにかかりきりの中、うっすらと目を開き、そして、徐じよ々じよに意識をハッキリさせてゆくヒロキ。その顔は一見して明らかに血色がよく、彼の身体からだにかつてない程ほどの生命力が溢あふれているのも見てとれる。当然彼自身も自らの変化に気付いたらしく、どこか戸と惑まどった様子で身を起き上がらせると、慌てて隣となりのベッドを見やり……。

「────」

　突然、何かを悟さとった様子でその瞳ひとみに絶望を宿らせた。

　そんなヒロキの態度から、私もまた、いやでも気付かされる。

「（噓よ……そんなの……噓……ありえない……）」

　私はいつの間にやら、快復したヒロキから視線を外し、トオルのベッドを振り返っていた。

　気付けば既すでに医者が治ち療りようを行っていない。何をしているんだと咎とがめるように彼を見やると……医者は、一いつ瞬しゆん私の顔を見つめた後、沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせた。

「ちょっと……な、なにしているんですか？　ほ、ほら、まだ──」

「ミカミさん、残念ですが……」

「噓よ！」

　私は絶ぜつ叫きようすると、看護師達を押しのけてトオルに近付き、彼の両りよう肩かたを強く摑つかんで揺ゆり動かす。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　やめてよ！　なんなのよ！　馬ば鹿かにしないでよ！　そんな、そんなの、絶対許さない！　ねぇ！　ねぇ！」

「ミカミさん！」

　慌てて看護師達が私を取り押さえにかかってくる。しかしそれでも私は構わず、トオルを揺すり続けた。……彼の頭が、力なくぐらぐらと揺れる。

「ほら起きなさいよ！　ねぇ！　いつもみたいに無む駄だに元気に──」

「母さん！」

　突然背後からヒロキの一いつ喝かつが響き、私はゆっくりと振ふり返る。

　医師と看護師が彼の快復に驚おどろき目を見張る中、ヒロキは……私の目を悲しそうに見つめると。

　ゆっくりと……何かを窘たしなめるように、首を横に振った。




　刹せつ那な、私の中の感情の防ぼう波は堤ていが、遂ついに、決けつ壊かいした。




　私はトオルを振り返ると、嗚お咽えつを漏もらしながら彼の冷たい頰ほおを撫なでる。

「ああ、あ、ああ……ああ！」

　涸かれ果てていたはずの涙なみだが、瞳から止めどなく溢れてくる。

　狂くるおしい程の後こう悔かいだけが私の心を染めてゆく。

　気付いた時には、私は、恥はじも外聞もなくトオルに取りすがり、懺ざん悔げするように繰くり返し呟いていた。




「ごめんなさい。ああ……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい。トオル……トオル……ごめんなさい……ごめん……なさい……」




　トオルの身体から、急速に体温が失われゆくなか。

　嗚咽混じりの懺悔は、いつまでもいつまでも……私の意識が途と切ぎれるまで、室内に響き続けたのだった。
















〈権限者トオル・ミカミの願いを正常に受理、処理致しました。これをもちまして試練の全行程を終しゆう了りようと致します。お疲つかれさまでした。全すべての生命に祝福のあらんことを〉








あとがき









　どうも。いい夢の続きはそうそう見られないのに、悪夢に関しては駄だ作さくホラー映画シリーズよろしくだらだらと続く傾けい向こうにある作家、葵あおいせきなです。……なのにどうして、えっちぃ夢は見られないのか。ちくしょうめ。

　さて、あとがきです。あとがきなのですが……今回、実は驚おどろく程ほどネタがありません。

　なぜなら、つい最近九ページのあとがきを書いたばかりだからです。

　実は、この「ぼくのゆうしゃ７」が出る一ヶ月前に、「ゲーマーズ！」という別シリーズの第一巻が発売になっておりまして。

　で、この「ゲーマーズ！」、本編自体はウェブでの連れん載さい分をまとめたものなので、「ぼくのゆうしゃ７」と作業が被かぶったりはしなかったのですが……。

　文庫になるとなりゃ、そりゃ、当然の如ごとくあとがきを書かなきゃいけないわけで。

　しかも地味に多目の九ページ。それをどうにかこうにかこなしたばかりの現在、私のあとがき話題ストックは完全にゼロ。

　さてさて、そんな中でお送りする、今回のあとがきページ数ですが。そりゃ事前に連続刊行が分かっている有能担当さんのこと、きっと上手うまい具合に調整してくれて……。




担当「やりましたよ、葵さん。今回、あとがき十六ページです！」




葵「ちょっと何言ってるか分かんないスね」




　というわけで私は今日、「愕がく然ぜん」という言葉の意味を初めて心から理解しましたよ。なにこれ。こんなことってある？　ただでさえ連続刊行で辛つらい中、あとがきページ数の殆ほとんど最高値叩たたき出すって、どういうこと？　なんなの？　ガチの呪のろいなの？　あと担当さんの「やりましたよ」って何？　なんで若干興奮気味なの？　ドＳなの？　そして五巻で一度十六ページを回かい避ひしている手前、正直ここでまで呪い回避したら読者が怒おこりそうだからと、なんの展望も無いのに殆ど二つ返事で引き受けた私は、ドＭなの？

　いや、単純なページ数だけなら、驚きよう異いの十八ページという数値を叩き出した「生徒会の十代」が最高なのです。が、今思えば、あれはまだ良かった。

　なにせ連続刊行とかじゃなかったし、なにより「シリーズ最終巻」だから、作品について語ることが非常に多かった。

　だけど、今回ときたらどうですか。

　話題ストックを出し尽つくしたタイミングで、まだ終わってないからシリーズ全体を総そう括かつするわけにもいかない状じよう況きよう下かでの、十六ページ。

　ハッキリ言いましょう。




　なんの誇こ張ちようもなく、葵せきな最大のピンチです。




　もうね、六巻のあとがきで「七巻のあとがきは理想的な六ページぐらいと予想！」みたいなことほざいていた葵なんたらっていう作家が、今は心から憎にくくて仕方ない。杉すぎ○右う京きようさんに「人として許されることではありませんよ！」ってぷるぷる説教されて欲しい。

　今まさに自分で六巻のあとがきを読み直しているのですが、もう、本当に顔から火が出そうな程恥はずかしい。皆みなさんも手近にあったら読んでみて下さいよ。

「この予想が当たるか否いなか、注目の結果発表は七巻のあとがきで！」

　じゃねぇよオイ。お前だよ、お前。そこの引きこもり作家、こっち見ろよ、なぁ。お前が理想のページ数とか語っちゃったせいで、こちとらこのザマだよ。当時はそんなつもり一切無かったけれど、今見たらお前のそれ、完全にフラグ立てだよ。自分で自分の文章の緻ち密みつすぎる伏ふく線せんに驚き感心させられたのなんざ初めてだわ。どう責任とんだよこれ。

　しかし、本当に油断していました。ここ数巻、「あとがき長い作家」というキャラ特とく徴ちようブレブレだったので。

　改めて振ふり返かえると、五巻で一度十六ページ未み遂すいしていますね。ただあの時は本編の方の改行やらなんやらを削けずる余地が最初から見えていたため、だったらと当然のように四ページになったところがあるんですよ。なんだろう、イメージで言うと、紙一重の回避とかじゃなく、「前方に障害物あるから、違ちがう道で行こう」ぐらいの、最早回避というよりは、そういう道筋を事前に選んでいただけ、みたいなとこあり。

　それが今回は気付いたらいきなり目の前に十六ページでして。流石さすがにこれを無理やり回避し出したら、もうあとがき作家とは言えないだろうと。そんなわけで、無む駄だに男らしくあえて直ちよく撃げきしてみているわけですが。

　……皆さんお察しの通り。

　もう、話題、ないですよ。このページ数嘆なげくくだり過ぎたら、展望無いですよ。

　あ、「ぼくのゆうしゃ」の話ありましたね。そうだそうだ、あとがきって、本来作品語りするものだった。




　じゃあ七巻の話を……。

　…………。

　やばい、最終巻の一つ前って、超ちよう語りづらい！　もう佳か境きようだからディープな部分を語れるかと思いきや、最終巻じゃないからシリーズ総括みたいなことも出来ないし！　なにより七巻に関しては、本編に何か補足するような類たぐいの話じゃない！

　それでも絞しぼり出だすと……。

　ええと、七巻は起承転結の、「転」及および少し「結」にもかかる巻、という感じですね。

　シリーズとして六巻終しゆう盤ばんから「転」に入り、七巻ラストで「結」に入った印象。

　あと、単巻としては、ミカミミユキ回でもあります。ヒロキと並び、この物語の主題に関わる人物なので、ちゃんと描えがけて作者も嬉うれしかったです。

　本編の方はもう、各登場人物がそれぞれにあれやこれやしているので、解説も何もないだろうなという感じですね。実際シリーズ開始当初からこの辺の三つどもえ展開は予定されていたのですが、実際書いてみると思った以上に入り乱れました。ただそれぞれの行動動機自体はシンプルなので、物語としてそんなに複雑にはなっていない……と個人的には思うのですが、如何いかがでしたでしょうか。

　六巻からそうなのですが、この辺は物語の核かくというか、最初からずっと描きたかったシーンの連続ですので作者も楽しく（？）書かせて頂いております。いやまあ、今巻の原げん稿こうをげっそり疲ひ弊へいしながら提出すると、読み終えた担当さんに「そりゃこんなの書いてたら気分も重くなるでしょうよ！」みたいなツッコミ受けましたが。何を言っているのか分からない。このシリーズは、無む邪じや気きな少年の明るい異世界冒ぼう険けん譚たんですよ！（つい数行前に最初からこの辺の展開を考えていたとか書いちゃったので、無理あるかなと思いつつ）

　ちなみにこの流れでもう一つ宣伝しておくと、一ヶ月前から文庫版でも始まった別シリーズ「ゲーマーズ！」は、重い要素が呆あきれる程に無いシリーズです。もう、びっくりする程に正統派ラブコメ。……正統派？　まあそこは置いておきますが。

　ぼっちな少年が美少女に見み初そめられ、なんだかんだありつつも、わいわい元気に楽しくやる作品でございます。これは噓うそじゃない。いや、どれが噓なんだという話をされると困りますが。ラブコメはラブコメでも、コメディの方が強いラブコメですから。

　そんなわけで、重たい食事の後にはぴったりの爽さわやかデザート、「ゲーマーズ！」。「ぼくのゆうしゃ」で満腹のそこの貴方あなた、是ぜ非ひこちらの作品も如何いかがでしょう？

　ちなみに作者的には、結局同じぐらい書くの大変ですけどね、「ゲーマーズ！」。コメディ書く方がシリアスより楽だとか思ったら、大おお間ま違ちがいなんだからね！（四コマ漫まん画が家かさん等が散々してきた主張ですが、私も激しく同意です）




　さて、いよいよ小説の話題が尽きてしまった……。ひきこもり作家から小説の話題をとったら、何が残ると言うんだ……。

　そしてここで明らかになる、衝しよう撃げきの事実。

　このあとがき、まだ半分も埋うまってない。

　……いや、ホント、なにこれ。あとがき十六ページ、化物すぎるでしょう。ＲＰＧだったら、無駄に回復アイテムとか使わずに、一いつ旦たん素直に負けて退ひくレベルの敵ですよ。冗じよう談だんじゃない。

　プライベート話に移行しようにも、前述したように「ゲーマーズ！」一巻の方で既すでにあらかた語り尽くしちゃっているんですよね。ああ、後のことを何も考えていなかった先月の私を殴なぐりたい。

　あれからあったことなんて……。




　せいぜい、深夜にコンビニを二〇軒徒歩で回ったぐらいだもんなぁ……。




　大して特徴的な話でも……え？　そうでもない？　多少は気になる？　あらそう。

　とはいえ、実際ただ「全国で売り切れ続出のアイスを探していたら、いつの間にやら深夜に二時間以上外を歩いていた」ってだけの話ですよ。徘はい徊かい不ふ審しん者。しかも、別にそこまでしてそのアイス食いたいわけでもなかったのに。

　なんか昔から「探す」っていう行動が妙みように好きなんですよね。人気の品切れ中ゲームソフトを探すのとかも好き。下手すると、むしろゲーム本編より、ゲームを探すゲームの方が、面白かったなぁと思うこともあるぐらいで。

　普ふ段だん引きこもっているせいなのか、一度「探す」と決めたら、追究しないと気が済まなくなるといいますか。皆さんにも経験あるかと思います。「意地になる」「ムキになる」っていう状じよう況きよう。ただ私の場合、あんまり心が燃えさかってはおらず、気付いたらぼんやり何時間も探し回っているっていう。

　多分「散歩」の代わり、みたいなとこあるんでしょうね。元々歩くのは嫌きらいじゃないんですが、どうにも「アテもなく」「理由もなく」というのが苦手ではあり。ただ、僅わずかながらでも動機……この場合は「アイスを探す」とかあると、途と端たんに、黙もく々もくとそれに励はげんでしまいます。

　あと、自分の徒歩圏けん内ないだけで二〇軒もコンビニがあったことに驚きました。改めて探すとホントどこにでもあるな、コンビニ。また深夜だったせいで、遠くからでも看板の灯あかりが見えたりするため、探すのが楽しくて楽しくて。ゲームショップ探しとかは、全然見つからずに終わりますが。コンビニは適度な間かん隔かくであるため、ついいつまでも……。

　皆さんもお暇ひまならどうぞ、コンビニ探し。……いや、うちの実家（北海道の田舎いなか）みたいな場所だと、一軒で終わりなのですけどね。

　え、それで結局私がアイスを食べられたかどうかですか？

　あはは、そりゃ二〇軒も回れば当然──無かったですよね。あったら二〇軒回ってないよね、うん。……散歩の「アテもなく」「理由もなく」がイヤだと言っていた割には、結果的にアイス探しも虚きよ無むに終わってんじゃねぇかよ。むしろ徒労感酷ひどい分、普ふ通つうに散歩した方が遥はるかにマシだったよ。ホントに救いようがない。




　あとなんか話題あったっけかな……。……やばい、ホントに無い。

　こうなったら、最後の切り札、大喜利でもしますか。ある意味日常報告するよりよっぽど大変な、大喜利です。……それでも、やらなきゃ生き残れない！

　そんなわけで突とつ然ぜんの大喜利。

　お題は、「こんな『ぼくのゆうしゃ』はイヤだ」です。それでは張り切ってどうぞ。




・　ヒロインが半ばストーカー




　これはイヤですね。最初の村でちょいと交流しただけなのに、シリーズ通して出て来たりしてね。あと愛が想定以上に重かったりね。いやぁ、こんなヒロインはホント……。……ふぅ。次行きましょう。




・　ヒロインがショタコン




　これはイヤですね。子供相手にガチでときめいちゃったりしてね。師し匠しようとか気取っちゃったりしてね。手取り足取り何教えるつもりだってね。また無駄に強いから主人公も無下にも出来ずね。…………。……ふぅ。次行きましょう。




・　保護者がファルディオ




　これはイヤですね。何がイヤって、シンプルにファルディオがイヤですね。弱いからとか魔ま法ほうがしょぼいからとかじゃなく、ただただ、ファルディオがイヤですね。だってファルディオですもん。……ふぅ。次行きましょう。




・　マスコットキャラが不在




　これはイヤですね。折角の明るい異世界冒険譚なのに、可愛かわいい生物の一いつ匹ぴきも出て来ない巻って、なんなんでしょうね。タイトルの横っちょにはいるのにね。最早詐さ欺ぎですよ、詐欺。コメディ部分の多くを担っていたマスコットキャラがいなくなったら、そりゃ展開もシリアスになるってもんですよ、まったく。……ふぅ。次行きましょう。




・　魔法少女が不ふ遇ぐう




　これはイヤですね。一番の常識人かつ正統派の美少女こそが、一番酷い扱あつかい受ける物語って、なんなんでしょうかね。作者の性格が悪いんでしょうかね。きっと最終巻では活かつ躍やくしてくれることと思いますが……はてさて。……次行きましょう。




・　主人公が壊こわれ気味




　これはイヤですね。無邪気な子供による明るい異世界冒険譚を謳うたっているのに、実はこんな主人公だったら読者ドン引きですよね。笑いながらビリビリする棒を振ふり回したりするんですよ。ＰＴＡに問題視されてもおかしくないですよ。ああ良かった、うちの主人公のトオル君はいい子で。…………ふぅ。次行きましょう。




・　サービスシーンが幻げん覚かく




　これはイヤですね。何がイヤって、ちょっと詐欺ですからね。でもまあ正直皆みんな薄うす々うす分かっていながら楽しんでいるところあるから、無罪ですよね。……次行きましょう。




・　あとがきが長い




　これはイヤですね。正直作者のことなんかどうでもいいですもんね。本編を一ページでも多く書けよって話ですよ。作者自身も辛つらいみたいだし。ホント誰だれも得しません。一部の特とく殊しゆな性せい癖へきを持たれた意地悪な読者さん以外。……次行きましょう。




・　改行多目の大喜利で露ろ骨こつにページ数を稼かせぐ作者




　これはイヤですね。何がイヤって、最後にこのボケを組み込んだおかげでオールオッケーみたいなノリにしているところが、余計に賢さかしくてイヤですね。でも謝りません。だって悪いのは私じゃなくて、世界の方だから。……あとがきという悪しき文化を生んだ、世界の方だから。




　そんなわけで、尺稼ぎ感満まん載さいでお送りした「こんな『ぼくのゆうしゃ』はイヤだ」如何いかがでしたでしょうか。いやぁ、一歩間ま違ちがっていたら大喜利の内容通りのシリーズになっていたのかと思うと、ここまで足を踏ふみ外はずさずに来られたのが奇き跡せきみたいに思えますね。良かった良かった。皆さんには引き続き、王道で健全で爽やかな異世界冒険譚「ぼくのゆうしゃ」をお楽しみ頂ければと思います。




　さてさて、これでもまだ残り三ページ以上あります。どうしましょうか。

　じゃあ、今回茶番しすぎたので、折角だから、この際多少真ま面じ目めに語っておくと。

　なんだかんだ言ってますが、実際私はこの「ぼくのゆうしゃ」というシリーズ、本気で「暗い話」「重い話」を書こうと思っては書いていないんですよ。

　いえ、「ぼくのゆうしゃ」に限った話ではありません。

　私が書く物語は、終しゆう始し一いつ貫かんして、




「幸せに手を伸のばす物語」




　のつもりで書かせて貰もらっています。その過程で辛いことや、向き合わなければいけないものが出て来たり、届かない幸せも出て来るかもしれません。が、それでも登場人物達は皆、それぞれの思う「明るい未来」へと向けて突つき進すすんでおりますので、そこだけは作者を信しん頼らいして物語の行く末を見守って頂けると幸いです。

　……ま、幸せに手を伸ばすのは悪役達も同様だがな！（一気に信用なくす）

　あと、基本的に私はハッピーエンドが好きです。だから安心して下さい。……え？　私のハッピーエンドの定義ですか？　そうですねぇ……。




「主人公が当初の目的を見事に達成する物語」




　とかですかね。

　…………。

　……ぴゅー（下手な口笛を吹ふきつつ目を逸そらす）。




　さて、それではそろそろ謝辞を。

　まず、今巻にも素晴らしいイラストをつけて下さったＮｉｎｏさん。この七巻までの表紙を並べた際、物語の雰ふん囲い気きの変へん遷せんや各巻の内容が一目で分かり、改めてそのイラストの力の凄すさまじさを感じさせられました。「ぼくのゆうしゃ」も残すところあと一冊となりましたが、最後までよろしくお願い致いたします！

　次に、あとがき十六ページを喜々として報告する担当さん。相変わらず先の展開をほぼ告げずいきなり原げん稿こうを提出する日々ですが、温かい信頼のもと、のびのびとやらせて頂きありがとう御ご座ざいました。最終巻こそはプロットを──出せないと思いますが、信頼に応えられるよう、全力で執しつ筆ぴつにあたらせて貰います。

　そして、ここまで付き合って下さった読者様。

　次でいよいよこのシリーズも最終巻です。今巻で起こったことの「結果」が世界に現われる中、各人物はそれぞれどんな道を選び取るのか。ここまで来ましたら、是ぜ非ひラストシーンまでお付き合い頂ければ幸いです。決して読んだことを損はさせません！……させないと、思います（笑）。




　それでは、最終巻でお会い出来ることを祈いのりつつ。








葵せきな

●あおいせきな



毎年正月に北海道の実家へと帰省し、家族と過ごすことで非常に安らいで戻って来るのですが。

この一連の流れの中で「帰ってきたなー」という感慨が最も強く湧く瞬間は、実際こっちの一人暮らししている部屋に戻ってきた時だったりします。不思議なものですね。

人の魂の置き場みたいなものって、案外沢山あるのかもしれません。


















イラスト／Ｎｉｎｏ

カバーデザイン／伸童舎
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